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			異世界の役所でアルバイト始めました⑤

			硝子町玻璃

		

	
		
			お断り

			　

			　作品の電子書籍化に際し、仕様上の都合により一部の漢字が略字体で、ルビおよび記号等が印刷出版と異なった表記になっている場合があります。

			　また、作品によっては差別的表現と受け取られかねない表現が使用されている場合もありますが、作品の書かれた当時の事情を考慮し、原文のとおり掲出した個所があります。

			　あらかじめご了承ください。

		

	
		
			カバーデザイン・オグエタマムシ（ムシカゴグラフィクス）

		

	
		
			Ｃｏｎｔｅｎｔｓ

			　

			　プロローグ

			　魔法少女・冬の陣（前編）

			　王女、魔法王女となる

			　魔法少女・冬の陣（後編）

			　不思議な国の藤原君

			　少年と夢

			　少年と過去の扉

			　少年の夢の終わり

			　少年と春爛漫

			　エピローグ

		

	
		
			プロローグ

			　

			　アスガルド最大の危機。魔王率いる魔族たちが世界を滅ぼそうと目論(もくろ)んでいた、その頃。

			　人間と魔族の壮絶な戦いでは、毎日、多くの命が散り、血潮に染まっていた。死は新たな死を呼び、双方の犠牲者は増える一方だった。

			　そして、魔王に対抗しうる力を持つとされる唯一の存在『勇者』に選ばれたのは、まだ年若い異世界の少女であった。

			「なぁ、愛(あい)華(か)。オメー、肉と野菜だったらどっちが好きだ？」

			　いつ終わりがくるかも分からない戦争の中で、食事は数少ない娯楽の時間であった。

			　なけなしの食料で作られた料理を幸せそうに頬張る勇者にそう尋ねたのは、黒髪の魔族の少年だった。元は魔王側の者だったが、いろいろ事情があって現在は勇者の右腕的ポジションとなっていた。

			　聞かれた勇者――愛(あい)華(か)は、少し考えてから答えを出した。

			「野菜かな！　美味(おい)しいもの！」

			「……そんじゃ、次な。この黄色の芋と白い芋、どっちが好きだ？」

			　そう言って、魔族の少年――ロキが指差したのは、そのどちらもが使用されているサラダだった。愛(あい)華(か)は両方を食べてから口を開いた。

			「黄色いほう！　甘くて好き！」

			「じゃあ、次。……黄色の芋と俺、どっちが好きだ？」

			「ロキ君！」

			　すぐに答えた。ロキの菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)が宝石のような輝きを放つ。かなり嬉しいらしい。

			　その様子を愛(あい)華(か)の隣で見ていたのはアイオライトだ。「気持ちわりぃ」という眼差しを向けていた。

			「芋と比較させんなよ。見てるこっちが切なくなってくるだろ」

			「遊びで言ってんだ。芋で十分だろうが」

			　遊びにしては本気で喜んでいた気がするが。

			「愛(あい)華(か)、最後の質問だ。オメーが好きだって言ってた本の主人公、魔法侍トシゾーと俺だったら、どっちがす」

			「トシゾー」

			「えっ？」

			　言い終わらないうちに結論が出された。どうせ自分が選ばれると思っていたロキは、鳩が豆鉄砲を喰らったような顔で硬直した。

			　まさかの展開にアイオライトも仰天する。確か、トシゾーとは愛(あい)華(か)がウトガルドにいた頃に大好きだったらしい物語の主人公だった。

			「トシゾーだよ。私、ロキ君となら、トシゾー君かなぁ」

			「な……」

			「な？」

			「何言ってんだ、ちょっと待て!!」

			　ロキの取り乱す姿に、周りで食事をしていた兵士たちもざわつく。愛(あい)華(か)はきょとんとした表情で、突如豹変した少年を見ていた。

			「どうしたの、ロキ君？」

			「何でだよ！　何でそこで俺の名前を出さないんだよ！　おかしいだろ!!」

			「落ち着け、ロキ！　さっき遊びって言ってたの、どこのどいつだ！　めっちゃマジになってるぞ!!」

			　これはまずい。アイオライトはロキを止めに入った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　そして、二十年後――。

			「ねぇ、総(そう)司(じ)君。アンタ、魚と野菜だったらどっちが好き？」

			「野菜が好きです」

			「じゃあ、この赤い葉っぱと青い葉っぱなら、どっちが好き？」

			「青いほうが美味(おい)しくて好きです」

			「それじゃあ……青い葉っぱと私ならどっちが好き？」

			「ヘリオドールさんですかね」

			　某役所の食堂でも、そんな不毛なやり取りが行われていた。自分が選ばれて喜んでいるが、彼女は青い葉っぱに勝っただけである。

			「……嬉しそうですね、ヘリオドールさん」

			「そ、そんなことはないわよ。こんなのただの遊びで言ってるわけだし」

			「そうですか」

			　総(そう)司(じ)も特には追及せず、青い葉っぱがたっぷり入ったサラダをもしゃもしゃと食べている。そんな部下にヘリオドールが咳払いをしてから、照れた様子で次の質問に入った。

			「それじゃあ……アンタが好きって言ってる魔法少女ジョセフィーヌ？　と私ならどっちがす」

			「ジョセフィーヌ一択です」

			　言い終わらないうちに総(そう)司(じ)が回答した。

			　ガタン、と勢いよくヘリオドールが立ち上がった。

			「おかしくない!?」

			　遊びと言っておきながらヘリオドールの顔は本気だった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二十年前のアスガルド。そこでは、空想上の人物に負けて戸惑うロキの姿があった。

			「おか……おかしいだろ！」

			「え？　ロキ君、どうしたの……？」

			「何でそこで俺じゃなくて、トシゾーを選ぶんだよ!?」

			「落ち着け、ロキ！」

			「うるせぇ、幼女!!」

			「多分、お前よかアタシのほうが年上だよ。殺すぞ、クソガキ！」

			　止めに入ろうとしたアイオライトが怒り出した。愛(あい)華(か)にしてみれば、どうしてロキが急に騒ぎ出してアイオライトが怒ったのか、まったく分からない状況だった。

			「喧(けん)嘩(か)しちゃダメ！」

			「お前のせいだよ、愛(あい)華(か)！　どうして俺を選ばなかった!?」

			「え？　だって、トシゾーは私の嫁だもん！　トシゾーを優先するよ！」

			「よ、嫁？」

			　おうむ返しするロキの声は明らかに震えていた。愛する少女の言っている意味が心底分からない。そんな感じだった。

			「おかしいじゃねーか……だってオメー女だよな？」

			「うん！　……女の子には見えなかったかな？」

			「いや、それはない」

			　むしろ、アスガルド一可愛い。ロキはそう思っている。それにここで悲しげにしている愛(あい)華(か)に素直になれず悪態をついたら、アイオライトに処される。

			「そうだ。愛(あい)華(か)は女だ。それを前提として今の話を聞くと、嫁はおかしい」

			「？　でも、愛するって気持ちに変わりはないから……」

			「だ、だいたい！　そのトシゾーって五十代のジジイなんだろ？　戦う時だけ若返る……」

			　ロキの菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)が揺れに揺れまくっている。

			「うん！　十五歳に若返るのよ！　かっこいいんだから！」

			「俺のほうがかっこいい!!」

			「それはないかな！」

			　愛(あい)華(か)が両手を顔の前でクロスさせながら元気よく答える。ロキが声も上げずに泣き始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二十年後――。

			「何で!?　ジョセフィーヌって二次元の存在じゃないの!?」

			　半ギレのヘリオドールが何とか説得しようとする。しかし、それで考えが変わるほど総(そう)司(じ)の頭は柔軟ではなかった。

			「ヘリオドールさん、大事な話をしたいと思うんですけどね」

			「はい、話してみて！」

			「魔法少女ジョセフィーヌの作者は僕たちと同じ次元の人間です。アニメ制作に携わったのも同じ次元の人間。さらに、ジョセフィーヌを愛している僕たちもまた同じ次元の人間になります」

			　そこまで早口で言い切って、総(そう)司(じ)はテーブルをバンと叩いた。

			「つまり、ジョセフィーヌは僕たちと同じ次元の存在。魂はちゃんと僕の側にあるという理論に繋がります」

			「んなわけあるかい!!」

			　世にも奇妙なトンデモ理論のご登場である。いくらウトガルドの科学技術に疎(うと)いヘリオドールでも、有り得ないとすぐに分かった。

			「しかも、何で魂の場所、アンタの側限定!?　怖いんだけど!!」

			　僕たち、ではなく僕と言うところに狂気を感じた。

			「え、でも、ジョセフィーヌは僕のお嫁さんですから」

			「ウワァァ、本気で思ってるっぽくて心底怖い!!」

			　総(そう)司(じ)の光の宿らない瞳(ひとみ)がどうしようもなく恐ろしい。オタクって業が深すぎる。ヘリオドールは改めて実感したが、ここで引き下がるわけにはいかなかった。

			「だいたい！　ジョセフィーヌって四十代のおばさんなんでしょ!?」

			「はい。変身すると、十四歳に若返ります」

			「若返っても実年齢は私のほうが若いもん！」

			「あ、でも道(みち)代(よ)は永遠の十四歳なので……」

			　矛盾した発言が飛び出した。ちなみに道(みち)代(よ)とはジョセフィーヌの本名であることを述べさせていただきたい。

			　ヘリオドールはキレた。さっきから意味不明のゴリ押し論をぶちこんでくる部下にキレた。

			「何なの、このぶつかり稽古みたいな会話!!　力士か!!」

			「ヘリオドールさん、相撲好きですか？　僕も好きです」

			「でも、ジョセフィーヌと相撲だったら、ジョセフィーヌでしょ!?」

			　結果を知りつつ、聞いてみる。

			「はい」

			「ほら―――――――!!」

			　ヘリオドールは歯(は)軋(ぎし)りするしかなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二十年前のアスガルド。

			「泣くなよ！　泣くんじゃないよ！　お前、男だろ!?」

			　膝を抱えて啜(すす)り泣くロキを必死にアイオライトが慰めている。その後ろで愛(あい)華(か)はどうしたらいいか分からず、とりあえず困り顔でパンをモリモリ食べていた。

			「ロキ君……お腹痛いの？」

			「どっちかってーと、心が痛いんだよ。こいつは……」

			「そっかぁ」

			　大丈夫かな、この二人。ロキが「トシゾーと違って俺は愛(あい)華(か)のためなら死ねる」と縁起が悪いことを言い出した。やめろ、私情で死ぬな。

			　勇者側で一番使える男が嫉(しつ)妬(と)に狂って死ぬとか本当勘弁してもらいたい。だが、愛(あい)華(か)を責めることはできない。この二人は別にまだ恋人同士ではないからだ。もうロキの精神を鍛えるしかなかった。

			「お前もさ、アイカと同じ趣味、持てばいいんじゃないのか？」

			「趣味……？」

			　絶望に満ちた目がアイオライトを見る。

			「そう。小説を読んでみるとか。ちょっと待ってろ。……そこの兵士、お前、確かそういうの読んでたよな。貸してくれ」

			　そう言ってアイオライトが近くの兵士から借りたのは、ピンク色の表紙の本だった。

			「男だし、これがちょうどいいんじゃないのか？」

			「……どんな内容なんだ？」

			「男が美人を大勢連れてアスガルドを巡るみたいな感じの。どうだ？」

			　所謂(いわゆる)ハーレムものというべきか。だが、ロキは緩く首を横に振った。

			「そういうの俺、好きじゃねーもん……なんか、作者の自己投影見てるみたいで嫌だ……」

			　これを書いた作者が聞いたら憤(ふん)死(し)しそうな理由である。すっかり消沈してしまったロキに、アイオライトが困り果てていると、食事を終えた愛(あい)華(か)が声をかけた。

			「じゃあ、ロキ君ってどういう物語が好きなの？」

			「……人が怖がったり、死ぬ話」

			　腐っても魔族である。闇の深さを感じてアイオライトが寒気を覚えた。

			　愛(あい)華(か)は「ホラーが好きなんだぁ……」と納得していた。

			「それじゃ、この戦いが終わったら、ロキ君も私の世界に遊びにおいでよ！」

			「え……俺、魔族だぞ」

			「ロキ君はロキ君なの。二人でいろんなところに遊びにいこ。ね？」

			　ロキの頭を撫でて、愛(あい)華(か)が穏やかに微(ほほ)笑(え)む。その笑顔を見て、ロキはしばらく動きを止めていたが、やがて静かに首を縦に振るのだった。

			　それを見たアイオライトは「まあ……よかったな」と小さく拍手した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　二十年後――。

			「あーもー、分かったわよ。もうジョセフィーヌが一番でいいわよ……」

			　二次元の存在に本気になって張り合うのも虚しくなってきて、ヘリオドールは小さくため息を吐いた。

			「あれ、もう終わるんですか……」

			「えっ……アンタ、あんなわけ分かんない討論、密かに楽しんでたの？」

			「そういうわけではありませんけど」

			　オタクって分からないなぁ。ヘリオドールは改めてそう思った。話を聞けば、総(そう)司(じ)の母親も負けず劣らずのオタクらしいし、父親もホラー系なら小説もアニメも楽しく拝見するそうだ。まさにオタクのサラブレッドだ。

			「私もラノベとか読んでみようかしら……」

			「本当ですか!?」

			「うおっ」

			　ものすごい食い付きようだ。仲間が増えることがそんなに嬉しいのか。

			「え、えっと、私もずっと興味はあったのよ……でも、どういうのを読めばいいか分かんなくて避けてただけで……」

			「ヘリオドールさんが好きそうなの、僕がチョイスします。だから、ハマってみてください。二度と抜け出せなくなりますから」

			「ヒェッ」

			　それは喜んでいいのか、悪いのか。興味があったのは本当だが、このテンションの上がりようは嫌な予感しかしない。

			「ヘリオドールさんは僕と同じ匂いのする人間だとずっと思っていました」

			「はぁ……」

			「親しい人に同じ趣味を持ってもらえるの、とっても嬉しいです」

			「うおっ。アッ、そうね。うん」

			　語彙力がゼロになるくらい、破壊力のある言葉だった。

			　こう言ってもらえるのだから、ひとまずよしとしよう。ヘリオドールは火照った顔で何度も頷くのだった。

		

	
		
			魔法少女・冬の陣（前編）

			　

			「ああ、もうソウジ様に一服盛ってベッドに引きずり込むしかありませんわ」

			「正気を取り戻せ、馬鹿姪」

			　エルフが住まう美しき花の国、フレイヤ。

			　今の二人の会話はその国の姫君と、彼女の叔母兼大臣によるものだった。何かの間違いであると信じたいが、現実である。

			　銀色の髪に青い瞳(ひとみ)を持つ妖(よう)艶(えん)なハイエルフ、アーデルハイトは憂(うれ)いのため息をつく。

			　柔らかな金髪をくしゃくしゃと掻きながら、「ふわー！」と叫ぶ姫君ことティターニア。彼女は現在、国の政治について学んでいる。

			　長寿であるハイエルフのティターニアが王座に座るのは、まだまだ先の話だ。

			　しかし、学ぶ時間が多いのは決して悪いことではない。無知な者が国を治めることになれば、その国はいとも簡単に滅びてしまう。

			　それなりに長い年月を生きてきたアーデルハイトは、何度も無様に崩れ逝く国を見て来たが、王族の最期は悲惨極まりないものばかりだった。ティターニアにはそうなって欲しくない。国を担う大臣としても、姪を可愛がる叔母としても、そう願っている。

			　だからこそ、暇さえあればアーデルハイト自身が彼女の家庭教師にもなっていたが、ここ最近はある悩みを抱えていた。

			「だってソウジ様、いくらアピールしても全然効果ないんですわよ!?」

			　姪の恋がまったく成就の兆しを見せないことである。

			　ノルンの三都市の一つ、ウルドの役所で働くソウジという少年がその相手だ。アーデルハイトもよく知っている人物。何せ、彼にはティターニアだけではなく、自分も救われているのだから。

			　彼の人柄はティターニア以外にも、アーデルハイトがこの頃行っている文通の『相手』からもよく聞かされている。

			　王族でもなく、そもそもこの世界の人間ですらないものの、彼にならティターニアを任せていいとアーデルハイトは考えている。ソウジとはそういう少年だった。

			「ソウジ様……もうあなたとずいぶんと会っていませんわ……私、寂しいですわ……」

			「ティターニア……」

			　だが、ティターニアの恋の前には障害が多い。

			　片や一国の姫で、片や異世界の人間。それにハイエルフに比べて人間の寿命はあまりにも短い。たとえ結ばれたとしても、二人がすごせる時間は長くはないのだ。

			　それにソウジはどうやら恋愛に疎(うと)い性格らしい。ティターニアのアプローチに気付いている様子がない。いや、気付いているのかもしれないが、あえて分からない振りをしている可能性もある。

			　先日、ティターニアは『ソウジ様と新婚旅行に行くのが楽しみですわ』なる文面から始まる手紙を出した。正直、アーデルハイトは少し引いたものの、何も言わずに見守ることにした。いや、もう手紙そのものは出したあとで、内容はあとでハイテンションのティターニアから聞かされたのである。そんな手紙、出すと分かっていたらすぐに燃やしていた。

			　ソウジからの返事の手紙がやって来たのは一週間後だった。手紙には『僕は静かな冷たい風にあたれる場所に行きたいです。僕もティターニアさんもいいお相手が見付かるといいですね』と書いてあった。

			　それを見てティターニアはその場に崩れ落ちた、「なんかちげーですわ！」と絶叫した。だが何の前触れもなく、突然新婚旅行の話題を切り出したのだ。嫌われなかっただけマシと思っていただきたいところである。

			「ソウジ様とブロッド様とレースに出たことが、もうとても懐かしく感じますわ……」

			「そうか……」

			「分かっていますわ。私はフレイヤの姫として、弱音など吐いていられませんもの」

			　ティターニアは無理矢理作った笑みを叔母に見せて、そう言った。

			「でも、でも、このティターニアの願いが一つ叶うのなら……」

			「何じゃ。妾にできることなら何でも協力するぞ」

			「ソウジ様の髪の毛を十本ほど欲しいのですわ」

			「待て。本当に待て」

			　姪のまさかの願いにアーデルハイト、大困惑である。少しでもいいからウルドに行きたいとかそんな可愛いお願いだと思っていた時期が、アーデルハイトにもあった。

			「髪の毛って何じゃ。そちが何をしたいのかが予想ができんし、したくもない」

			「えっ……何がしたいだなんて……それ言ってもいいんですの？」

			　ティターニアが気まずそうに視線を逸らした。

			「妾にさえ言うのを躊躇(ためら)うような理由で毛髪を欲するな！　捕まるぞ！」

			「将来、私が女王になったら好きな人の髪の毛を求めてもいい法律を作りますわ！」

			　フレイヤの行く末が非常に案じられる最悪な発言である。

			「やめろ。毛髪を欲しいと頼まれたら、さすがにソウジも嫌悪感を抱くはずじゃ」

			「でも私、本当は髪の毛だけじゃなくて、ソウジ様の手の指紋だって欲しいですわ。手紙にまったく残っていないのは何だか切ないですわ」

			　この姪の頭はお花畑になっているのだろうか。それならば、今すぐ水やりをやめて枯れさせなければならない。

			　何だか頭が痛くなってきた。ふう、と本日二回目のため息をつく叔母に、ティターニアが少し強(こわ)張(ば)った表情を浮かべる。きつく言いすぎたかと、アーデルハイトはぐっと息を詰まらせた。

			「ティターニア、そちがソウジを想う気持ちは本物だと分かっておる。妾もその想いを否定したいわけではないのじゃ」

			「いえ、そうじゃなくて」

			「？」

			「やっぱりいくらソウジ様でも嫌がるのかな、と……」

			　ティターニアの様子がおかしい。

			「何じゃ。何が言いたい」

			「送っちまいましたわ」

			「送ったって何をじゃ？」

			「その……会えないのなら、髪の毛を十本ほど欲しいって書いたお手紙をソウジ様に」

			「………………」

			　アーデルハイトが無言で部屋から飛び出そうとする。それをティターニアがラグビー選手顔負けのタックルで阻止した。

			「ひどいですわ！　可愛い姪の緊急事態ですわよ！」

			「妾は知らん！　もうソウジのことは諦(あきら)めろ！」

			「たった今、想いを否定したわけではないとか言ってましたわよね!?」

			「ふざけるでないぞ、馬鹿姪！」

			「アーデルハイト様の裏切り者――――――――――!!」

			　どっちもどうしたらいいか分からず、青ざめている。フレイヤの歴史に残る地獄絵図である。

			　そんな最中、部屋のドアがノックされた。「入って来ていいですわよー」とティターニアが息切れしながら声をかけると、ゆっくりとドアが開かれた。

			「ティターニア様、ウルドから手紙が届いておりま……ヒエッ」

			　手紙を持ってきたメイドは中に入るなり、悲鳴を上げた。ティターニアがすごい表情をしてこっちを見て来たのだ。しかも、アーデルハイトにしがみついているし、どちらも明らかに疲弊しきっている。

			（え、えぇぇ～～～っ!?）

			　この密室で何があった。メイドは打ち震えた。

			「アッ、ありがとうございますですわ……手紙を早くこちらへ……」

			「ヒッ……わ、分かりました……」

			　右腕でしっかりとアーデルハイトの腰を捕まえつつ、左手を伸ばしてくるティターニアに、メイドが震えながら手紙を渡した。

			「失礼しましたっ！」

			　多大なる恐怖を与えられたメイドが全力で逃げ去っていく。

			　しかし、ティターニアはそれどころではない。血走った目で手紙の封を歯で引き裂き、中の便(びん)箋(せん)を開いた。

			「ソウジ様……ああっ、髪の毛は入ってませんわ！」

			「やめよ、ティターニア。入っているほうが妾は怖い」

			「で、でも、こうして返信がきたということは、そこまで嫌われていませんわ……」

			　安(あん)堵(ど)のため息をつきながらティターニアは、白い紙に綴られた文章を読んでいった。

			『さすがにこれを部下に読ませるわけにはいきませんので、彼には姫様から手紙がきたことは内緒にしてあります。これまでも彼が読む前に私が読んでいましたが、今回のはダメでした。申し訳ありません。ヘリオドールより』

			　本人からではなく、保護者からの返信だった。

			「あぁぁああああぁぁぁぁ!?」

			　まさかソウジに手紙が行く前に保護者の審査が入っているとは思わなかった。ティターニアは大きく取り乱した。

			「気を確かに持つのじゃ。ソウジに読まれなかっただけでもいいと思え」

			「どうして私とソウジ様の愛のド突き合いの中にヘリオドール様が入ってくるんですのー!?　私ちっとも理解できませんわー!!」

			「妾は姪の頭の作りが理解できんわ」

			　ティターニアを何とか引き剥がしながら、アーデルハイトが冷たく吐き捨てた。ド突き合いという表現は控えめに言ってもおかしい。

			「のう、ティターニア。よい方向に考えられぬか。ソウジにそちの思惑が知られなかっただけよいものと妾は思うが」

			「そうですわね……でも、私の想いの深さを知ってもらうにはちょうどいいとも思いますわ」

			「いくらあの少年でも抱えるには重いぞ」

			　それにしてもヘリオドールよ、毎回ソウジに手紙を渡す前に自分が読んでいるそうだが、新婚旅行はセーフと見なして渡してあげたのか。器が小さいようで、あのとち狂った内容の手紙を渡すところを考えると大きい。

			「か～、正妻の余裕というやつですわ……」

			　それに比べて、フレイヤの姫君ときたら。

			「そろそろ頭を冷やせ。ソウジが妻を娶(めと)ったという話は聞いておらぬ」

			「でも、前にヘリオドール様はソウジ様を自分の部屋に泊まらせたことがあるそうですわ。もうこれは、ブチ決めてると言っても過言ではないですわよ」

			　頬を膨らませて話すティターニアの姿は愛らしいが、発言の内容は正反対である。

			　しかし、ティターニアはわりと真剣に考えていた。どうにかして想い人にこの気持ちを伝えられないものかと。

			　両想いになって結婚までいくのが最終目標だが、まずは恋愛感情があると知ってもらうことから始めないと。ソウジに無邪気な子供のようにじゃれて甘えるのもいいが、ティターニアも幼い子供ではない。異性として、もっと意識して欲しかった。

			「図書室にそういうのに使える本があるか、調べてきますわ」

			「妾との勉強はどうした!?」

			「そんなもん後ですわ、後！　それにアーデルハイト様だって本当は早く自室に戻りたいって私知ってますわよ？」

			　悪戯(いたずら)っ子のような笑みを浮かべティターニアが指摘すると、アーデルハイトは目を丸くした。気付いていないと思ったのだろうか、この叔母は。

			　自分と違って上手くいっているのが少し悔しいが、今まで恋愛とは無縁だった彼女が幸せなのはいいことだ。

			　こっちも負けていられない。ティターニアは部屋を飛び出して、図書室を目指した。

			「馬鹿者め……」

			　部屋に残されたアーデルハイトの声が虚しく響く。しかし、言葉とは裏腹に表情はとても穏やかなものだった。

			　ここにいてもどうせ姪はしばらく帰ってこないだろう。だったら、ここからはフレイヤの大臣でもティターニアの叔母でもなく、一人の女としての時間を楽しませてもらうとしよう。

			　廊下に出たアーデルハイトが向かった先は自室。

			　中に入れば、机の上には一通の封筒が置かれていた。

			　本日、ウルドから届いたものだ。本当はティターニアの勉強を教えたのち、会議に出席してからゆっくり読むつもりだったのだが、予定が大きく崩れてしまった。まだ会議までは時間がある。だったら、今のうちに読んでしまうのがいい。どんな内容が書かれているのか。そんなことを気にしてばかりでは、会議に集中できやしない。

			「ふふ……」

			　フレイヤの大臣アーデルハイトが、こんなに欲しがりの女だったとは驚きだ。自身にそんな言葉を投げかけながら封を丁寧に開ける。

			　入っていた便箋からは淡い花の香りがする。

			　そして、そこに書かれていたのは、あの武骨な容姿からは想像がつかないほど繊細で綺麗な文字だった。

			『アーデルハイト様、元気にしてるだ？　ウルドでは雪が降り始めただ！』

			（ああ、元気にしておる。フレイヤに雪は降らぬ。ここは一年中暖かい地じゃ）

			『皆が風邪を引いて大変だ。ヘリオドールさんだけはピンピンしているから、オラも見習いたいだ』

			（そうじゃな。あの魔女は肉体的にも精神的にも強そうだからの）

			『アーデルハイト様はお仕事疲れていないだ？　あんまり無理はしちゃいけないだ』

			（妾は慣れておる。そちこそ、あまり無理をするでないぞ）

			　これが恋なのかどうか。今まで誰かを一人の男として見たことがなかったアーデルハイトは、まだよく分からずにいる。

			　だが、こうしてあのオーガからの手紙を読み、返信を書いている間、胸の中がぽかぽかと温かくなる。そして、それらを終えたあとは、ほろ苦い想いで心が詰まってしまう。

			　国のために生きていた人生だったが、まさかこんな感情に振り回されるとは思いもしなかった。悪くはない。

			（今度、フレイヤに遊びにこいと誘ってみるかの）

			　アーデルハイトは微(び)笑(しよう)を浮かべて、そんなことを考える。そこにいたのは一人の幸せな女性だった。

			　

			　その頃。フレイヤ城の中にある図書室では、恋愛小説を読みふけるティターニアの姿があった。

			「うーん……どれもあまり参考にはなりませんわ」

			　民の間で好評という物語をぱらぱらと流し読みしてはみたものの、あまり参考になりそうになかった。

			「ヒロインの少女はいじらしくて可愛らしいですけど、そんなに相手が好きならもっとがっついていかなきゃダメな気がしますわ。軽く薬を盛ってベッドに引きずり込まなきゃ……」

			　そこまで考えてティターニアは思考を停止させた。

			　一つの文章に目が留まったのだ。

			『そうだ。彼と仲のいい人にいろいろ話を聞いてみましょう！』

			　ティターニアの全身を、電流が流れたかのような衝撃が襲った。

			　本を持つティターニアの両手がぷるぷると小刻みに震える。

			「こ……これですわ!!」

			　こうして、後にアーデルハイトがマジ切れする事態となる暴走姫君の孤独な戦いが始まったのであった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アスガルドにも冬がやってきた。厚みのある灰色の空からは無数の雪が地上へと静かに零(こぼ)れ落ちていく。

			　白い息を吐きながら、ヘリオドールはその光景を静かに見上げる。

			　ノルンは冬になってもさほど雪の降らない地方だが、寒いものは寒い。寒さ対策で着ているローブも実はほんの少し生地が厚くなっていた。

			（総(そう)司(じ)君、風邪引かないかしら……）

			　この時期になっても、総(そう)司(じ)はいつもの学生服というスタイルでこちらへやってくる。寒くないのかとアイオライトが心配そうに尋ねたところ、「よく分かりません」なる答えが返ってきた。それを聞いたアイオライトは、食堂から温かい紅茶を用意して彼に飲ませていた。

			　今度マフラーでも編んでやろう。うん、それがいい。ヘリオドールは口元を緩めながら首を縦に振った。

			　色は紫がいいだろう。総(そう)司(じ)には少し暗めの色が似合うかもしれない。

			（それに、私のローブと同じ色だし！　お揃いよ、お揃い！）

			　自分と同じ色のマフラーをつける総(そう)司(じ)を想像し、ヘリオドールはさらに笑みを深くした。

			「うふふ……それで『ヘリオドールさん、似合いますか？』って聞いてくるのよ！　似合ってるに決まってんじゃない！　この私が、わざわざあんたのために編んであげたんだから！」

			　妄想を爆発させて独り言を叫ぶヘリオドール。冬の冷たい風でも彼女の火照った頭は冷やせそうになかった。そんな彼女の背後に忍び寄る、一つの影。

			「ヘリオドールさん？」

			「ギャア！」

			　妄想から連れ戻す声。慌てて振り向くと、そこには黒髪の少年の姿があった。

			　今の聞かれた!?　ヘリオドールの顔が真っ青になる。

			「そ、総(そう)司(じ)君」

			「はい、僕です」

			「今の」

			「はい」

			「聞いてた？」

			　ヘリオドールは願っていた。『何のことですか？』と無表情で首を傾げる総(そう)司(じ)を。

			　だが、現実は残酷なものだった。

			「聞いていました」

			「オーマイゴッド！」

			　ヘリオドールの心に、ブリザードが吹き荒れた。

			「ヘリオドールさん、誰かに何かプレゼントするんですね。頑張ってください」

			「ううっ……そうだけど……そうだけどぉ！」

			　肝心なところは気付いていないようだが、それはそれで悔しい。ぎりっと歯ぎしりするヘリオドールの心境を知ってか知らずか、総(そう)司(じ)は空を見上げて「冬ですね」と呑(のん)気(き)に呟(つぶや)いた。

			「そうね……冬ね！」

			「……ヘリオドールさん、何だか機嫌があまりよろしくないようですけど、何かありました？」

			「何でも！」

			　若干キレ気味に返答したヘリオドールに、総(そう)司(じ)が探りを入れた。無駄に働く勘のよさ。どうしてそれをマフラーの時には発揮してくれないのだろう。

			　嘆きつつ、ヘリオドールは鞄(かばん)から浅(あさ)葱(ぎ)色のマフラーを取り出して首に巻く総(そう)司(じ)を眺めていた。

			　ん？　マフラー？

			「ちょ、まっああああああああ!?」

			「ヘリオドールさん、落ち着いてください」

			　語彙力がゴリラと化したヘリオドールが、総(そう)司(じ)のマフラーを力強く掴む。

			「総(そう)司(じ)君、何これ！　本当にマジで何これ!?」

			「マフラーという防寒具です。こうして首に巻くと冬でもあったか安心」

			「そんなの知ってるわ！　何でマフラー巻いた人がたくさん歩いてる場所でマフラーの概要を教えられなきゃなんないのよ！」

			「だって何これって二度も聞くものですから……」

			「そうじゃなくて、これあんたが自分で用意したのよね!?」

			　あの寒さに耐性があるはずの総(そう)司(じ)がマフラーを着けてくるなんて！　母親あたりに言われて着けたのだと信じさせて欲しい。

			「寒そうで見ていられないからと言われて、もらいました」

			　現実は残酷パート２。ビシィッ！　とヘリオドールは石化した。

			「ヘリオドールさん、大丈夫ですか？」

			「誰に……誰にもらったの……？」

			「斎(さい)藤(とう)君です」

			　あっ、あの馬鹿王子か！

			　ヘリオドールの石化が溶け、青ざめていた顔にも赤みが戻る。ヘリオドールに春が訪れた。

			「な、何だ……てっきり可愛い女の子にもらったのかと思ったじゃない。でも、総(そう)司(じ)君にはそういう相手がいないもんね」

			「斎(さい)藤(とう)君も『どうして貴様のような奴にマフラーを譲らなければならないのだ』と憤(いきどお)ってました」

			「そりゃそうよ。男同士でマフラーのプレゼントって……ん!?　譲る？」

			「これ、斎(さい)藤(とう)君のおさがりです」

			「待って……ちょっと待って」

			　妙な展開になってきた。ヘリオドールの声が微かに震え出す。

			「な……んでクォーツ王子のマフラーをあんたが着ける流れになったの……？　ちょっと、私にも納得できるように教えて……」

			「僕には明るい色が似合うだろうって、くれました」

			「……それだけ？」

			「それだけです」

			　万が一の事態を覚悟したが、どうやら杞(き)憂(ゆう)で終わったようだ。

			「でも、こうして着けてみるとマフラー、暖かいですね」

			「まあね。わ、私も今度編んであげよっか？」

			　誤解と分かれば、攻めるしかない。ドキドキしながらヘリオドールはそんな提案をした。

			　総(そう)司(じ)は数秒間、目を丸くしてから自分のマフラーとヘリオドールを交互に見た。

			「まあ、僕もうマフラー持ってますから」

			「だってそれ、もう古いんでしょ!?　もし使えなくなった時に備えて私も用意してあげる」

			「はあ」

			　必死な形相のヘリオドールにそう言われ、総(そう)司(じ)がこれ以上何かを言い返すことはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「えっ!?　貴様、あの魔女にそんなこと言っちゃったの!?」

			　役所の裏庭にクォーツの悲痛な声が響き渡る。

			　雪はその後止むこともなく、数センチほど積もるまでになっていた。まっさらな雪で玉を作りつつ、クォーツは顔をしかめる。

			　その態度が気に食わないのか、総(そう)司(じ)は丸めた雪をクォーツの顔面に叩き込んだ。ボタボタと鼻から血が流れ出す。

			「なんか僕が悪いような言い方をしないでくれませんか」

			「いや、今の話は完全に貴様が悪いではないか。しかも、何気に俺まで大ヤケドではないか」

			「君にマフラーを譲ってもらったことを話したのがいけなかったんでしょうか」

			「そのあとで魔女からのマフラーを拒否ったのもヤバいと思う……」

			　もう完全にヘリオドールの中では、自分たちはそういう仲になりつつあるだろう。非常事態である。

			　しかも、親友がこの事態を把(は)握(あく)しきれていないのが最大の問題である。このまま野放しにしておいたら、さらなる爆弾を投下しそうだ。それは何としてでも避けなければならない。

			　王子という肩書きに執(しゆう)着(ちやく)などないが、親友と一線越えた王子として名を広められるのはごめんだ。腐女子によって薄い本を書かれてしまう。

			「藤(ふじ)原(わら)、例えばだ」

			「ほう」

			「もしも、秋(あき)さんが会社の上司にマフラーをもらったとしよう」

			「秋(あき)さん……？」

			「父親！　貴様の父親だからね!?」

			　誰だ、その人。そんな反応をする総(そう)司(じ)。クォーツが彼の父親に同情した瞬間だった。

			「気を取り直して……貴様の父親がだ。会社の上司にマフラーをもらったとしよう」

			「ほう」

			「そのことを知らず、貴様のお母さんは秋(あき)さんにマフラーを編んであげたいと思っている」

			「僕の母の名前は愛(あい)華(か)です。名前も知らないんですか？」

			　え？　その格差いったい何？　クォーツは真顔になった。

			「まあ、愛(あい)華(か)さんがマフラーを編んでプレゼントしたいと秋(あき)さんに言うとしよう」

			「母さん、編み物できませんよ。途中でギブアップして、毛糸引きちぎります」

			「ヒエッ。じゃなくて、もう貴様、口出しするな！　話が全然進まないではないか！」

			「いや、君って父さんと同じで母さんにだいぶ夢見ているなぁと……」

			「馬鹿にしてんだろ!?」

			　どこまでも冷めた物言いに、クォーツも思わず涙目になった。

			「はい！　それで秋(あき)さんは愛(あい)華(か)さんのそんな言葉に対して、『上司からもらったマフラーがあるからいらない』と言う！　どう思う、藤(ふじ)原(わら)!?」

			「父さんを引きちぎります」

			「ヒエッ……」

			　物騒な回答だった。

			　だが、クォーツが望む答えでもある。本当は「許さない」や「怒ります」等がくると思っていたのだが。父親に対する感情は口にしていないものの、制裁を加える気満々だ。心なしか、総(そう)司(じ)の目がいつもより暗い気がした。

			「そ、それと同じだ。あのヘリオドールという魔女も、貴様に同じようなことを思っていたのだぞ」

			「僕、ヘリオドールさんに引きちぎられるんですか？」

			「うーん、そこまでは……」

			　どちらかと言えば、引きちぎられるのは自分ではなかろうか。クォーツはそんな予感をひしひしと感じていた。

			「でも、ヘリオドールさんが僕を引きちぎる理由がよく分かりません。趣味ですか？」

			「何だ趣味って!?　貴様、この話に飽き始めているだろ！」

			「だって……僕とヘリオドールさんは、夫婦ではないはずです」

			　総(そう)司(じ)が新たな雪玉を作りながら、そう言った。

			「僕が父さんを引きちぎりたいと思ったのは、母さんよりどこの馬の骨とも知らぬ人間のマフラーを優先した夫としてあるまじき不貞を、許しがたいと判断したからで」

			「どこの馬の骨って正体分かっているだろ。会社の上司だ」

			「つまり、ヘリオドールさんが夫婦でも恋人でもない僕に怒る理由はないんじゃないですかね」

			「うわぁ……」

			　タチが悪い。一切照れもせずに言い切るあたりが、実にタチが悪い。

			　どう返答するべきか迷っているクォーツの頭に、総(そう)司(じ)が小さな雪だるまを乗せてきた。まさにその時だった。

			「おっ、こんなとこにいやがったか、クォーツ王子」

			「あっ、幼女だ」

			「幼女じゃなくてアイオライトさんですよ、斎(さい)藤(とう)君」

			「そうか。すまないな、アイオライト」

			　総(そう)司(じ)に指摘されて謝ったクォーツに慌てたのは、アイオライトのほうだった。聖剣であっても、地位の高さなど、比べるまでもない。目を白黒させて両手を顔の前で振る。

			「いや！　別に謝られる必要はないぜ!?」

			「そうか。なんか困らせてしまったな。……すまない」

			「斎(さい)藤(とう)君、今のアイオライトさんの話、聞いてました？」

			　馬鹿の一つ覚えに同じことを繰り返すクォーツに、総(そう)司(じ)の冷たい言葉が突き刺さる。

			　その辛(しん)辣(らつ)さにアイオライトは仰け反る。普段温厚であるはずの総(そう)司(じ)に、ここまで言わせるとは……。

			　しかも、クォーツも「馬鹿にしているのか、貴様」と言うだけで、それ以上は反論しようとすらしなかった。

			　これが男の友情というものか。

			「それで？　俺に何の用だ？」

			「何の用じゃなくて、アタシ一応アンタの護衛なんだけどさ……」

			　王子が護衛なしに堂々とうろつかれては困るのだ。クォーツはアスガルドにいる間、しょっちゅうウルドの役所に顔を見せにくる。そのため、アイオライトと、ここにはいないがジークフリートが彼の護衛に任命されて、城から出る場合は二人のどちらかが側につくようになっていた。

			　もっとも、それをクォーツはよしとしていないが。

			「俺の護衛なんぞしている暇があったら、本来の仕事をしろ」

			「だったら、大人しく城にいてくんないか!?　アンタを捜してジークが役所中走り回ってんだけど!?」

			「斎(さい)藤(とう)君、ハウス」

			　犬か。

			「すみませんね、アイオライトさん。僕も早く帰るように言ってはいるんですけど、暇だから付き合えとうるさくて……」

			「あ、い、いいんだ。お前は何も悪くないぜ」

			　クォーツとは打って変わって、申し訳なさそうに謝る総(そう)司(じ)に、アイオライトは顔を赤くして首を横に振った。

			「女たらし」

			　その様子を見ていたクォーツがぼそり、と一言。

			「たらしていません」

			　クォーツの頭に乗せていた雪だるまを握り潰しながら総(そう)司(じ)が一言。

			「お前ら仲いいの？　悪いの？」

			　友情をまったく感じられない空気感に、顔を引き攣(つ)らせながらアイオライトが一言。

			　そんな三者の下に慌ただしい足音が近付いてきた。

			「クォーツ王子！　こんなところにいたのですか!?」

			「ジークフリートさんだ。ほら、斎(さい)藤(とう)君。お迎えがきましたよ」

			「おぉっ、何だか金持ちの待遇みたいでかっこいいぞ！」

			「金持ちも何も、アンタ王子様だろうが！」

			　もう仲直りした二人に、アイオライトが勢いよくツッコミを入れた。

			　ジークフリートといえば、わちゃわちゃしている状況をしばし眺めたあと、総(そう)司(じ)に安(あん)堵(ど)の笑みを浮かべて口を開いた。

			「ソウジ、クォーツ王子の遊び相手をしていたのか。助かる」

			「はい」

			「どちらかと言うと、貴様に遊ばれていた気がするぞ、俺」

			　頭を雪まみれにしたクォーツが小さな声で言った。その言葉に、ジークフリートもすぐに何が起こったのか何となく察して、視線を逸らした。

			「さて、今すぐ城に戻りますよ、王子」

			「別にいいが、王の命令なら聞く気はないぞ」

			　面倒臭そうにクォーツが言う。ノルンの現国王クリスタロスとクォーツは、血の繋がった実の親子だ。だが、クォーツがクリスタロスを『父』と呼ぶのは誰も聞いたことがなかった。

			　ジークフリートはため息をつく。ジークフリートは幼い頃のクォーツを知っていたが、こんな父親嫌いではなかった。

			　それにクリスタロスのほうは、クォーツを邪険にしているようには思えない。ちゃんと息子として接している。

			　クォーツが変わったのは、彼の母親であるエイプリル王妃が亡くなった頃からだったろうか。その後すぐに、クォーツはウトガルドに渡ってしまったようだが……。

			「……クォーツ王子、お迎えにきたのは王の命によるものではありません。あなたに会いたいと客が来ているんですよ」

			「客？」

			「あ、そうだ。それを伝えたくてアタシもアンタを捜してたんだった」

			　アイオライトが苦笑いを浮かべた。

			「王子ってさ、フレイヤ国のハイエルフの姫さん知っているか？」

			「ティターニア姫だったか。なかなかの別(べつ)嬪(ぴん)と聞いたが」

			「そうそう。そのティターニア姫がアンタに会いたいって来てるんだよ」

			「ティターニア姫が!?　俺に!?」

			　ボンッとクォーツの顔が発熱したように赤くなった。ニヤニヤ笑うアイオライトと、動揺しているクォーツを見て、総(そう)司(じ)が不思議そうに首を傾げる。

			「斎(さい)藤(とう)君、何かいろいろ妄想しているみたいですけど、まだ何も始まってませんよ」

			「馬鹿者！　ハイエルフと会えるだけで天国ものだぞ！　どれだけ美人だと思っているのだ！」

			「知ってますよ。ティアさんは可愛らしい方です」

			「何で軽々しく愛称で呼んでいるのだ!?」

			「そりゃ、ソウジは姫さんとはダチだからなぁ……」

			「何!?　藤(ふじ)原(わら)のお手付きなのか!?」

			「アンタ最低だな!!」

			　相手が王子であることも忘れて、アイオライトはキレ気味でツッコんだ。

			　興奮で全身を真っ赤にしたクォーツに、総(そう)司(じ)が黙々と雪をかけていた。

			　

			　そして、十分後。クォーツはユグドラシル城の廊下を歩いていた。アスガルド……というより、魔法はやはり便利なもので、早く帰りたいと駄々を捏ねるクォーツに、ジークフリートが転移魔法を使ってくれたのだ。ウトガルドではそうもいかない。

			（う、うわぁ～～～～～～!!　すっごい緊張してきちゃったけど、俺大丈夫!?）

			　何せハイエルフだ。親友を慕(した)っているというエルフの少女もとてつもなく愛らしいが、ハイエルフに会うなんて、生まれて初めての経験だ。

			　緊張しすぎて手の平は汗でベチョベチョだ。足は小鹿のように頼りなく震えている。

			　もはや、ノルン国の王子ではなく、美少女との対面にテンパっている普通の少年である。女の子に耐性がなく、人見知りの気もあるクォーツの心臓は破裂寸前だ。

			「ハァ……ハァ……ハァ～～～～～……！」

			　何だ。いったい、自分に何の用で遥々ノルンまで来たというのか。クォーツは親指の爪を噛みながら全力で考えた。

			　このクォーツ・トリディレインの魅力がフレイヤにまで伝わったのだろうか。

			　そういえば、総(そう)司(じ)はあのあと、「僕とティアさんは文通をしているんですけど、時々君のこと書いているんです。もしかして、それで興味を持って会いたいと思ったのかもしれませんね」と言っていた。その可能性が非常に高い。もしそうなら、持つべきものは親友である。

			（実にいい仕事をしたぞ、藤(ふじ)原(わら)！　今度貴様に何か奢(おご)るぞ！）

			　男女の出会いとはひょんなことから始まるものだ。親友の文通によって始まる恋もある。

			　ハァハァという呼吸音がヒューヒューと心配になる音に変わり始めた時、ついにクォーツはティターニア姫が待っているとされる部屋の前に辿り着いた。

			　この向こうにティターニア姫がいる。手の平だけでなく、全身から汗が流れて脱水症状を引き起こしそうな気配すらある。

			　できるぞ、クォーツ・トリディレイン。だって向こうから会いたいって言ってきたのだ。もうこれはこの時点で役満である。

			「ファイトォッ!!」

			　謎の絶叫をしてからクォーツは扉を開いた。テンパりすぎてノックすることすら忘れてしまったようである。

			　そして、開かれた扉の奥にいたのは、

			「あら……？」

			　触ったらふわふわと柔らかそうな金髪とアクアマリンを思わせる薄水色の瞳(ひとみ)。頭からぴょこんと生えた二つの触角と、透明な蜻蛉(とんぼ)のような羽。

			　クォーツの中で何かが弾けた。

			「ああああああああああああ!!　めっちゃ可愛い!!」

			「あなたですわね!!　ソウジ様が言っていたポンコツ王子は!!」

			「もう馬鹿じゃないの、藤(ふじ)原(わら)――――――――!!」

			　ティターニア姫大はしゃぎ。クォーツ王子大号泣。

			　ロイヤルストレートフラッシュ。まだまだですね、斎(さい)藤(とう)君。

			　クォーツの脳内で総(そう)司(じ)がトランプのキングを手に持ち、そんなことを言った。

		

	
		
			王女、魔法王女となる

			　

			「クォーツ王子……大丈夫ですの？」

			「あ、ハイ。大丈夫だから気にしないでください……」

			　初対面でポンコツ王子呼ばわりされたのだ。これはもうどう頑張っても恋には持ち込めそうにない。そう確信してしまったクォーツのテンションは若干低い。人生そう上手くはいかない。出会った美女や美少女と次々とフラグを立てられるのは親友くらいだ。

			（藤(ふじ)原(わら)……女の子と仲良くなれる秘訣を綴った自伝を出してくれないかな……出版費用なら俺が出すから……）

			　総(そう)司(じ)が聞いたら親友をやめさせられそうな他力本願ぶりであった。

			　しかし、それは憂(うれ)いの表情を浮かべるクォーツをじっと観察しているティターニアも同じことだった。

			　総(そう)司(じ)の手紙によると、クォーツは相当なポンコツであることが窺(うかが)えた。と、同時に総(そう)司(じ)とは相当仲がいいことが読み取れた。

			（クォーツ王子……ソウジ様と仲良くなれる秘訣を綴った自伝を出してくれないかしら……金なら私がいくらでも出しますわ）

			　さすが歳が近いだけあって、考えることは同じだった。

			　ティターニアはそこまで考えて首を横に振った。そんなことを頼んだとアーデルハイトに知られたら、えらいことになるのは確実だ。

			（今日私がここに来たのは探りのためですわ！）

			　総(そう)司(じ)の一番の理解者（っぽい）、クォーツなら、総(そう)司(じ)がどういう人物が好きなのか正確に知っているはず。それを頭に詰め込むため、ティターニアはフレイヤからノルンまで走ってきた。比喩とかではなく、本当にひとっ走りでやってきた。

			　勉強タイムをサボってきたので、この時点でアーデルハイトの雷は避けられない。まあ、何かを得るには犠牲は付き物だ。ティターニアは楽観的に考えることにした。

			「クォーツ王子！　今日はあなたに聞きたいことがあって、ノルンに来ましたの！　いいかしら？」

			「あ、ああ……俺で答えられる内容であれば……」

			　クォーツは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せながら答えた。

			　もしや、ノルンの内情を探りにきたのではないかと疑ったのだ。そうなれば、クォーツもいつまでも落ち込んでいるわけにはいかなかった。

			　急にもじもじし始めたティターニアはすごい可愛いが、騙(だま)されてはいけない。これはハニートラップ、ハニートラップと心の中で自分に言い聞かせながら、クォーツは表情筋を動かさないように耐えていた。

			　頭の片隅に「もしかして、やっぱり俺のことを……？」とほんの少し期待もしつつ。

			「ク、クォーツ王子……」

			「は、はい」

			「あのですね」

			「い、急がなくても俺は嫌いにならないぞ！　むしろ初々しくてイケるというか」

			「ソウジ様の好きな女性のタイプを教えて欲しいのですわ！」

			「アッ！　やっぱりそっち!?」

			　期待もへったくれもなかった。ダメだ、このお姫様の矢印、完全に親友に向けられちゃってる。クォーツは涙目になった。

			　というか、何が悲しくて一日に三回も親友のモテっぷりを見せ付けられなければならないのか。

			　あからさまに残念そうな顔をするクォーツに、すべてを察したティターニアがハッとした。

			「ひょっとして期待させてしまいましたの!?　ごめんなさい！」

			「やめてよ。謝らないでよ。余計、惨めに思えてくるから」

			「だって、あなた王子様ですわよね!?　誰かいい婚約者が……あっ、そんな人いないってソウジ様言ってましたわね」

			「傷に塩塗ってる!?」

			　数パーセント程度だった望みが完全に断たれただけである。深く悲しまなくてもいいや。そう気持ちを切り替えるクォーツは、心の強い人間だった。

			「それで……藤(ふじ)原(わら)が好きな異性のタイプだったか？　それを聞いてどうするのだ」

			「少しでも……ソウジ様に振り向いて欲しいのですわ……」

			　両手の人差し指をつんつんと合わせながら、こちらを上目遣い気味で見てくる美少女の破壊力、すごい。これが総(そう)司(じ)を想っての行動でなければ、もっと可愛かっただろうに。

			　それにしても。

			「藤(ふじ)原(わら)の好きなタイプ……？」

			　総(そう)司(じ)とは誰よりも仲がいいと自負しているが、そう言った話題はほとんど聞いたことがなかった。小中高とともにすごしてきたが、特定の異性と深い仲になった話を聞いたことがなかった。毎年バレンタインになると、必ずチョコはもらっていたが。

			　クォーツもたくさんもらっていたが、不思議なもので本命は一つもなかった。驚きの義理率の高さだった。それに比べ、総(そう)司(じ)はクォーツに比べたら数は少ないものの、恐ろしいことにすべてガチ勢からだった。二月十四日は、総(そう)司(じ)が何度も校舎の裏庭に呼び出される日でもあった。

			　それでも、全員に「ごめんなさい」と言って断ったため、大きな発展は見せなかった。

			（そういえば、あいつの好みのタイプって全然知らないぞ!?）

			　ヘリオドールという魔女には懐いているようだが、先ほどの会話からするに恋愛感情とまではいっていないらしい。エルフの少女ともあくまでも同僚兼友達。アイオライトは親切な先輩としてしか見ていないようだし、妖(よう)艶(えん)なサキュバスの女性のセクハラにもノーリアクションだった。

			　この美少女ハイエルフ、ティターニアもただの文通相手としか思っていないのだろう。

			「あいつ……作りたてのアンドロイドか!?」

			「アンドロイド!?　アンドロイドって何ですの!?　つーか、誰ですの!?」

			「俺も何て言ってるか分からん！」

			　二人とも混乱しすぎて会話が成り立たない。

			　はっきり言ってしまえば、クォーツがティターニアに答えられそうな話は何もなかった。自分でさえ知らないのだがら。

			　いや、もう藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)という人間が普段何を考えながら呼吸をし、何を思いながら生きているかなんて、こっちが知りたいくらいだ。

			　それでも、そんな残酷なことをティターニアに告げることなんてできなかった。きっと彼女は多忙にもかかわらず、自分を頼ってここまで来たのだ。何も収穫なしに帰らせるなんてできない。

			（何かないかな……何かティターニア姫を喜ばせそうなの……）

			　私欲にまみれた理由で他国まで来ているティターニアにそこまで尽(じん)力(りよく)する必要は特にないのだが、クォーツは頑張って考えていた。

			「えーと……えーと……」

			「……クォーツ王子？　そろそろ諦(あきら)めてもいいのですよ？」

			　ティターニアだって、このクォーツの姿を見れば、彼も総(そう)司(じ)のことはよく知らないことぐらい分かる。なのに、一生懸命悩んでくれてるので、少し申し訳なくなってきた。

			「えーと……アッ！　ジョセフィーヌ!!」

			「ヌワッ!?」

			「そうだ！　ジョセフィーヌがいたではないか！」

			　めっちゃ明るい笑顔のクォーツに対し、ティターニアの顔色は一気に悪くなった。彼に聞いたのは、あくまで総(そう)司(じ)の好きなタイプだ。誰が好きだとかを聞いた覚えは一切ない。

			　だが、この王子、たった今特定の人物の名前を挙げなかったか？

			「少し見方を変えればすぐに思い付いたものを……どうして俺は気付かずにいたのか……」

			「ア、ア、アア……」

			「ど、どうした、ティターニア姫!?　顔がすごいことになってるぞ!!　それが姫のする顔か!?」

			　顔面蒼(そう)白(はく)のまま百面相を披露するティターニアに、クォーツが困(こん)惑(わく)する。納得のいく答えが出た満足感で自らの発言の危険度に気付いていない。

			「俺の親友は女心がまったく分からない天然たらし」と総(そう)司(じ)を見なしておきながら、いざとなると自身もまたポンコツになってしまう。親友同士のサガである。

			「ド、ドウイウコト、デスノ？　ジョセフィーヌ……ッテダレ、デスノ？」

			「え、えぇ……？」

			　語彙力が異常に低下したティターニアの問いに、恐怖でクォーツが目を潤ませる。自分はちゃんと総(そう)司(じ)が好きなタイプを口にしたはずなのに。なのに、どうして……。

			（でも、まだジョセフィーヌっという名前を出しただけでどういう『キャラクター』か言っていなかったか。これは焦らしているも同然か）

			『キャラクター』。これさえ言っておけば丸く収まるのだが、クォーツの思考回路にそれを実行に移すだけの能力はなかった。

			「ジョセフィーヌとは四十代のおばさ……ん？　そういえば先週、年齢詐称していることがばれて五十一歳って発覚したのか」

			「イヤァァァァ！　生々しいですわ！」

			「でも、可哀想(かわいそう)な人なのだ！　夫がギャンブル……金使いの荒い最低な男で、昼は清掃員、夜はスナックで寝る間も惜しんで必死に働いてて……！」

			「ちょっとぉ!?　王子泣いてません!?　あなた、超ジョセフィーヌに肩入れしてません!?」

			「するに決まっているだろう！」

			　鼻水を垂らして涙をぽろぽろと流すクォーツに、ティターニアの焦りは膨らむばかりだ。端麗な顔を歪(ゆが)め、涙ながらにジョセフィーヌの苦難を語る姿には凄みがあった。
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			「……クォーツ王子も好きでしたの？　そのジョセフィーヌさんを」

			「好きだった！　だが、藤(ふじ)原(わら)も好きだと言ったから、俺は手を引くしかなかったのだ……！」

			「そんな……」

			　目の前が真っ暗。ティターニアは愕(がく)然(ぜん)とした。

			　二人の少年が本気になって取り合うくらい魅力的な五十一歳の女性・ジョセフィーヌ。人生の酸いも甘いも知っているであろう彼女に対し、ティターニアはまだ二十年も生きていない。食べるものにも着るものにも困らず、贅沢な暮らしをして生きてきた。

			　そんなティターニアがジョセフィーヌに敵うはずがなかった。

			「だが、藤(ふじ)原(わら)はぶっちゃけ変身系の女の子が好きだからなぁ。ジョセフィーヌの前は違う魔法少女に首ったけだったから……」

			「ま、魔法少女……？」

			　謎の単語が出てきた。水を得た魚のように、嬉々とした様子でクォーツは語り始める。

			「魔法少女とは謎のマスコットキャラクターから力を得て、可愛い衣装を纏(まと)って悪と戦う少女のことだ。ジョセフィーヌは魔法熟女だがな」

			「わ、私も魔法少女になれば、ソウジ様に振り向いてもらえますの!?」

			「え!?」

			　おかしくない？　血走った目で詰め寄る姫の気迫に圧倒されながら、クォーツは疑問を覚えた。

			　魔法少女が後天性魔法少女とするなら、魔法の達人のハイエルフは先天性魔法少女だ。

			　何を今さら……。困り顔のクォーツをよそに、ティターニアは希望に満ちた笑みを浮かべている。

			　クォーツの今の言葉を信じるとするなら、総(そう)司(じ)は人柄や外見ではなく、その魔法少女とやらに固執しているだけのように思える。

			　つまり、ティターニアも魔法少女になれば、総(そう)司(じ)に今よりも意識してもらえるはずなのだ。

			「いいですわ……いいですわよ……」

			「待ってくれ、ティターニア姫。今の話は……」

			「ありがとうございますわ、クォーツ王子様！　私、ものすごく幸せな気持ちですわ！」

			「まだ何も始まっていないのに!?」

			　絶対やっちゃった。絶対変なこと言っちゃったよ、これ。

			　悪役美少女のような不気味な笑い声を漏らすティターニアは控えめに言ってもかなり怖い。

			　覆(ふく)水(すい)盆(ぼん)に返らず。総(そう)司(じ)からそんな諺(ことわざ)を聞いたことがある。意味はよく分からない。だが、なぜかこの状況下でその言葉がポンと頭の中に浮かんだ。

			「さあ、善は急げですわ！　クォーツ王子！」

			「はい！」

			　呼ばれたクォーツは背筋を伸ばして返事をした。

			「もう一度聞きますけど、魔法少女というのは可愛いマスコット的な存在から力をもらって可愛く変身をして、悪と戦う存在でよろしいのですね!?」

			「そうだが……え？　え!?」

			　ものすごい嫌な予感がする。しかも、総(そう)司(じ)に知られたら殺されるレベルの大事件が起こりそうな気がする。

			　止めねば。そう思ったクォーツが行動するより先に、ティターニアが動き出す。勢いよく客室から飛び出していってしまったのだ。

			「姫―――――――――――――!!」

			「またお会いしましょう、クォーツ王子―――――――!!」

			「また会ってくれるのは嬉しいが、あなたのせいで俺、藤(ふじ)原(わら)に殺されて会えなくなるよ、この展開!!」

			　追いかけようにも、ティターニアの疾(しつ)走(そう)ぶりに追いつけるはずもなく、クォーツは少し走ってから息切れして力尽きるのだった。

			　

			　

			　一方、ウルドの役所では事件が発生していた。正確には役所の入り口で、というべきか。

			「ふっふっふ。今日こそ逃がしはせんぞ、ソウジ！」

			　まるで悪魔のような笑みを見せ、目の前の獲物を睨み付ける老人は、この役所の所長である。別名・幼女熟女何でもオッケーオールラウンダーセクハラエロジジイ。

			　入り口の側にある木の枝には、やけに巨大なミノムシがぶら下がっていた。

			　違う。ミノムシではない。所長によって縄で全身をぐるぐる巻きにされて、枝からぶら下げられた総(そう)司(じ)である。

			「もうお主がどんなに謝ろうと許してやらんわい！」

			「ウワー、タースケテー」

			　所長の悪役ぶりもすごいが、総(そう)司(じ)の棒読み同然の演技力もだいぶアレだった。怖がる素振りを見せるつもりもない。

			　その謎の光景見たさに続々と集まる見物人、役所の職員もそうだが、街の住人も集まっていた。

			　いい加減にしろと呆れ顔で出てきたのはオボロだった。

			「ちょっとアンタら、何してんの!?　生き恥晒(さら)すのやめてくんない!?」

			　呆れどころか、少々キレ気味な様子である。

			　ただし、職員にキレられた程度でやめるなら、公衆の面前でこんなことはしない。所長は謝るどころか開き直った。

			「ふん！　ワシに口応えなんぞ、いい度胸じゃな！」

			「オボロさん、僕、宙に浮かんでますよ。すごくありませんか？」

			「黙れジジイ！　そんでもって君は浮かんでないから！　ぶら下がっているだけだから！」

			　どっちも楽しそうで何よりである。しかし、野次馬がどんどん集まってきているので、このまま野放しにしておくわけにはいかない。

			　まずは、どうしてこうなったかを知る必要がある。

			「所長……アンタはソウジに恨みでもあんの？」

			「ありありじゃ！　今日ワシの下にラブレターが届いたからワクワクして開けてみたら、『ソウジって子の好きなタイプ教えてね』って書いてあったんじゃぞ!?」

			「うっわ、キッツ」

			　地味にダメージが重い案件だった。

			　だからといって、八つ当たりで総(そう)司(じ)を吊るしていいわけでもないのだが。

			「ソウジもどうしてされるがままになってんの。いつもなら軽くスルーして終わってんじゃん」

			「すみません」

			「謝られても困るよ」

			「考え事をしていたらこんなことに」

			「何それ……」

			　今日はおかしな日だ。オボロは総(そう)司(じ)の言葉を聞いてため息をついた。

			　彼の上司にあたるヘリオドールも、親友同士だの一線越えただのぶつぶつ呟(つぶや)きながら帰ってしまった。

			　どちらも悩んでいると、周りが巻き添えを喰うので勘弁してもらいたい。現にこんなことになっているのだから。

			「うひょうひょ、覚悟せい、ソウジ！」

			「わー、お助けをー」

			　……どっちも楽しそうに見えるのは気のせいだろうか。

			「と、とりあえず早くやめたら？　アイオライトが城から戻ってきたら、所長アンタ絶対に殺されるよ……」

			「アイオライト様の出番はありませんわ!!」

			　その声は空から降ってきた。その場にいた全員が声のした方向を向くと、近くの民家の屋根の上に、一人の少女が立っていた。

			　二つの触覚に蜻蛉(とんぼ)羽。ハイエルフだった。しかも、役所の面々には馴染み深い人物だ。

			「ティアさんですね。城に来ているって聞いてましたけど」

			「ひょー！　ティターニア姫ちゃん、可愛いのぅ！」

			「何してんの、あのおてんば姫様」

			　三者それぞれの反応だった。

			　ティターニアはドヤ顔で、唖(あ)然(ぜん)としたり美少女の登場に興奮する野次馬たちを見下ろしていた。

			　どういうわけかは分からないが、総(そう)司(じ)がピンチに陥(おちい)っている。これは大チャンスだ。

			　ビシッと所長を指差す。

			「ソウジ様を我が物にしようとする悪党め！　この魔法少女、ティターニアが許しませんわ！」

			「ティアさん、魔法少女だったんですか」

			「魔法少女って何？　ソウジ、変なこと教えないでよ！」

			「待って。ワシ、別にソウジを我が物にする気、全然ないんじゃが」

			　大混乱。

			「今助けますわ、ソウジ様！」

			　そう言ってティターニアは屋根から飛び降りた。キャア、と見物人の中から悲鳴が上がったが、ティターニアは華麗に着地を決めていた。

			「行きますわよ！　変身ですわ！」

			「ティアさん、変身するんですか」

			「誰かあの馬鹿姫を国に送り返せ！」

			「ワシ、どうなっちゃうんじゃ!?」

			　総(そう)司(じ)だけが呑(のん)気(き)に傍(ぼう)観(かん)している。マイペースにもほどがある総(そう)司(じ)へ、ティターニアはウィンクを決めた。

			（ソウジ様……私の勇姿を見ていて欲しいのですわ！）

			　きっと、総(そう)司(じ)をときめかせる魔法少女になってみせる。その決意を胸にパチンと指を鳴らす。

			　それを合図に路地裏からドスドスと足音を立てて現れた人物――。

			「オラの出番だ、ティターニア姫様！」

			　頭に兎耳のカチューシャを着けたオーガの青年だった。というか、鑑定課のブロッドだった。「可愛いですね」と何の躊躇(ためら)いもなく言い切った総(そう)司(じ)の横で、所長とオボロが石化する。これはキツいものがあった。

			「行くだ、姫様！」

			　ブロッドが木の棒をくるくる回しながら踊り始めた。

			　何の儀式？　総(そう)司(じ)以外の誰もがそう思った。総(そう)司(じ)は「ブロッド君、フットワークいいですね」と呟(つぶや)いた。褒(ほ)めている場合ではない。

			「行きますわよー！」

			　ティターニアの体が白い光を帯びた。混乱の加速が止まらない。総(そう)司(じ)以外口を開けて固まっている。

			　そして、光が止んだあと、ティターニアはドレスではなく、黒いローブを纏(まと)っていた。正統派魔女のヘリオドールが着ているようなアレだ。

			　黙っていれば儚(はかな)げな印象漂うお姫様から、可(か)憐(れん)な魔法少女にジョブチェンジしたティターニア。男性陣から「おぉ……」と感嘆の声が漏れる。これはこれでアリだなと、頷く者もいた。

			「魔法少女ティターニア、参上ですわ！」

			「が、頑張るだ、姫様……」

			　直立不動のブロッドをバットのように持ったティターニアが決め台詞(せりふ)を言った。武器のせいで台無しであった。

			　ちょっとテンションが上がっていた男性陣の空気が凍り付いた。

			「ティアさんが狂った」

			　ついに総(そう)司(じ)からまともな発言が飛び出した。さすがにこの地獄絵図を放置してはならないと、彼の中の良心が動いたようだ。

			「私の野望の礎となるのですわ～～～～～～!!」

			「ティアさん、それ魔法少女の発言じゃありません」

			　魔法少女ティターニアが生体兵器片手に走り出す。ブロッドは覚悟を決めたのか、悟りを開いたような面持ちで、ただひたすら背筋を伸ばしていた。

			「ギャアアアアア！　オーガで殴り殺されるなんてごめんじゃ!!」

			　命の危機を感知した所長が役所に逃げ込んだ。

			「オラァ!!　悪い子はいませんの――!?」

			　ティターニアもその後を追って役所に入る。直後、中からはたくさんの悲鳴が聞こえてきた。

			「………………………」

			「………………………」

			　総(そう)司(じ)とオボロは言葉を交わすことなく、互いを見合った。

			「オボロさん、僕お腹すいたから、そろそろ降ろしてもらってもいいですか」

			「うん、いいよ」

			　オボロが魔法で生んだ風の刃で、総(そう)司(じ)を吊るしていた縄を切り取った。ぽとっと総(そう)司(じ)の体が地面に落ちたが、痛みを感じている様子はなく、ノーダメージだった。

			　役所からは所長の叫び声と魔法少女の雄(お)叫(たけ)びが聞こえてくる。

			「ソウジ、一つ聞いてもいい？」

			「何でしょうか」

			「ソウジの世界ではさ、不審者の対応ってどうしてる？」

			「僕の世界ではですか？」

			「参考にしたいから」

			　そう言われて、総(そう)司(じ)は数秒ほど思考を巡らせてから口を開いた。

			「警察に通報します」

			「ケイサツ？」

			「民の安全を守るかっこいい人たちです」

			「へえ……それって今呼べたりはしないの？」

			「ちょっと無理ですね」

			　縄をほどいてやりながら聞いてきたオボロに、総(そう)司(じ)はすぐに答えた。

			　オボロはその答えを聞いたあと、役所のほうを見た。

			「あれ、どうする？　僕たちで捕まえるの？」

			「僕たちで捕まえないと所長が殺されてしまいます」

			「帰りたいなぁ……」

			　そう言いつつ、オボロは総(そう)司(じ)を引き連れて地獄の館へと足を踏み入れていった。

			　

			「妾の馬鹿姪がとんだ迷惑をかけてしまった……本当に済まなかったの」

			　魔法少女の大捕物は一時間にも及ぶ長丁場だった。当時、役所にいたのが戦闘が苦手な職員ばかりだったことと、まともに戦えるはずのオボロが「もう好きにさせてやりなよ」と早々と諦(あきら)めたことが原因だった。

			　総(そう)司(じ)も「所長の部屋にアーデルハイトさんに連絡できる道具があるってリリスさんが言ってました」と言って、戦線離脱。

			　鬼の形相をしたアーデルハイトが転移魔法で駆け付けるまでの一時間、所長とティターニアの鬼ごっこは続いた。

			　ティターニアはアーデルハイトに捕(ほ)獲(かく)されると、先ほどの総(そう)司(じ)と同じように縄で全身を縛られてから、木に吊るされた。

			「うわぁ～～～～～～ん！　ごめんなさいですわ～～～～～～!!」

			「ごめんなさいで済むか、馬鹿者！」

			　アーデルハイト大爆発。ティターニアがカタカタと震えながら大粒の涙を流そうとも、叔母の心は揺れなかった。

			「アーデルハイトさん、ティアさんは悪くありません」

			「ソウジ？」

			「ソウジ様？」

			　総(そう)司(じ)の言葉に、二人のハイエルフが目を丸くする。

			「ティターニアさん、僕を喜ばせようと思って魔法少女になってくれたんですよね」

			「ソ、ソウジ様……」

			「ありがとうございます。ティアさんは僕の優しいお友達です」

			「う、うぅ～～～～～～……」

			　優しいやら残酷やら。感情がごちゃ混ぜになって、ティターニアはさらに涙の量を増やした。

			　その姿にアーデルハイトも毒気を抜かれて肩を竦(すく)める。

			「仕方ないのぅ……」

			「アーデルハイト様ぁ……」

			「まだ許したわけではないぞ。所長の許可を得てからじゃ……うっ」

			　アーデルハイトが今回の最大の被害者である所長へ視線を向けると、無事逃げ切ることができた彼は満面の笑みを浮かべていた。アーデルハイトは後ずさりをした。

			「うふふ……ティターニアちゃんとおいかけっこできて、ワシ嬉しい」

			「あのくらいの歳になると、すべてを受け入れてしまうんですねぇ」

			　総(そう)司(じ)が貶しているのか褒(ほ)めているのか分からないことを言った。

			　何はともあれ、被害者も楽しそうだったので、ティターニアの釈放が決定した。縄をほどかれて自由の身になったティターニアは、勢いよく総(そう)司(じ)に抱き着いた。

			「こ、怖かったですわぁ……あんなに怖いアーデルハイト様は初めて見ましたわぁ……」

			「当然じゃ」

			「きっとブロッド様を巻き込んだから、余計ですわ……」

			「黙っておれ、馬鹿姪」

			　アーデルハイトは軽く咳払いをしてから言った。どうやら図星のようである。

			「あ、そうですわ、ソウジ様。一つ聞きたいことがありますの」

			「はい？」

			「ジョセフィーヌさんって……どんな方なんですの？」

			　これだけはどうしても知っておきたい。ティターニアが幾分、緊張しながら問いかける。

			　ガシッ。総(そう)司(じ)はティターニアの両肩を掴み、目を合わせた。

			　え？　え？

			　突如発生した美味(おい)しい展開に、ティターニアが目を白黒させている時だった。

			「ジョセフィーヌは僕の嫁です。あんな旦那さんに彼女は任せておけません」

			　並々ならぬ熱意溢れる主張であった。

			　

			　さて。このあと、ノルンは記録的な豪雪に見舞われることとなる。自我を喪失したティターニアが魔力を暴走させ、どか雪を降らせたためであった。

			　ティターニアはアーデルハイトに殴られて気絶した状態でフレイヤに戻り、彼女にジョセフィーヌの存在を教えたクォーツは「言葉が足りない」と総(そう)司(じ)からアッパーカットを喰らうのだった。

		

	
		
			魔法少女・冬の陣（後編）

			　

			　吐いた息が白く染まるほど寒い日だった。

			　ウルド中心部の街に佇む一人の女性。

			　炎を思わせる紅い髪、艶(つや)やかな光を宿した柘榴(ざくろ)色の瞳(ひとみ)。この季節にもかかわらず、纏(まと)うのは漆(しつ)黒(こく)のドレスのみだったが、寒さを感じている様子はまったくなかった。

			　その美しさはすれ違う者たちの視線を奪っていくが、当の本人は特に気に留めていなかった。

			（雪はあまり好きではなかったが、こんなに綺麗に感じられるものだとは……）

			　手の平に乗せれば一瞬で透明な水に変わってしまう純白のそれ。何度も淡雪が溶けていくのを眺めていると、自分を呼ぶ声がした。

			「レイラ様、これを……」

			　振り向くと、忠実なる部下が黒いマフラー片手に立っていた。彼女もいつもと変わらないメイド服を着ている。顔色はひどく青ざめており、レイラを心配させた。

			「私は寒くないぞ、ヘル。私よりお前が着けていろ」

			「私は寒さには慣れています。むしろ、居心地がいいくらいです」

			　そう語るヘルは、やや自(じ)嘲(ちよう)気味に笑った。

			　レイラとヘル。彼女たちは人間やエルフとは異なる種族・魔族だったが、同族の間でその名を知らない者はいなかった。

			　ヘルは罪を犯した魂が死後に向かう冥府『ニヴルヘイム』の女王であった。闇よりも深く、凍えるような寒さばかりの静(せい)寂(じやく)の世界。そこで死者の魂を処している。

			　レイラは魔族の王――言うなれば、『魔王』と呼ばれる存在だ。とは言っても、二十年前にアスガルドを破滅に追い込もうとしたかつての魔王ではない。

			　当時の魔王は異世界から召喚された勇者によって殺された。レイラは恐怖と圧倒的な暴力で支配をするのではなく、正しいやり方で魔族をまとめようとしていた。

			　普段、魔族の大陸であるラグナロクを拠点としている彼女たちが、様々な種族が集う人間の国にいるのには理由があった。

			「そちらはどうでした？」

			「私のほうは異常なかった。お前のほうはどうだ？」

			「こちらも特におかしな気配は感じられませんでした」

			「そうか……」

			　ヘルからもらったマフラーを首に巻きながら、レイラは周囲を見回した。

			　街の人々は皆、先日降ったばかりの大雪の対応に追われているようだった。数日が経ち、さすがに少しは溶けたものの、それでも地面にはまだまだ大量の雪が残っている。屋根に積もった雪を地面に落としている大人もいれば、数人で集まって雪玉を投げあって遊んでいる子供もいた。

			「……だが、昔からこの街に住んでいる者によると、これほどまでに雪が降ることなど初めてだそうだ」

			「ええ、私も同じような話を聞きました」

			　特別雪が多い地域でもないのに、短時間のうちに降り注いだ雪。一部の情報だと、その際とてつもない魔力が感知されたとも聞く。

			　このノルンには暗黒竜ニーズヘッグが囚(とら)われていたが、それが突然アスガルドの中でも最大の国家とされるオーディンに引き渡された。かねてより魔族の密偵を数人送り込んでいたが、そんな話は引き渡し寸前まで持ち上がることなどなかった。

			　それと今回の件が結びつくかはまだ不明だが、豪雪は明らかに人為的なものだった。

			　その真相を突き止めるため、レイラとヘルはウルドを訪れていた。

			「ふむ……単なる偶然だったか？」

			「もう少し調べてみましょう。……あなたもまだこの街にいたいのではありませんか？」

			「なっ」

			　ニヤニヤと笑うヘルに、レイラがびくりと肩を跳ね上げた。

			「どうして分かった！」

			「ノルンを調べに行く話になった時、レイラ様自らが行きたいと言い出したじゃないですか。しかも、見に行くのが特に雪の被害が大きかったウルドと聞いて、俄然やる気を出してまぁ……」

			「私は別にソウジに会いたいと思って言い出したわけではないぞ！　ほ、ほんの少しは期待したが……」

			「ほんの少し、ですか」

			　揶揄するような口調だった。レイラは観念して、視線を逸らしてから「すまない」と漏らした。

			「私欲に走ってしまった……私は浅ましいな」

			「そこまで自分を無下にしなくてもいいです。レイラ様がきちんと雪の謎について考えていたことも分かっていますので」

			「ヘ、ヘル……！」

			　目を輝かせる主に、ヘルはぐっと息を詰めた。

			　この魔王は人がよすぎる。部下を常に信頼しているのは美点であり、大きな弱点でもある。

			　いつか、これが仇(あだ)とならなければいいのだが。先代の魔王を討った勇者もこのような天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)な部分があったと聞く。完全にその影響だろう。

			　レイラの強大な魔力に敵う者など早々いるまい。しかし、この心優しく他人を信用しやすい魔王を野放しにするのは少々心配である。

			　そんな思いから、ヘルは彼女に同行することにしたのだ。

			「さて、一時間後、またこの場所で」

			「分かった。気を付けろよ、ヘル」

			「ええ」

			　ヘルが人混みの中に消えていく。その後ろ姿を見詰めながらレイラは微(び)笑(しよう)する。ヘルが人間の国に足を踏み入れることはほとんどない。人間嫌いではないのだが、自分は「ここにいるべきではない」と考えているようだ。

			　そんなことはないのだが、とレイラは少し残念に思っていた。

			「よし。……どこから行こうか」

			　今、レイラが会いたくて仕方ない少年は、役所に行けば、もしかしたら会えるかもしれない。異世界の人間だ。もうこちらには来なくなっているかもしれないが、ちょっとぐらいは期待しても……と、建物がある方向へと視線を向ける。

			　だが、すぐに我に返って首を横に振る。違う違う。確かに彼の顔が見たいのは事実だが、それは調査が終わってからである。

			　レイラも一人の女性だ。この街で出会った優しくて強い少年に惹かれることもある。あるのだが、魔王という役職を捨てるわけにもいかない。

			　役所に行ってみるのは、当初の目的を果たしてから。そう自分に言い聞かせ、レイラも動き出す。

			　そして、調べていくうちに、断片的にではあるものの、雪の謎について分かってきたことがあった。

			　野菜売りの老人の話によると。

			「うーん、おれは魔法少女？　とやらが引き起こした災害だとか聞いたなぁ……」

			　魚売りの老婆の話によると。

			「ああ、知ってるよ。だけど、わざとじゃなくて、力を暴走させてしまったとかって噂だよ」

			　肉屋の青年の話によると。

			「へい、らっしゃい！　今日は俺も何の肉か分からねぇ肉が特売だよ！」

			「すまない、いらない」

			　話を纏(まと)めると、大雪を降らせたのは、魔法少女と呼ばれる謎の存在。本人の意思とは関係なく、誤って力を暴走させてしまったせいで、雪が降ったとか。

			　暴走。考えてみると、この雪がノルンに壊滅的な被害を与えるために降らされたのだとしたら、もっと大量に降っていただろう。

			　人為的なものであったとしても、故意ではなさそうだ。レイラがそう結論付けた時だった。

			「よう、姉ちゃん。こんな寒い日にずいぶんセクシーなカッコしてんなぁ」

			「む……？」

			　レイラの目の前に数人の男が現れた。皆、レイラの体を舐め回すように眺めている。

			「……私のことか？」

			「そうそう、姉ちゃんのこと！　なあ、寒くないの？」

			「？　大丈夫だが」

			　ヘルが統括するニヴルヘイムのほうが何十倍も寒い。そう思いながら何でもないようにレイラが答えると、男の一人が背後に回り込んできた。

			「な……何をする！」

			　その男に尻を撫でられ、羞(しゆう)恥(ち)と怒りで叫ぶ。

			「あ～、やっぱり強がってんじゃん。お尻すごい冷たいよ？」

			「女の子がそんなとこ冷やしてちゃダメだって。俺らがあっためてあげるよ？」

			「ふざけるな！」

			　いくらお人好しのレイラであっても、これは女性に対する侮(ぶ)辱(じよく)であるとすぐに分かった。

			　レイラの力ならば、彼らなど一瞬でねじ伏せられる。しかし、この場で魔力を使い、万が一魔王であることが知られてしまえば、それは厄(やつ)介(かい)だ。人間の国ではまだまだ魔王は脅(きよう)威(い)の存在という認識が拭いきれていない。

			　抵抗する術をなくしたレイラは、ただの無防備な女でしかない。悔しげに自分たちを睨み付ける美女に、男たちの嗜(し)虐(ぎやく)心は膨れ上がっていった。

			「いいねいいね、その顔。でも、そんぐらい美人なら媚びてる顔のほうが俺は好きか……なっ!?」

			　レイラの顎(あご)を持ち上げていた男の後頭部に、雪玉が命中した。そして、そのまま男が白目を剥いて崩れ落ちた。仲間たちが駆け寄る。

			「お、おい！　どうしたんだよ！」

			「何で雪玉に当たったぐらいで……ヒェッ」

			　男に命中して真っ二つに割れた雪玉の中から、悪臭を放つどす黒い液体が溢れ出てきた。

			「何これ、コワッ！」

			「しかもめっちゃ臭ぇ！　誰だよ、雪玉にヘドロ仕込んだの!?」

			「私ですわ！」

			　声の主は金髪のハイエルフの少女だった。寒くないよう、もこもこの水色のコートを着た彼女の手には、山盛りの雪玉。

			　男たちには少女が赤い翼を生やした悪魔のように見えた。

			「オラァ、死にたい奴は名乗り出るのですわ！　雪も毒もまだまだありますわよ！　一発残らず股間にぶち込んでやるから、覚悟しやがれってんですわ!!」

			「毒!?　毒ってこのヘドロのこと!?」

			「上品なフリして、めっちゃ口悪っ!!」

			「逃げんぞ！　あのヘドロ食らったら二度と使い物にならなくなる！」

			　とりあえずツッコむところはツッコんでから逃げ出そうとする男たち。その進行方向には、一人の少年が立っていた。

			　なぜか、頭の上に紫色の毛玉を乗せていた。

			　少年を見た男たちの顔が恐怖で歪(ゆが)められていく。

			「ギャーッ!?」

			「あ。あなたたちは……」

			「ごめんなさい！　ごめんなさい!!　もう悪さはしませ～～～～～ん!!」

			　頭を深く下げた体勢で走り去る男たちを少年、いや、総(そう)司(じ)はぼんやり見詰めていた。

			　が、気絶したまま置いていかれた仲間の一人に気付き、彼を持ち上げるとすでに遠くに行ってしまった集団へとぶん投げた。

			「忘れ物です」

			　なかなか豪快な動きを見せた総(そう)司(じ)だったが、頭の上の毛糸は接着剤でも使われているのか、びくともしなかった。

			「ソウジ様！　暴漢に絡まれていた私を守ってくださるなんて……素敵ですわ！」

			「ティアさん、どっちかと言うと、自分から絡みに言ってましたよね？」

			　体をくねらすティターニアに、総(そう)司(じ)が疑問を投げかけた。

			「ところでティアさん。ヘリオドールさんが作ったシュークリームを探していたんですけど、何か知りませんか？　手の空いてる人たちで大捜索中なんです」

			「それなら、私がもらいましたわ～」

			「食べたんですか？　製作者のヘリオドールさんですら、『今回のは原材料が可哀相だったわ』と言った最高傑作ですよ？」

			「いえ、この雪玉に仕込んで、暴漢に投げただけですわよ。威力半端ないですわ」

			「なら、よかった」

			　いったい、何がよかったのか。

			「そういえば、こちらの女性は大丈夫でしたか？　ティアさんより、こちらの方があの人たちに絡まれていたように見えましたけど……」

			　総(そう)司(じ)が黙ったままのレイラの顔を覗き込む。彼女は柘榴(ざくろ)色の瞳(ひとみ)を潤ませて、総(そう)司(じ)を凝視していた。

			「あ」

			「あ？」

			「会いたかったぞ、ソウジ～～～～～～!!」

			「ああああああああああ!?」

			　突然、総(そう)司(じ)の胸に飛び込んだ美女を前に、ティターニアが両手に持っていた雪玉を握り潰す。純白の雪からヘドロ（正式名称・シュークリーム）が解き放たれたが、ティターニアの心情もこんな感じだった。

			　が、レイラは目を見開くと、慌てて総(そう)司(じ)から離れた。

			「急に済まなかった！　……お、お前は私のことを覚えているか？」

			　レイラと総(そう)司(じ)が出会ったのは確かにこの街だったが、もうずいぶんと前のことになる。レイラが総(そう)司(じ)を忘れたことなど一日もない。それでも、総(そう)司(じ)はすでにレイラを忘却の彼方に追いやっているかもしれない。

			　恐る恐る尋ねたレイラに、ティターニアも思わず眉を下げて総(そう)司(じ)を見る。明らかに恋のライバルであることは分かったが、しおらしい雰囲気にこちらまで切なくなったのだ。

			　総(そう)司(じ)は不安そうなレイラにすぐに口を開いた。

			「お久しぶりです、レイラさん。前よりも元気そうでよかったです」

			「……ソウジ!!」

			「ああああああああああああああああっ!?」

			　感極まって再び総(そう)司(じ)に抱き着いたレイラ。それに対して、ティターニアが断末魔のような叫び声を上げた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はあ？　魔法少女？」

			「そうだよ。この雪はジョセフィーヌという女性との恋の戦いに敗けた魔法少女が降らせた悲しき雪なのさ……」

			「……ありがとうございます」

			　街に長く住んでいる吟遊詩人からの情報は、ヘルに頭痛を引き起こさせる内容だった。

			　これは憶測にすぎないが、もしや自分たちはとんでもなくしょうもない件に首を突っ込んでいるのでは。そんな気がしてならなかった。

			　とんだ無駄足になりそうだ。これでレイラがもう一つの目的を果たせなかったら、来た意味がまったくなくなってしまう。

			（しかし、この街には本当にいろんな奴らがいることで）

			　ヘルは街行く人々を、目を細めて観察した。

			　まずは身なりのしっかりした男性。

			（……奴は強姦魔。しかも、被害者の女から金まで奪っている）

			　次は露出度の高い服装の、猫耳の少女。

			（……彼女は連続殺人鬼。しかも、最初に殺したのは自分の親。理由は金が欲しかったから）

			　続いては、ボロ布のような汚れたローブ一枚で歩く浮浪者。

			（……元・孤児院の院長。経営難に苦しみ、院に火を点けて子供たちもろともすべて焼き尽くした）

			　どいつもこいつもろくでもない。ヘルは微かに眉をひそめる。

			　ヘルには魂の穢(けが)れを見る力がある。ニヴルヘイムの女王として、死者が生前犯した罪を暴き、刑に処すのだ。

			　その力は生者に対しても有効である。

			　魂は罪を犯していなければ、空から舞い降りる雪のように白く美しい。

			　罪を犯せば犯すほど、その白は灰色に変わっていき、ついには黒一色となる。

			　ニヴルヘイムにいる時は当然黒く染まった魂ばかりを見ることとなるが、こうして街を歩いている時は白かったり、灰色になりかけていたり、どす黒くなっていたりと様々である。

			　見た目は清(せい)廉(れん)潔(けつ)白(ぱく)そうな人間に限って、魂を見ればニヴルヘイム行き確定だったり。その逆もあったり。

			（今は好きに生きてごらんなさいな。死んだあとにご招待してあげますから。……嫌だと言っても）

			　子供のはしゃぎ声が聞こえてきたと思ったら、鼻の頭を真っ赤にさせて雪合戦をしていた。大人たちには困り物の雪も、子供たちにとっては素敵な遊び道具だ。

			　さて、今は白い魂を持つ彼らだが、いつまでもそのままでいられるだろうか。ヘルがそんなことを考えていると、「あっ！」と焦った声が聞こえてきた。

			「どこ投げてんだよー！」

			　子供の一人が投げた雪がヘルに向かって飛んできた。魔族としても優秀なヘルだ。軽く避けようとした時だった。目の前ににゅっと手が伸びてきて、ヘルの顔面に命中しようとしていた雪玉を受け止めた。

			「！」

			　ヘルがその手の主を見やる。

			「ギリギリだったな。危ないところだった」

			　黒髪の少年だった。その顔をヘルは知っていた。本来はこんな不特定多数の人間がうろつく街にいるべき人間ではない。

			　驚くヘルとは対照的に、子供たちは少年へ屈(くつ)託(たく)のない笑みを見せる。

			「クォーツ様、ありがとー！」

			「貴様たちも遊ぶのはいいが、人の迷惑にならないようにしろ。悪さをすると、藤(ふじ)原(わら)が夜に包丁を持って貴様たちの家に忍び込むぞ！」

			「え！　フジワラ様が来るの!?　殺されちゃう！」

			「分かった！　気を付けるね、クォーツ王子！」

			　あまり人(ひと)気(け)がない場所で遊ぶことにしたらしい。移動していく子供たちを見送った後、クォーツは隣に立つヘルに言葉を投げかけた。

			「それで、貴様のような力の強い魔族がここにいるのは何か用件でもあるのか？」

			「……鋭いですね。魔力を感知しにくくしているはずなのに」

			　ヘルが感心したようにいうと、クォーツはドヤ顔になった。

			「俺はやればできる男だからな」

			「……はあー」

			「ちょ、何その反応！」

			　すぐに呆れた表情に変わったヘルの冷めた様子に、クォーツはあからさまにショックを受けた。だが、ヘルの塩対応が変わることはない。

			「……私がただの魔族でないことが分かったのなら、少しは警戒すべきではないでしょうか、クォーツ王子」

			「何だ、気付いていたのか」

			「馬鹿にしてますか？　先ほど、あの子供たちに様付けで呼ばれていたでしょうが」

			　ノルンの領内でクォーツ『様』と呼ばれる人間が、何者であるか分からないのであれば、よほどの馬鹿でしかない。

			　だが、しかし。この目の前にいる少年はそれに匹敵する馬鹿であるとヘルは認識していた。

			「私があなたの命を奪いにきたとは考えないのですか？」

			「貴様が俺を？」

			「ええ。その気になれば、私はこの街を破壊し、住人を皆殺しにできます。それでも、私を警戒しませんか？」

			「そうだな……」

			　ヘルの問いかけに即答せず、クォーツは腕を組んで悩んだ。ヘルの目の前で。

			　だから危機感を持て、と再度イラつき始めるヘル。クォーツが答えを出したのは、一際冷たい風が吹いた時だった。

			「貴様は警戒しなくてもいいだろう」

			「私が女だからと舐めているのですか？」

			「そんなことはない。ただ、貴様の目は俺の親友に似ていてな」

			「親友？」

			「そうだ。俺の親友も俺をゴミのように見下してくる。貴様もそうだ」

			　王子をゴミ扱い。どんな親友だ、とヘルは内心でツッコミを入れた。

			　クォーツは穏やかな表情で話を続けた。

			「だが、それは俺を案じてくれる目だ。貴様もそんな優しい目をしている。貴様はこの街を壊すことも民を殺すこともしないと俺は思っているのだが」

			「そう、ですか」

			　ヘルはそれだけを言って、気まずさを感じて視線を別の場所へ向けた。

			　純粋な目でそんなことを言うものだから。正体不明の魔族へ向けるには相応しくない静かな声でいうものだから、どう返していいか思い付かなかったのだ。

			　そのことに気付かないのか、クォーツは勝手に一人、喋(しやべ)り出す。

			「親友は藤(ふじ)原(わら)という男でな。俺が学校の宿題をせずに眠ろうとすると、ベランダから部屋に侵入して、包丁片手に『宿題をしてください』と脅(おど)してくる、恐ろしい一面があって……」

			「あなたがポンコツなのは分かりました。私はそろそろ行かなければならないので」

			　レイラを待たせてしまうのは、部下としてあってはならないことだ。クォーツもどうやら自分のことを報告するつもりはなさそうだ。

			　……彼の魂は白い。レイラと似て、高い地位に就いているくせに他人に甘い心を持っている。

			「そうか……それでは、気を付けて歩くのだぞ。この雪道では足を滑らせやすいだろう」

			「忠告、ありがたく受け取っておきます。それと……」

			「？」

			「いつか、また会えるといいですね」

			「……ああ！　貴様のような美しい女との再会は大歓迎だ」

			　魂は白いのだが、とんでもない馬鹿であることに変わりはないようだ。

			「ああ、それと一つだけお聞きしてもよろしいでしょうか？」

			「構わん。俺の初恋の話でも」

			「そうじゃねーよ」

			　ついにヘル、暴言を吐く。身を縮めるクォーツ。

			「え、えっと、すみません……」

			「分かればいいんです。では、質問させていただきます」

			「はい」

			「あなたの母親、エイプリル王妃は亡くなったあと、どうなりました？」

			　一瞬だけ。クォーツの瞳(ひとみ)が一瞬だけ大きく見開かれた。

			　そして。

			「俺には分からん」

			　それだけを告げ、クォーツは立ち去った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　カップに注がれたホットハーブティーをこくり、と一口飲むと香りが広がり、幾分か冷えた体が暖かくなった。従者が淹(い)れてくれる普段のハーブティーとは違った香りと味なのがまたいい。

			　ご機嫌な様子でハーブティーを飲むレイラに、向かい側の席に座っていたティターニアは「ふぁー」と声を漏らした。

			「様になりますわねぇ……」

			「む？　そうか……？」

			「私、ハーブティーが飲めませんの。紅茶は砂糖とミルクいっぱいじゃないときついですわ」

			　そう言って、ティターニアは宣言通り、砂糖とミルクたっぷりの紅茶を美味(おい)しそうに飲み始めた。愛らしい見た目で甘いもの好き。似合っているな、というのがレイラの感想だった。

			　フレイヤの妖精姫。ずいぶんとじゃじゃ馬だとは聞いていたが、こうして話してみると、どこにでもいる普通の元気のいい少女だ。

			　ティターニアの隣では、総(そう)司(じ)がブクブクと泡立つ青色の飲み物を飲んでいた。総(そう)司(じ)の頭に乗っていた毛玉は現在、彼の膝の上に置かれている。

			「ソウジ、私もそれを飲んでみたいのだが」

			　好奇心半分、下心半分のお願いだったが、総(そう)司(じ)は首を横に振った。

			「これ、僕にしか飲めないみたいなんですよ。昨日もこれを頼んで飲んでたら、さっきレイラさんに話しかけていた男の人たちが頼んだはいいんですけど、体が痙(けい)攣(れん)し出して泡を吹いてました」

			「あいつら、毎日懲りずにナンパしてますわね。昨日はヘリオドール様狙いで、かっこつけたくてソウジ様と同じ物を飲んで意識不明になってましたわ」

			「ヘ、ヘリオドール!?」

			　それは総(そう)司(じ)と初めて出会った時、側にいた魔女の名前だ。ガタッと席から立ち上がったレイラに、総(そう)司(じ)とティターニアが動作を止めた。

			「レイラさんってヘリオドールさんと面識ありましたよね。会いたかったですか？」

			「い、いや、まあ……」

			　会いたかったのは総(そう)司(じ)だけだ。正直に言ってしまうと、器が小さいように思えたので、「私とあの魔女はライバルだ」とだけ言って座った。間違ってはいないだろう。

			「それじゃ、私もきっとレイラ様とはライバルですわ」

			「むっ……」

			　ハイエルフでありながら、まるで小悪魔のような笑顔だ。やはり、彼女も総(そう)司(じ)狙いかとレイラは気付いた。

			「ところで、レイラさんはどうしてウルドに？」

			「そうだな。……ノルンにこれだけ雪が降るのは珍しい。雪に染まった街を見てみたいと思ったのだ」

			　真実と嘘を微妙に練り込ませて、レイラは言った。すると、ティターニアはなぜか、アクアマリンの瞳(ひとみ)を輝かせた。

			「喜んでくださいました!?」

			「ん？　ああ……」

			「ふふん！　実はあの雪を降らせたのは、私なのですわ！」

			「お前が!?」

			　このハイエルフの少女なら、これほどの雪を降らせることなど造作もないことだろう。

			　ただ、気になることと言えば。

			「まさか……お前が魔法少女なのか？」

			　噂では魔法少女が失恋で降らせた雪と言われている。おそらく、ティターニアはヘリオドールと同じように総(そう)司(じ)に好意を抱いている。噂が真実なら、ともにいるだけで切ないのでは……。

			　困(こん)惑(わく)するレイラを察したのか、総(そう)司(じ)が「あれは完全な事故ですね」と言った。

			「事故……？」

			「私も頭が真っ白になって、ついやっちまいましたわ。そのあとのアーデルハイト様の顔を見て、正直死を覚悟しましたもの」

			「僕と所長が頼み込んで何とか極刑は免れましたね」

			　アーデルハイトと言えば、フレイヤ国では知らぬ者はいない凛(りん)とした美しさを持つハイエルフの女性だ。大臣という役職に就いており、ティターニアの叔母でもある。

			　冷静沈着であるはずの彼女がそこまで怒ったとは。レイラはゴクリと息を呑んだ。

			　それに気付いた総(そう)司(じ)とティターニアはハッとして、慌てて言葉を付け足した。

			「し、心配しないで欲しいのですわ、レイラ様！　私、今超元気に生きてますわ！」

			「アーデルハイトさんのお情けで、ティアさんは数日間役所のお手伝いをすることで許してもらうことになったんです」

			「私を見に、役所に人がいっぱい集まってきて面白かったですわね！」

			　総(そう)司(じ)の前、だからとかではなく、本当に楽しそうである。満面の笑みのティターニアを見て、レイラも口元を緩める。フレイヤはいい国になりそうだ。

			「ところで、魔法少女とは何なのだ？」

			「正義の味方の可愛い女の子ですわ！」

			「ティアさん、満点です」

			　模範解答。総(そう)司(じ)が親指を立てた。

			　正義の味方。魔族の和平にも協力してくれるだろうか。レイラがわりと真剣にそんなことを考えていた、まさにその時だった。

			「そして、ソウジ様の大のお気に入りですわ！」

			　その言葉を聞いた瞬間、レイラはハーブティーが半分ほど残っていたカップを握り潰した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　何だかんだで時間ギリギリになってしまった。早足で待ち合わせの場所に急ぐヘル。

			　だが、そこにはすでにレイラの姿があった。

			「申し訳ありません、レイラ様！　待たせてしまいました」

			「何を言っているんだ、ヘル。私も今きたところだ」

			「ですが……」

			「そんなことより、協力してもらいたいことがある。今すぐにだ」

			　真剣な表情のレイラに、ヘルにも緊張が走る。大雪に関して、魔法何とかとは違う、重大な手がかりでも掴んだのか。

			「レイラ様。私にできることなら何でも」

			「恩に着るぞ！　では、早速だが、私が魔法少女になるための準備をしてくれ！」

			「あ？」

			　何言ってんだ、こいつ……。ヘルの中にあった気遣いと忠誠心が消滅した。

			　ヘルの異変を察知したレイラも硬直した。

			「ヘル……？」

			「魔法少女とやらになりたいと思った経緯を教えてもらえませんか？」

			「ソウジに会ったんだ。私がよからぬ男たちに囲まれていた時に」

			「それはよかったですね」

			「だがそこで、ソウジが魔法少女をこよなく愛する男だと発覚したのだ」

			「なるほど」

			「だから、私も魔法少女になれば、もっとソウジに愛されるのではないかと思ってな……」

			　想像したのか、頬を赤らめるレイラ。

			　だが、ヘルは彼女の存在を無視して歩き出した。

			「な……待て、ヘル！　いったいどうしたんだ、ヘル！」

			「そりゃ私の台詞(せりふ)ですよ！　真剣な顔しているから、かなり深刻な事態だと勘違いしたじゃないですか！　でも、深刻なのはレイラ様の頭！」

			　正論を言いまくるヘルだったが、レイラは食い下がった。部下の両肩を掴んで、説得を始めた。

			「話を聞いてくれ！　私は真剣だし、深刻な事態だ！　フレイヤのティターニア姫が魔法少女となって、ソウジを誘惑しているのだ！　私も負けるわけには……！」

			「馬鹿ですか、アンタ!?　ん!?　ティターニア姫が魔法少女!?　私欲に走りすぎて、私たちが何しにきたのか忘れてませんか!?」

			　恋する魔王は止まらない、止まれない。なので、ヘルのツッコミのキレも冴え渡る。

			「魔法少女になれるわけないでしょうが！　正気になってください！」

			「魔法少女は優しさと正義の心があれば、誰でもなれるとソウジが言っていたぞ！　照れるな。お前も正直に言っても構わない」

			「その『ヘルも魔法少女になりたいのに、素直に言えないのか。私は仲間ができて嬉しいのに』って顔やめてくれませんか!?　私、なりたくないとすら思ってますから！」

			「な、なぜだ……どうして、そこまでお前は魔法少女という存在を拒むのだ……」

			　レイラが悲しげに目を伏せる。しかし、ヘルが主に情けをかけるつもりはなかった。これっぽちも。

			「だって私もレイラ様も少女って歳じゃないからね!?　レイラ様はともかく、私なんてもうこれでも三桁ですよ!?　今年何歳か忘れるぐらい歳食ってますよ!?」

			「物忘れが激しいのか、ヘル!?」

			「そこじゃねーよ、チクショー!!」

			　このあと、レイラとヘルによるコントという名の口論は十分ほど続いた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　それから二日がすぎた。

			「ふっふっふ！　今回こそは逃がしはせんぞい、ソウジ！」

			「ワー、タースケテー」

			　どこかで聞いたことがあるようなやり取りが、役所の食堂で行われていた。

			　多くのギャラリーが傍(ぼう)観(かん)する中、ドヤ顔で獲物を見下ろしているのは、この役所のトップである所長だ。

			　そして所長の目の前にある、人一人入る程度の檻(おり)の中にいるのは、総(そう)司(じ)だった。

			「馬鹿め……ワシの術中にまんまとハマりおって！」

			「くっ、僕としたことがー」

			　前回同様、所長のゲスな笑いが周囲に響き渡るも、総(そう)司(じ)の演技にはやる気が微(み)塵(じん)も感じられない。

			　所長と総(そう)司(じ)がまたやっている。その話を聞いたジークフリートが食堂に駆け付けた。

			「待て待て！　お前ら何をしているんだ!?」

			「邪魔するでないぞ、ジークフリート！　今月の給料を減らされたくなかったら、黙っているのじゃ！」

			「所長、典型的なパワハラですね」

			　総(そう)司(じ)は檻(おり)の中で呑(のん)気(き)に編み物をしていた。頭の上に乗った毛玉は二日前より、かなり小さくなっていた。

			「お前も編んでないで抵抗しろ！　いや、今抵抗しろ！」

			「間もなく、このマフラーが完成するところだったので、別にいいかなって……」

			「危機感を持て！　この状況をヘリオドールが見たら発狂するぞ！」

			　もうすぐヘリオドールが出勤してくる時間だ。

			　ジークフリートの言葉に、時計を見た総(そう)司(じ)は檻(おり)からの脱出を図るどころか、マフラーを編むスピードを加速していった。

			「急がないと……」

			　頑(がん)丈(じよう)な檻(おり)の中。正座になって、せっせと編み物をする総(そう)司(じ)の姿がものすごく可哀想(かわいそう)に見える。

			　ジークフリートは「ん？」とあることに気付いた。

			「ソウジ、もしかしてお前……」

			　最後まで言い終わるより先に、食堂の窓が突如割れた。というより、破られた。人らしき物体が窓に体当たりして、食堂に侵入してきたのである。どうやら女性らしい。誰かが「女がガラスぶち破ってきたぞ！」と叫んだ。

			「助けにきたぞ、ソウジ！」

			「えっ」

			　聞き覚えのある声に総(そう)司(じ)が反応した。だが、マフラーを編む手のスピードを緩めない。

			　床に散乱したガラスの破片を黒いヒールが踏み付ける。柔らかそうな太ももは黒いガーターベルトに包まれている。

			　さらに艶(なま)めかしい黒のエナメルボンテージを纏(まと)ったセクシーなボディ。

			　目元を隠す黒のアイマスク。

			　極め付けは、右手に握り締められたトゲ付きの鞭(むち)。

			「お前の魔法少女が、助けにきたぞ！」
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			　シン……と、静まり返る食堂。

			　あまりのセクシーさに、鼻血を垂らしていた所長も呆然としていた。ジークフリートは驚くほど間抜けな顔で口を開いたまま固まっていた。

			「レイラさんが狂った」

			　手を止めずに総(そう)司(じ)が呟(つぶや)いた。この場にいる全員の想いが凝縮されていた。

			　だが、この空気を読める力がレイラにあるなら、こんなことをやらかしてはいない。

			　レイラはパシンと床を鞭(むち)で叩き、所長を強く睨み付けた。

			「覚悟しろ！　私はソウジを守るためにここに来た！」

			「ですってよ、所長」

			「ですってよって、お主も楽しんでたじゃろうが！」

			　前回も同じ流れだったなと思いながら所長が走り始める。鞭(むち)を持ったまま、魔法少女と化したレイラがそれを追う。

			「ヒィィィィ～～～～～ッッ!?」

			「私の足元に這いつくばれ！」

			「アヒィィィィ～！」

			　鞭(むち)を振り回しながら追いかけてくるレイラだが、所長の顔は満更でもない様子だった。むしろ、ご褒(ほう)美(び)ですと言わんばかりに喜んでいる。

			　総(そう)司(じ)を檻(おり)の中から救出しながら、ジークフリートがその光景を死んだ目で眺めている。

			「ジークフリートさん」

			「何だ」

			「たった今、マフラーが完成しました」

			　総(そう)司(じ)の頭の上にあった毛玉が消えた。

			「そうか。よかったな」

			　一刻も早くここから立ち去りたい。ジークフリートはそんな気分だった。

			　そして、この地獄に一人の魔女が足を踏み入れた。

			「おはよう、総(そう)司(じ)君……って、ゲェッ！　何この空間！　トチ狂いすぎでしょ!!」

			「おはようございます、ヘリオドールさん」

			　いつもの食堂じゃない。ヘリオドールは出勤早々青ざめた。総(そう)司(じ)が所長に嫌がらせを受けていると聞き、鬼の形相で現場に駆け付けてみれば、所長は謎の女に追いかけられて悦を覚えている。総(そう)司(じ)はジークフリートの手によって、檻(おり)から出されている最中。

			　メチャクチャであった。

			「総(そう)司(じ)君！　今日はもう帰りなさい！」

			「でも僕、今日まだマフラーしか編んでませんよ」

			「黙らっしゃい！　こんな出張版ＳＭ女王様がいるような一から十まで狂ってる職場にいさせてたまるか!!」

			「ヘリオドールさん、今日絶好調ですね」

			「私、総(そう)司(じ)君のこと、すごい心配してんだけど!?　ったく……ハァハァ……」

			　叫びすぎて、ついにヘリオドールが息切れを起こした。ジークフリートはヘリオドールが発言した出張版ＳＭ女王の意味を真剣に考えていた。

			　それにしても、あの所長を追いかけている出張版ＳＭ女王。顔の半分が隠れているせいではっきりとしないが、どこかで会ったような気がする。そういう店に行った記憶はまったくないのだが。

			「あ、ヘリオドールさん。仕事前にちょっとだけいいですか？」

			「この状況無視して仕事しようとするアンタの肝(きも)の据わり具合、何なの……？」

			「まあまあ、これを」

			　そう言って総(そう)司(じ)がヘリオドールに渡したのは、紫色のマフラーだった。

			「こ、これ、私に？」

			「そうです。さっき完成しました」

			　ということは総(そう)司(じ)の手作り。歓喜と混乱が同時にヘリオドールに襲いかかった。

			「嬉しいけど……何で？」

			「先日、ヘリオドールさんがマフラーのことで熱くなっていたじゃないですか」

			「あ、ああ……あれね」

			　しょうもない焦りでわけが分からなくなっていた時のことだろう。ヘリオドールはその時のことを思い出して恥ずかしくなった。

			　あのあと、総(そう)司(じ)のためにマフラーを編もうとして、三日でギブアップしてしまったのは、墓の中に持っていきたい秘密だ。

			　さて、そんな手芸スキルスッカラカンな自分になぜ、マフラーを？

			　混乱しつつも、しっかりと編み込まれているそれを見下ろしていると、総(そう)司(じ)が口を開いた。

			「あのあと、斎(さい)藤(とう)君に有り得ないと怒られまして、引きちぎられる話もされまして」

			「引きちぎる!?　マフラーを!?　私、嫉(しつ)妬(と)に狂ってもそんなゴリラみたいなことはさすがにしないわよ！」

			「いえ、僕を」

			「余計しないわよ！　クォーツ王子、私を化け物と思ってない!?」

			「それはともかく」

			「ともかくできない！　マフラー渡せないからって、総(そう)司(じ)君を引きちぎるって、私そこまで拗(こじ)らせてないから！」

			　実際、クォーツもヘリオドールのことをそんなふうには言っていないのだが。

			「僕もどうしてそんなことになるのかなっていろいろ考えてみました。考えすぎて所長に捕まったりしましたけど」

			「そこまで悩むなら私に言ってくんない？　誤解解きたいから」

			「そして、出した結論が『僕がヘリオドールさんにマフラーを編んでみよう』でした」

			　どうして、そんな結論に行き着いたのか。ヘリオドールは開いた口が塞(ふさ)がらない状態だった。

			　しかも、さすが総(そう)司(じ)。ヘリオドールにはできなかったことを容易くやってのける。

			「悔しい……私なんて数センチも編めなかったのに……」

			「僕がやり方を教えますよ」

			「んー……いいわ」

			　ヘリオドールは首を横に振った。その顔には苦笑が浮かんでいる。

			「だって、欲しい時は総(そう)司(じ)君に編んでもらえばいいもん」

			「……それもそうですね」

			　ヘリオドールの言葉の中に含んだ甘えに気付く様子もなく、総(そう)司(じ)はうんうんと頷いている。実にくだらない勘違いをしたのは最高に恥ずかしいが、こうして思わぬプレゼントをもらえたのだ。これはこれでよしとしよう。さっそく首に巻いてみる。

			「ふふ……あったかい」

			「それはよかった」

			　ご満悦のヘリオドール。所長とレイラのまったく健全じゃない鬼ごっこに夢中になって、二人のやり取りに気付いた者は、側にいたジークフリートくらいしかいなかった。

			　だが、レイラはふと総(そう)司(じ)のほうを見て動きを止めた。

			「あれは……」

			　総(そう)司(じ)の隣にいるピンク色の髪の魔女。確か、彼女はヘリオドール。かつて戦い（ただの口喧(けん)嘩(か)）をした総(そう)司(じ)の上司。

			　彼女の首には深い紫色のマフラーが巻かれている。その色は、二日前に総(そう)司(じ)が頭の上に乗せていた毛玉と同じ色。

			　さらに、総(そう)司(じ)は檻(おり)の中でマフラーを編んでいた。そのマフラーは今、総(そう)司(じ)の手元にはない。

			　つまり……。

			「嘘だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

			　食堂内に、レイラの絶叫が響き渡った。

			　

			　さて、このあと、ノルンはウルドを中心に今期二度目の大雪に見舞われることとなる。その原因は前回と酷(こく)似(じ)しており、ショックを受けたレイラが魔力を暴走させてしまったためである。

			　謎の魔法少女は猛吹雪の中、割れた窓から入ってきたメイドに引きずられるようにしてお帰りになった。

			　この日、総(そう)司(じ)の仕事は雪かきとなった。

		

	
		
			不思議な国の藤原君

			　

			　冬ももうすぐ終わりそうだ。寒さに震えるばかりの毎日だったが、近頃は暖かな日も少しずつ増えていた。今日のように。

			「いい天気ねぇ……」

			　ぽかぽか陽気を存分に浴びながらヘリオドールは背伸びをした。

			「総(そう)司(じ)君の世界ももうすぐ春よね。やっぱりお花見とか行くの？」

			「そうですね……あまり楽しい季節ではないと思いますけど」

			「え？　アンタ、春が嫌いって珍しいわよ」

			「春は新学期の季節です。そして、生温い学生生活から卒業した若者が、社会の歯車の一つになる地獄の季節でもあります……」

			「地獄の季節」

			「はい。地獄の季節」

			　狂った言葉を口にした総(そう)司(じ)は、自分の掌(てのひら)の上で眠る鼠(ねずみ)をぼんやり眺めていた。茶色い毛並みと長い尻尾(しつぽ)、どこにでもいるような鼠(ねずみ)だ。額から紅い宝石が生えているという点以外は。

			　このカーバンクルという鼠(ねずみ)は爪や体毛と同じように、額からガーネットの角を生やしている妖精だ。その紅く美しい角は空気中に漂うマナ――魔力の源を常に吸収しており、危険が及べば蓄えたそれで強大な魔法を発動させる。

			　そのため、小さな体と愛らしい見た目とは裏腹に、捕まえるのは命懸けだった。

			「よく寝てるわね……こいつ、野生に戻しても大丈夫かしら？」

			　カーバンクルは少し前に飼育が禁じられている魔物を大量に捕まえ、虐(ぎやく)待(たい)していたとするハーチェス家にいたものだ。発見当時はひどく衰弱していたが、この魔物生態調査課に保護されてからは、徐々に回復している。あと一週間ほどで自然に帰してやれるだろう。

			　魔物生態調査課の主な仕事は名前の通り魔物についての調査だが、絶滅が危(き)惧(ぐ)される生物の保護なども行っている。その関係で、ハーチェス家に囚(とら)われていた様々な生物が流れ込んできた。

			　ちなみにカーバンクルに関しては妖精ということもあり、本来は妖精・精霊保護研究課の管轄だ。だが、暗くて不潔な檻(おり)の中に閉じ込められていたショックからか、屋内にいることを嫌がったのである。

			　そのため、魔物生態調査課で過ごすこととなった。なぜなら、この課は……。

			「しっかし……相変わらずすごい課ね、ここって」

			　ヘリオドールは純白の一角馬・ユニコーンの体を撫でながら周囲を見回した。

			　魔物生態調査課のエリアの最奥にある扉を開けると、そこに広がっているのは広大な牧場だ。魔法によって作り出した仮想空間ではなく、空も風も土も草も本物。

			　役所内の扉はどこかの土地に繋がっていた。保護された魔物はここに連れて来られて傷をゆっくりと癒(いや)すのだ。

			　牧場の果てには結界が張られ、外敵から襲われることもない。野生で暮らす生物にとっては棲(す)みやすい環境にあった。

			「ここってどこなんですかね？」

			「さあ……職員たちも知らないっていうし」

			「ふふ……教えてあげましょうか。私のお家に泊まりに来てくれるなら」

			　総(そう)司(じ)の背後に忍び寄る黒い影。それが総(そう)司(じ)に抱き着こうとするより先に、ヘリオドールは鬼のような顔つきで後ろから羽交い絞めにした。

			「リーリース……セクハラはやめてくんない……？」

			「冗談よ、ヘリオちゃん。そんな怖い顔しないでってばぁ」

			　この牧場がどこなのかは職員でも把(は)握(あく)しておらず、唯一知るのはリリスのみである。

			　牧場の周りに結界を張っているのも彼女。愛と肉欲に生きるサキュバスのハーフもこの課では頼りになる課長であった。

			　もっとも、結構な頻度で男を求めて行方不明となるため、肝(かん)心(じん)な時にいない人だとも言われているが。

			　ユニコーンとは雪のような混じりけのない白い毛並みと、額から生やした鋭い角が特徴の魔物である。角には傷付いた者を癒(いや)す力が秘められており、人間――特に純潔の乙女には慈悲深く優しく接すると言われている。

			　ただし、処女でない者には嫌悪感を抱いており、強引に背中に乗ろうとしたり、傷を治せと強要すると角で突き殺すという恐ろしい一面も持つ。

			　つまり、サキュバスのハーフであるリリスとの相性が大変悪い魔物とも言える。

			「コヒュー……コヒュー……」

			「ちょ……リリス！　お宅のユニコーンさん、ヤバいことになってるわよ!!」

			　突然体を痙(けい)攣(れん)し始めるユニコーンに、ヘリオドールは激しく狼(ろう)狽(ばい)した。リリスが来た時点でユニコーンがどうなるか気になってはいたが、これはまずい。彼女を攻撃しようとするどころか、拒絶反応を引き起こしている。

			　リリスが「あらあら」と暢気に笑って距離をとると、ようやくユニコーンの呼吸が安定した。あんなユニコーン初めて見た、とヘリオドールは心臓の鼓動を速めながら思った。

			「ごめんなさいね、お馬ちゃん。そろそろ私に慣れてくれると思ったんだけど」

			「めっちゃ嫌がってんじゃない……」

			「妖精ちゃんに嫌われちゃったジークちゃんの気持ち、ちょっと分かるかも。そうだわ、ソウジちゃん。この子に乗ってみない？」

			「僕がですか？」

			　名前を呼ばれた総(そう)司(じ)が目を丸くする。

			「白と黒の組み合わせって、とっても似合うと思うの。私見てみたいわあ」

			「あんたの願望かい！」

			「……実は少し乗ってみたい気もしてましたけど、さすがに馬の乗り方は詳しくないですよ？」

			「心配しないで。このお馬ちゃん、とっても頭のいい子だから」

			　成り行きを聞いていたユニコーンが、ゆっくりと総(そう)司(じ)に近寄る。天に向かって伸びた角が白く光ると同時に、総(そう)司(じ)の体がふわりと浮き上がった。

			「浮いたっ!?」

			「浮きましたね」

			　総(そう)司(じ)の体はそのままユニコーンの背中に座るように着地した。

			　ヘリオドールと総(そう)司(じ)の口からは「おお……」と小さな感嘆の声が漏れる。

			「あんた、超頭いいのね……」

			　ヘリオドールに褒(ほ)められたユニコーンはどこか得意げだ。

			「わあ、僕馬なんて初めて乗りました」

			「私もユニコーンが男乗せるところなんて初めて見たわよ……」

			「うんうん、やっぱり予想通り、いい感じねぇ。どっちも可愛い！」

			　リリスが両手で頬を押さえて身(み)悶(もだ)える。似合ってはいるが、可愛いというのはどうだろうとヘリオドールは疑問を抱く。

			　白くて角が生えていようが馬は馬だ。そんな意見を持つヘリオドールは、パンダも「パトカーみたいな色の熊」としか捉(とら)えられない感性の持ち主だった。

			　どうにかしてユニコーンに「可愛さ」を見出そうとするヘリオドールは、見ていなかった。離れた場所にいたはずのリリスが接近していたことに。

			　リリスの気配を感じ取ったユニコーンはびくりと体を震わせたあと、突然走り出してしまった。総(そう)司(じ)を乗せたまま。

			「あ―――――――っ!?」

			　何とかせねば。ヘリオドールが追いかけるも、相手は馬である。箒を使って飛行した状態でなければ追い付けもしない。

			　すぐにそのことに気付いて魔法で箒を取り出すも、ユニコーンは牧場のど真ん中に佇む扉へ突っ込んでいた。破壊音を生じながら扉は木っ端微(み)塵(じん)となり、空間には巨大な空洞が生まれる。

			　その先は役所の屋内。ユニコーンは躊躇(ためら)いなく進んでいった。

			「ギャアアアアアアア!!　総(そう)司(じ)君!!」

			「ごっめーん。もっと側で見たくて近付いちゃった」

			「リリ―――――スッ!!」

			　テヘッと舌を出して謝るリリスにヘリオドールはわりと本気で怒った。

			　しかし、今は彼女を責めている場合でもない。急いでユニコーンを止めなければならない。あれの背中には総(そう)司(じ)がいるのだ。

			　穴の中に入って役所に戻ると、魔物生態調査課の面々がヘリオドールを待っていた。ユニコーンの脱走という緊急事態が起こったにもかかわらず、緊迫した空気はまったく流れていない。脱走しちゃったなーと軽い感じで笑っている。

			　と思ったら、一人の職員が慌てた様子で課に飛び込んできた。

			「リリス課長！　今、廊下をユニコーンが走って行きましたけど!?」

			「あの子、うちで保護してたお馬ちゃんよ～」

			「マジっすか！　かなり元気になりましたね！　これならもう少しで元いた森に帰してやれそうですね！」

			「ねー」

			「ねーじゃないでしょ！　今どうすべきか考えなさいよ！」

			　魔物生態調査課。どいつもこいつも頭がポンコツだ。

			　愕(がく)然(ぜん)とする魔女の前で彼らはさらに恐ろしい計画を語り出す。

			「ていうか、あんだけ機動力があれば今日にでも出しても大丈夫そうですね。いけるいける」

			「いっそこのまま自由にしてあげたりとか？」

			「課長はどう思います？」

			「そうねえ。それでもいけそうかも」

			「だから総(そう)司(じ)君がいるんだってば！　総(そう)司(じ)君まで野生に放つ気か!?」

			　こいつらはダメだ。使い物にならない。自分が動かないと。

			　ヘリオドールが箒に乗って全速力で廊下を飛んでいく。

			「あらあら、行っちゃったわね。私も行ってくるわー」

			「いってらっしゃーい」

			　緩い見送りの言葉をもらってリリスも廊下に出ていく。

			　残された職員たちは先ほど廊下から戻ってきた仲間に尋ねた。

			「大丈夫だったんだろ？」

			「うん。さすがに暴れさせたら鑑定課とかクエスト課にきてる奴らに迷惑がかかるからな。止めようと思ったら何とかなってたから帰ってきたよ」

			　リリスは何となく察していたようだが、ヘリオドールは分かっていなかったようだ。総(そう)司(じ)のことで頭がいっぱいになっていたのだろう。

			　冗談を言ってないで真実を伝えてやればよかったと課の職員たちは少し申し訳なく思った。

			「わあ……すごいですね！　私、ユニコーンに乗るの初めてなんです！」

			「フィリアちゃん、怖くないだ？」

			「はい！　この子も大人しいし……何だかお花みたいないい匂いもします」

			　住民課の前で盛り上がる一同。フィリアは初めて乗るユニコーンに感激し、ブロッドはそれを感心しながら見ている。

			　そして、総(そう)司(じ)はといえばユニコーンから降りて人参を食わせていた。

			「動物とのふれあいパークか!!」

			　駆け付けたヘリオドールはほのぼのとした光景を目にして、力いっぱい叫んだ。渾身のツッコミに三人が彼女へと振り向く。

			　箒に跨ってふわふわ浮いているヘリオドールに全員ポカンと口を開く。

			「ヘリオドールさん……どうして役所の中で飛んでいるんですか？」

			「あんたを助けにきたのよ！　そしたら馬に餌(えさ)食わせてるし！　そこの馬も、むっしゃむっしゃ人参食ってるんじゃないわよ！」

			「ヘリオドールさん、このユニコーンどうしただ？」

			「魔物生態調査課から逃げ出したのよ。ほら、早く帰……」

			　ヘリオドールがユニコーンを連れ戻そうとした、その時だった。ばさっと何かが落ちる音がした。

			　その方向へ視線を向けると、そこには呆然とした表情の所長が硬直していた。当然、その視線はユニコーンに注がれている。

			「ど、どうして馬がいるんじゃ……」

			　所長の足元には小さな紙袋が二つ。あまりの衝撃に手から落としてしまったようだ。

			　ここはリリスに事情を話してもらうのが一番だ。早く来ないかしらと待っていると、フィリアが「どうしたの!?」と困った声を上げた。

			　見ればユニコーンはリリスの時ほどではないにしろ、興奮状態にあった。

			　見るからに所長を敵視しているようだった。

			　ユニコーンが拒絶反応を見せるのは非処女に対してだけ。そのユニコーンが男である所長を避けようとしている。

			　えっ……。それじゃあ所長って……。

			　四人の疑惑の目が所長へ向けられる。その理由をすぐに悟った所長は盛大に焦った。

			「待つのじゃ！　超誤解じゃ！」

			「所長……異常なまでの女好きっていうのは過去のトラウマのせいだったのね」

			「わ、若い頃に何かされたんでしょうか……」

			「可哀想(かわいそう)だ……オラたちが所長のためにしてやれることはあるだ？」

			「三人とも、所長に聞かれてしまいますよ。声のトーンを下げないと。あと、フィリアさんちょっと生々しいです。とりあえず、ポラギノール買ってきてあげないと……」

			「だから誤解じゃと言ってるじゃろ!!　多分、ワシの体にリリスちゃんの匂いが残ってるからそれに反応してるだけじゃ!!」

			　所長の叫びに四人は「あ、そういうこと……」と納得し、所長の純潔が失われていないことに深く安(あん)堵(ど)した。だってこんな形で発覚したら気まずいし。

			「それはそうと……ほれ、ソウジ。こりゃお前のじゃ」

			　所長は落としてしまった紙袋を拾うと、片方を総(そう)司(じ)に渡した。

			　総(そう)司(じ)は素直に受け取ったものの、空気が凍結する。再びヘリオドールたちに激震が走った。

			「所長が総(そう)司(じ)君にプレゼントをした!?」

			「有り得ないだ……！」

			「まさか、今の話は本当で、その口止め料ってことでしょうか……!?」

			「お前、完全に面白がっておるじゃろう!?」

			　真っ当なツッコミを入れつつ、所長は紙袋から中身を取り出した。それは小瓶……の中に入った小瓶だった。軽いマトリョーシカ現象が起きている。

			　小瓶の中の小瓶にはピンク色の液体が入っており、よく見ればキラキラと光る粒のようなものが混じっていた。ラメ入りのマニキュア液と酷(こく)似(じ)している。

			　総(そう)司(じ)に渡された紙袋の中にもマトリョーシカ小瓶が入っていたが、こちらはピンクではなく水色だ。

			「何それ……」

			「これを紅茶に溶かし入れて飲むんです」

			「オラはこんなの紅茶に入れたくないだ……健康に悪そうだ……」

			　評判はイマイチである。

			「でも、所長も僕と同じものを注文してたんですね」

			「ふん、ワシのだけ持ち帰ろうとしたら引き止められて同じ役所なんだからって持たせられたわい。これでお前が前払いしとらんかったら、途中で捨ててやったものを……」

			「ありがとうございます」

			「お前なんかに感謝されても嬉しくないわい!!」

			　所長のひねくれ具合が総(そう)司(じ)の緩さでちょうどいい加減になっている。いつもの所長だと傍(ぼう)観(かん)者三人はほっとした。

			　しかし、気になるヘリオドールは紙袋に書かれた店名を見た。聞いたことがない名前だ。フィリアもブロッドも分からないと首を横に振る。

			（何だかちょっと心配になってきたわね……）

			　所長はどうなってもいいし、元は有能な魔術師である。いざとなったら自分で何とかするだろうが、問題は総(そう)司(じ)だ。

			　のんびりしているようで案外しっかり者なので、大丈夫だとは思っている。だが、万が一総(そう)司(じ)だけでは対処できない事態に陥(おちい)った時に備えて情報は集めておいたほうがいい。

			「ヒヒーンッ！」

			「うぎゃー！　やめるのじゃー!!」

			「ダメ！　所長の髪は食べ物じゃないよ！」

			「所長がツルピカ頭になっちゃうだー!!」

			「どうどう。食べるなら人参にしてください」

			　誰かこういう怪しいのに詳しそうな奴……。

			　喧騒に加わらず、ヘリオドールは一人悩み続けた。

			　ちなみにリリスは離れたところから一同を楽しげに眺めていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　昼食の時間となり、食堂に腹を空かせた職員が流れ込んでくる。近頃、料理やデザートに変わった野菜や果物が出てくるようになり、好評となっている。

			　それは以前の試食会で使用されたものばかりで、この役所でも仕入れるようになったのだ。

			「あ、その店知ってるよ。最近結構有名だよね」

			　隅のテーブルでサラダを食べていた狐の耳を生やした青年は、ヘリオドールの口から出た店名にすぐにピンときたように頷いた。

			　やっぱりこういうことはオボロに聞くのが一番だ。オボロの対面に座るヘリオドールは、自らの人選が当たっていたと確信する。

			　ヘリオドールの隣の席に座る総(そう)司(じ)は小瓶と一緒についてきた説明書に目を通している。

			「総(そう)司(じ)君、先にご飯食べちゃいなさい」

			「すみません。気になってつい……」

			「そのくらい楽しみだったってことでしょ？　僕も今度行ってみようと思ってたし」

			「ふうん……」

			　オボロがこう言っているので危険な類ではないようだ。ヘリオドールはほっとした。

			「ヘリオドールって少し前に流行った『安らぎの夢』って紅茶知らないかな？」

			「えっと……」

			　そういえば、そんなものがあったような。確か葉に魔法がかけられていて、それを飲むと心地良い眠りに就けるとか。

			　ただ、とても高額な品で買うのは貴族など富裕層ばかり。一般市民にはとても手の届かないもので、すぐに販売中止となってしまった。

			「その紅茶を売っていたのが、総(そう)司(じ)が買い物した店でね。『安らぎの夢』にかけられたのは眠りの魔法と、その人にとって幸せな夢を見る魔法なんだ」

			「幸せな……夢ねえ」

			　購入した貴族は口を揃えていい夢を見た、と言っていたらしい。それも魔法の効果だったようだ。

			「その小瓶に入った液体には、夢の魔法が込められてるんだよ。しかも、今度は自分の望む夢を指定できるようになっている。あらかじめ予約しておかないと作れないらしいけどね」

			「えっ、総(そう)司(じ)君、それすっごく高かったんじゃないの!?」

			「えっ、そこまでお値段張ってなかったと思いますけど……」

			「紅茶の時は葉そのものも一級品だったこともあるからね。それに一日分だったらそんなに高くないよ」

			「良かった……」

			　小瓶の正体が分かれば、次に気になってくるのは総(そう)司(じ)がどんな夢を見たいかだ。ヘリオドールは愛らしい笑顔を浮かべ、総(そう)司(じ)のほうを見た。

			「ダメです。教えられません」

			　先手を打って総(そう)司(じ)がきっぱりと言う。ヘリオドールが口を開く間も与えない。

			　ぷうと頬を膨らませるヘリオドールとは反対に、オボロはにやついている。

			「君もまだ若いんだしさあ、別に恥ずかしいことじゃないと思うよ？」

			「はい？」

			「だって言えないってことは、いやらしい夢にしたんじゃないのー？」

			「違います」

			　そう言うと思ったし、表情も変えないことは予想済みだった。どちらなのか判断するのは非常に困難だ。ダンゴムシを雄か雌か瞬時に当てろと言われているようなものである。

			　あまり詮(せん)索(さく)する話題でもないかと、ヘリオドールとオボロは食事を再開した。

			　その五分後、三人の中で一番早く食べ終わった総(そう)司(じ)は食器を片付けに行き、紅茶が注がれたティーカップを持って帰ってきた。そして、小瓶の中から液体入りの小瓶を取り出す。

			「えっ、もう使うの？　あんた、いくら楽しみだからってこんなに早く使ったら効果ないんじゃない？」

			「説明書には、この液体を入れた紅茶を飲んでから最初に寝た時に夢が見れるって書いてあります。ということは今飲んでも、夜飲んでも変わりはないですよ」

			「とか言って、君どんな味になるのか気になって仕方ないんだろ。変なところで子供っぽいな」

			「だって夢の味ですよ」

			「「なんか、その言い方ヤダ」」

			　ヘリオドールとオボロはほぼ同時に総(そう)司(じ)の言い回しに異議を唱えた。

			　総(そう)司(じ)はそれに構うことなく、小瓶の蓋を開けて、中身を紅茶へと流し入れた。琥珀色にキラキラと光る水色の液体が混ざり、紅茶がすごい色に変色していく。

			　こんなの飲みたくない。それがヘリオドールの感想だった。

			「総(そう)司(じ)君、やっぱりやめなさいよ……これ飲み物の色じゃないわ」

			「え？　美味(おい)しそうな色じゃないですか」

			「あんた、ちょっと病院行って目調べてきなさい」

			　色はあれでも、不幸中の幸いというべきか、液体は無臭だった。紅茶本来の芳香しかしない。

			　あとは味。ヘリオドールとオボロは食事を中断して、紅茶を啜る総(そう)司(じ)に注目した。

			「総(そう)司(じ)君、どう？　美味(おい)しい？」

			「残念ながら紅茶の味しかしません」

			「そりゃ、残念がるところじゃないような気もするけど……まあ、ソウジの言葉を信じて僕も買って……」

			　ガシャン。

			　オボロの言葉を遮(さえぎ)ったのは床に落ちたティーカップの音だった。カップが砕け散り、床に奇妙な色彩の紅茶が広がっていく。

			「総(そう)司(じ)君……？」

			　ティーカップを手から滑り落としたにもかかわらず、総(そう)司(じ)はまったく動じていなかった

			　と思ったら総(そう)司(じ)の体が横に傾いていき、座っていた椅子とともに床に崩れ落ちてしまった。

			「「ギャアアアアアア!!」」

			　ヘリオドールとオボロの絶叫が食堂に谺(こだま)した。

			　総(そう)司(じ)はその声に反応することなく、瞼(まぶた)を閉じたままピクリとも動こうとしない。

			　大変なことになった。

			　総(そう)司(じ)が倒れたこと――よりもそれを見ていた二名の悲鳴により、食堂はざわついた。

			　周りからの奇異の視線を無視してヘリオドールは総(そう)司(じ)を抱き起こす。脈はあるし心臓は動いている。死んでいるわけではなく、本当にただ眠っているだけだ。

			「総(そう)司(じ)君？　総(そう)司(じ)君!?」

			　問題はまったく目覚めようとしないことだ。ヘリオドールが大きめの声で何度も名前を呼び頬を叩くも、反応らしい反応は返って来ない。

			　叩く力が足りないのだろうか。混乱した頭でヘリオドールは一瞬だけ思った。総(そう)司(じ)が起きない理由がそんなものではないとはちゃんと分かっていたが。

			　だが、現実逃避したくなる程度には、この状況はヘリオドールに大きなショックを与えていた。

			（落ち着いて、落ち着いて。どうして総(そう)司(じ)君が倒れたかを考えるのよ……！）

			　部下の危機に立ち上がるのが上司。ヘリオドールは総(そう)司(じ)の直前までの行動を思い返していた。

			　そして、床に広がる毒々しい色の液体を見る。

			（絶対あれだ!!）

			　もはや確信に近い。

			　ヘリオドールと同じ考えに至っていたオボロは薬の説明書を読んでいた。が、難しそうに眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せる。

			「おかしいな。これにはやっぱり即効性はないはずなんだけど……」

			「え？　総(そう)司(じ)君が眠っちゃったの薬のせいじゃないってこと？」

			「うん。ソウジは薬の使い方を間違えてなんかなかったんだ。そうすると、別の原因が……」

			　紅茶以外に心当たりなんてない。ヘリオドールは総(そう)司(じ)の寝顔を眺めながら思考を巡らせた。

			　ぽんっ、と脳裏に役所の最高権力者の顔が浮かんだ。その人物の名を声に出す。

			「所長……そうよ、あいつよ」

			「所長？」

			「あいつも総(そう)司(じ)君と同じ店で薬買ってたじゃない！　もしかしたら何か知ってるかも……」

			「そうだね。じゃあ、ちょっと行ってみ……」

			「ソウジく―――――ん!?」

			　野太い声で総(そう)司(じ)を呼ぶ声が聞こえたのはその時だった。野次馬の群れから彼らを押し退けて鑑定課のオーガが現れた。

			「ソ、ソウジ君!?　どうしただ!?」

			「私たちもよく分からなくて……でも、紅茶を飲んだら倒れちゃったの」

			「紅茶!?　色がヤバいけど、これ毒じゃないだ!?」

			　ブロッドは床の紅茶を見て顔を引き攣(つ)らせた。

			　その反応を見て、オボロはよく総(そう)司(じ)はこんな物を飲めたなと感心した。そんな場合ではないとは分かっていたが。

			「私たちは所長のところに行ってくるから、ブロッド君は総(そう)司(じ)君を医務室に運んで！」

			「しょ、所長？　ソウジ君、所長に何かされただ!?」

			「いいから早く！」

			「はい！」

			　ヘリオドールの剣幕に、ブロッドは考えるのを止めて総(そう)司(じ)を抱き抱える。

			　ヘリオドールとオボロも食堂を出て行き、残された職員たちの間では一つの話が爆発的な勢いで広まりつつあった。

			「所長……前からソウジが気に入らないとは言ってたけど、ついに事を起こしたな」

			「まだあんな若い男の子に、ひどいわね……」

			　総(そう)司(じ)が倒れた原因は所長。その情報が確定したものとして、彼らの脳に刻み込まれる。

			　そして、たった今食堂にやって来た人物の耳にも、話は入った。入ってしまった。

			　瞬間、空腹と疲労も相俟って『彼女』の機嫌は恐ろしい速度で急降下し始める。

			「おい……ソウジがどうしたって？」

			「ん？　あ、アイオライト課長。大変なんですよ、あのウトガルドから来た男の子が……」

			「知ってる。で、あのクソジジイはソウジに何したんだよ……！」

			　食堂内の空気が凍り付く。

			　なぜならそこには件の少年に恋をしているクエスト課の課長が、憤(ふん)怒(ぬ)の表情で仁王立ちしていたからである。

			　

			「所長！」

			　一方その頃。ヘリオドールとオボロが所長室を訪れるも、部屋主の姿はどこにも見当たらなかった。

			「こんな時にどこ行ってんのよ、あいつ！　女のところに行ってんじゃないでしょうね!?」

			「………………」

			「オボロ？」

			　舌打ちをしてから部屋を出ていこうとするヘリオドールだが、オボロが本棚を見て動こうとしない。

			「いや、前に所長の部屋には隠し部屋があるって話を聞いたことがあって……」

			「ふーん……」

			「…………………」

			「…………………」

			「…………………」

			「うおりゃあああああ!!」

			　数秒の沈黙のあと、ヘリオドールは杖から電撃を放ち、本棚を破壊した。

			「ちょっとおぉぉぉぉぉっ!?　だからって壊すのはさすがにアウトだろ!!」

			「知らないわよ。私、謎解き苦手だもの……」

			　笑みを浮かべるヘリオドールにはなぜか哀愁が漂っている。

			　そうか、謎解きが苦手なのか。いや、まあ、だからと言って所長の部屋のものを破壊してもいい理由にはならない。

			「苦手なら僕に任せなさいよ！　何で自分だけでどうにかしようとすんの!?　これで違ってたら僕のせいにされ……」

			「ぎゃひぃぃぃぃぃぃい!?」

			　所長の悲鳴である。それは粉々になった本棚の残(ざん)骸(がい)の奥から聞こえた。

			　オボロが覗き込んでみると、壁のはずであるそこには空間が広がっていた。なるほど隠し部屋である。

			　あ、ほんとにあったんだ……とオボロは感心するとともに、度(ど)肝(ぎも)を抜かれることとなる。全身に鳥肌を立たせて。

			「ベッ……ド……」

			「な、何じゃお前は！　住民課の生意気狐じゃな!?」

			　侵入者に怒りを露にする所長はベッドの上にいた。しかもシーツも枕も布団もベビーピンクで統一されており、ふわふわレースが可愛らしい天(てん)蓋(がい)付き。

			　トドメを刺すかのように所長は、ベッドと同じカラーリングのパジャマを着用していた。

			　セクハラが大好きなジジイがこんなメルヘンチックな部屋でお昼寝。悪夢だった。

			「うわっ、気持ち悪っ！　何で部屋のど真ん中に無茶苦茶少女趣味なベッドが置いてあんのよ！」

			　オボロに遅れて隠し部屋に入ってきたヘリオドールも露骨に顔をしかめた。ベッドそのものは可愛く評価が高いのだが、配置場所と使用者が大問題である。

			　よく見れば棚の上には、猫やら兎やらのぬいぐるみが置かれていた。あまりにファンシーすぎて、ヘリオドールとオボロの中に生まれていた嫌悪感は、いつの間にか憐(れん)憫(びん)へとすり変わっていた。

			「所長……いくら女の子に相手にされないからってぬいぐるみに走ることはないじゃないのよ……」

			「せめて同年齢の友達作りなよ。無機質系はヤバいって」

			「ヤバいって何じゃ!?　頭!?」

			　本棚を破壊されたと思いきや、隠し部屋にずかずか入っきてベッドにいちゃもんを付けられる。さらにぬいぐるみを見て哀れみの眼差しを送られる。

			　様々なことが立て続けに起こったせいで所長も動揺しすぎて、ツッコミのキレが悪かった。突っ込むべき場所はそこではない。

			「ちゅうか、この部屋がこんなに可愛いのはリリスちゃんが考えてくれたからじゃ！」

			　美しくて妖(よう)艶(えん)なサキュバスのハーフ考案のベッドルーム。

			　可愛いものに囲まれてると自分も可愛くなれるのよ。と、リリスからあまりためにならないことを言われながら作ってみたのはいいが、本当にためにならなかった。

			　本日の所長はリリスのせいで、二度もあらぬ疑惑を抱かれることとなった。

			「フレイヤのアーデルハイトちゃんといい、何で気の強い美人は隠し部屋の発見の仕方が豪快なんじゃ……」

			「何であんたは隠し部屋なんて作ってんのよ。ここでリリスと何してんのよ」

			「こんな爺さんの性事情なんてどうでもいいから、紅茶のこと聞こうよ……」

			「ん？　紅茶ってワシとソウジが買った薬のことかの？」

			　オボロの言葉に、所長はベッドの脇のテーブルに置かれていたティーカップを手に取った。その顔はどこか残念そうである。

			「ふーむ……ソウジの薬もハズレじゃったのか」

			「ハズレって何が？　私たちがあんたのとこに来たのは……」

			「ワシの薬もおかしいんじゃよ。説明書にはちゃんと一口飲んだらすぐに眠りに落ちると書いてあるんじゃ。なのに、全然眠くならんから……む？」

			　所長はそこで言葉を止めた。ヘリオドールとオボロが顔を青くしながら口を開いたまま動かないからだ。

			「ど、どうしたんじゃ、二人とも……」

			「ひょっとして……」

			「ソウジが飲んだのって……」

			「詳しく！　ワシにも超詳しく!!」

			　焦れたように所長がせがむ。

			　彼に応えるように口を開いたのは、ヘリオドールだった。

			「あのね……総(そう)司(じ)君がぶっ倒れたのよ。薬入りの紅茶飲んだら」

			「えっ」

			　所長も二人が何を言わんとしているか悟ったようで硬直した。

			　どうしよう。歳も性格も違う三人は、この瞬間だけ、まったく同じことを思った。

			　廊下から「課長やめてください！」と必死に制止する声が聞こえたのは、所長が静かにティーカップをテーブルに戻した時だった。

			　課長？　と三人が首を傾げると、青い剣を構えた少女が怒り狂った形相で隠し部屋に飛び込んできた。

			「ソウジに何しやがったんだ、所長、コラァッ!!」

			「ヒャアアアアアアアアアア!!」
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			　アイオライトは勢いよく、メルヘンチックなベッドを一刀両断にした。所長にとってこの日最大の危機が訪れた。

			　かつて魔王を葬った聖剣『菫青剣(きんせいのつるぎ)』の威力は絶好調であった。たった今、真っ二つにしたベッドは魔法を練り込んで作り上げた特注品だ。ゆえに木造であるにもかかわらず、鋼と同等の強度を誇る。

			　それを容易く斬ったアイオライトを追いかけてきたクエスト課の職員が叫ぶ。

			「やめてください、アイオライト課長！　まだ所長が悪いと決まったわけじゃ……」

			「オラァ!!」

			　部下の説得も虚しく、アイオライトの猛攻は止まらない。空の青とも海の青とも表現しがたい光とともに、菫青剣(きんせいのつるぎ)から衝撃波が放たれる。

			　それは使い物にならなくなったベッドの上で震える所長の頭上を通過し、後ろの壁に命中した。所長は無事だが、衝撃波をまともに喰らった壁の一部分が消失してしまった。

			　隠し部屋がどんどん壊されていく。ヘリオドールとオボロは隅に退避して傍(ぼう)観(かん)するしかなかった。

			（（聖剣こえぇぇぇぇぇぇぇ!!））

			　アイオライトの全身から放たれる殺気に当てられて呼吸がしづらくなる。美しい光を帯びながらも、怒りを纏(まと)う菫青剣(きんせいのつるぎ)はもはや魔剣に近い。

			「アイオライトちゃん、落ち着くんじゃ！　ワシ、まだソウジには何もしとらん！」

			「……まだ？」

			　言葉の綾が今は命取りである。アイオライトの低い声が都合の悪い単語を器用に拾い上げた。

			　いつもの「まだって何だよ、所長～」と笑い飛ばすアイオライトはどこに行ってしまったのか。そこにいるのは冷徹な劔(つるぎ)族(ぞく)だった。

			「ヘ、ヘリオドールちゃん、助けて……！」

			「無理無理！　マジギレしたアイオライト、怖すぎるもん！」

			「もうダメだ。この役所から他の職員を避難させよう。このままじゃアイオライトは所長を叩きのめすまで暴走を止めないよ。所長は捨て置こう」

			「ぎゃあああああ！　待つのじゃ！　今月の給料多めにしてあげるから、ワシを見捨てないで欲しいのじゃ!!」

			　オボロはすでに所長を見捨てる気満々のようで、隠し部屋から逃げようとする。

			　ヘリオドールも無言で彼に続こうとすると、所長室ににこやかに入って来る女性の姿があった。

			「あらあら。楽しそうね、所長」

			　リリスだった。彼女の背後にはやけに申し訳なさそうな表情をした黒いローブを着た女性もいる。

			　所長はちょうどアイオライトに胸ぐらを掴まれている最中だった。お世辞にも楽しいとは言いがたい光景だ。

			「リ、リリスちゃ～ん……ワシを助けて……」

			「リリス、アタシの邪魔をすんな。このジジイには聞かなきゃなんないことがあるんだよ……」

			　アイオライトは鬼の形相をしていた。

			　上司の豹変にクエスト課の職員も半泣きだ。ヘリオドールとオボロにもなす術なし。だって邪魔して殺されたくないもん！

			　だが、リリスは強かった。その妖(よう)艶(えん)な笑みが崩れることは決してなかった。

			「アイリィちゃん、それってもしかしてソウジちゃんのことかしらぁ？」

			「……！　何か知ってるのか？」

			「私って言うより……この人がね」

			　そう言ってリリスが後ろに控えていた女性の肩を優しく叩く。女性はリリスに負けず劣らずの綺麗な顔立ちをしていたが、瞳(ひとみ)に溜まった涙は今にも決壊しそうになっている。

			　ヘリオドールも最初はアイオライトの殺気に怯(おび)えているからだと思ったのだが、所長の言葉でそうではないと知った。

			「そこの美人ちゃんは……ワシとソウジが買った薬の店の店員じゃな」

			「も、申し訳ありません！」

			　女性は両目から涙をぼろぼろ流しながら、頭を深く下げた。

			　突然の謝罪。その場にいた全員、アイオライトですら虚を突かれた顔になる。

			　リリスも困ったように眉を下げた笑みになっていた。

			　困(こん)惑(わく)ばかりが満ちる室内。女性は絞り出すような声で語り始めた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「やっぱり、そうだったのね……」

			　すべてを洗いざらい話した後、静かに泣き崩れてしまった女性の背中をさすりながらヘリオドールはため息をついた。

			　オボロは乾いた笑い声を上げ、先ほどまで暴れまくっていたアイオライトも大人しくなった。

			　そして、所長はと言えば壊れたベッドの裏で膝を抱えていた。

			　微妙な雰囲気が漂う室内に、女性は目尻を指で拭って謝罪を続ける。

			「私が薬を入れ間違えてしまったせいで、大変なことに……本当に申し訳ありませんでした！」

			　総(そう)司(じ)と所長の薬をそれぞれ逆の小瓶に詰めてしまったことがすべての始まりだった。

			　つまり所長は無実。アイオライトは沈痛な面持ちで女性店員とともに所長に謝った。

			「悪かった、所長……頭に血が昇ってしまって……」

			「ええんじゃよ……アイオライトちゃんも店員さんも謝ってくれるならそれでええんじゃ……素直に謝ってくれる女の子、ワシ大好きじゃから……」

			「お、おう」

			「所長って聖人なの？　私だったら報復してるレベルよ」

			　だが、どこか遠い目をしながらアイオライトを許す所長に、覇(は)気(き)はまるでなかった。注文した品物を間違えられた挙げ句、部屋を崩壊させられたのだ。本来なら烈火の如く怒っても許される案件であった。

			　にもかかわらず、菩(ぼ)薩(さつ)のような表情の所長に普段の彼を知る面々は寒気を覚える。

			「所長が壊れたわよ……」

			「こっちも間違ってソウジが頼んだ薬飲んだからなあ……気の毒に」

			「お互い、後でもっかい作ってもらうしかないみたいね」

			「それがさあ……」

			　苦笑いを口元に張り付けたオボロが、ヘリオドールの案を否定する。どうして、とヘリオドールが聞く前に説明し出したのはリリスだった。

			「この薬、夢の内容関係なしに効き目があるのは一生のうち一回だけなのよ～」

			　使用者が望む夢を細かく指定して体験させることは、その者の精神に深く干(かん)渉(しよう)することを意味している。この魔法の効果を秘めた薬を何度も使ったとして、何らかの影響が及ぶ危険性はゼロではない。

			　それを防ぐために一度飲んだら作用が二度と現れないように作られているのだ。

			　これにより総(そう)司(じ)と所長は、それぞれ自分の見たい夢を見られなくなってしまった。所長が落ち込むのも無理はないだろう。

			「……ちなみに所長はどんな夢が見たかったの？」

			　何となく想像はつくが、一応ヘリオドールが聞いてみた。

			「ヘリオドールちゃんとかフィリアちゃんとか……」

			「え？　私とかフィリアちゃん？」

			「アイオライトちゃんとかリリスちゃんとか可愛い子たちにモテモテになる夢を見たかったんじゃ……」

			　やっぱりそれかい。歪(ゆが)みない所長の願望に、ヘリオドールとアイオライトはげんなりとした。

			　それでも、ちょっと可哀想(かわいそう)なので、あえてスルーしてあげようとしていると、オボロが空気を読まずに破壊力のある一言を。

			「キモ……」

			　それはリリス以外の女性陣――――店員の女性ですら思ったことだが、言わずにいた感想だった。

			　言うだけ言って隠し部屋から出て勝手に所長の机を漁(あさ)り始めたオボロに、所長も生気を取り戻して叫んだ。

			「キモいとは何じゃあああああああああ!!」

			「うわっ、急に復活した。あのまま大人しくしてもらってたほうがよかったのに……」

			「男なら可愛い女の子や美人さんとラブラブになりたいじゃろうが！　ハーレム作りたいじゃろうが!?　お前だってそうじゃろ!?」

			「えー……？」

			　血走った目で訴える所長に引きつつ、オボロはしばし考え込んでから首を横に振った。

			「僕は自分が好きだと思った女の子が一人いればいいかな……何人もいてもうざいし、扱いにくいし」

			「きぃぃぃぃ、少し顔がいいからって……ソウジと言い、どうしてこういう小僧ばかりちやほやされるんじゃ……」

			「所長、オボロって顔はいいけど性格はよくないから、ちやほやはされないわよ」

			「うるさいなあ。それにまだ諦(あきら)めるのは早くない？」

			　そう、所長は総(そう)司(じ)の薬を飲んでしまったが、ひょっとしたら総(そう)司(じ)も似た夢を指定しているかもしれないのだ。

			　総(そう)司(じ)が倒れた原因が分かってホッとしたところで、オボロは彼がどんな夢を見たかったかを知りたくてうずうずしていた。本人からは絶対に明かしてくれないし、どうやって聞き出そうかこの騒ぎになる直前まで策を練っていたのだ。

			　結果的に所長がその夢を見ることになった。チャンス到来だ。

			「ほら、ワンチャンあるかもしれないよ。早く寝てみなよ、所長！」

			「ワンチャンって明らかに楽しんでるじゃろ!?」

			「当たり前じゃん！」

			　オボロはちょっと自分に対して正直に生きすぎである。

			「お前、本当に性格悪すぎだろ！」

			　アイオライトもオボロに呆れた顔をしているが、止めようとはしない。総(そう)司(じ)の夢が知りたいからである。

			　リリスもニコニコして見守っているだけだ。普段は思い切り所長を甘やかしているくせに、楽しめそうなイベントがあると所長を生贄に差し出す大胆な性格の持ち主である。

			　だが、ヘリオドールだけは両手で口を押さえて震えていた。彼女は聞いてしまったのだ。店員の女性から総(そう)司(じ)の指定した夢の内容を。話した女性もどこか顔色を悪くしている。

			「オボロ……総(そう)司(じ)君が見たがった夢なんだけどね……」

			「うん？」

			　この事実を所長とオボロに伝えなければという使命感に駆られ、ヘリオドールはすべてを告げた。

			　その後はすごかった。アイオライトは「ひぃっ」と悲鳴を上げて耳を塞(ふさ)ぎ、オボロは吐き気を催してえづいた。

			　リリスは「ふふふ、素敵ね」とにこやかに笑っていた。剛の者である。

			　眠りに就いたらその夢を否応なしに見る予定の所長は、恐怖のあまり気絶した。総(そう)司(じ)監修の夢の世界へ旅立ってしまった。

			「あ、この薬、経費で落としてるっぽい……しかも医務関係だ」

			　そして、所長の机を調べていたオボロが不正な使い込みを発見したことにより、もう所長を起こそうとする者は誰もいなかった。

			　医務室に運ばれた所長の容態は深刻だった。ずっと寝言を言い続けているのだが、その内容は奇怪としか言いようのないものばかりだった。

			「名状しがたいもの……おお……いあ、いあ、はすたあ……」

			「所長!?　所長、どうしたのよ!?」

			　召喚魔法の呪文だろうか。しかし、誰もそんな呪文は聞いたことがなかった。名状しがたいものが何を指しているのかも分からない。

			　ただ、総(そう)司(じ)が望んだ夢を見させられているのは確かである。内容を知っているだけにアイオライトとオボロは身震いした。

			　しかし、総(そう)司(じ)がちゃんと自分で貯めた金で買ったのに、人生の大先輩が職場の金を使い込むなんてあってはならない。どうせ一回だけの効き目なので、罰として所長は自分で目覚めるまで放置することにした。

			「うふふ……妖精さんかと思ったらお花じゃった……可愛いのぅ……待てーい……」

			「いい具合に出来上がってるね」

			　目覚めた時、所長が正気を保っているか少し心配になったが、本人も愉しさを見出してきたようなので、大丈夫だろう。と、オボロは楽観的に考えることにした。

			　正直、総(そう)司(じ)の夢の内容を聞いて後悔している。罰として放置中とは言え、寝言を聞いているだけでも怖い。

			　もう所長など放って仕事に戻りたい気持ちでいっぱいだ。しかし、事情を知らない職員にこの有り様を見られても面倒である。

			　妖精・精霊保護研究課のジークフリートあたりに押し付けたい案件だが、あいにく彼は調査のために森に行っているので帰ってこない。

			　監視している側もごりごりと精神を削られていく。オボロとアイオライトは二人仲良く同時にため息をついた。

			「ソウジは何でこんな夢を見たいだなんて思ったんだろうな……」

			「そんなのソウジ自身に聞いたらいいじゃん。何かもう理由を聞く気にもなれないけど……」

			「ソウジに、か……」

			　素っ気なく返したオボロに、アイオライトは複雑そうに唇を噛み締める。彼女の心中を何となく理解していたオボロは半笑いだ。

			　この医務室に総(そう)司(じ)の姿はない。当初はブロッドによってここに運ばれてきたのだが、すぐに仮眠室に移された。別に体調を悪くしていないのなら仮眠室で寝かせろ、と医務担当の職員に言われたからである。

			　ちなみに所長はこちらで預かることになった。寝言がうるさく気持ち悪いので、迷惑になるからという理由だった。重病人が来たら、所長はベッドごと廊下に連れ出す案が上がってはいるが。

			　そして、アイオライトがやきもきしている原因は総(そう)司(じ)が見ている夢にあった。

		

	
		
			少年と夢

			　

			（女の子とイチャイチャする夢……総(そう)司(じ)君が女の子とイチャイチャする夢を……）

			　同じ悩みを持つ者がここにもいた。

			　仮眠室は基本的に昼間であっても薄暗い。窓は付いているのだが、光を吸収する黒のカーテンで常に隠されているため明るさはほぼない。天井に吊り下がった光の玉は魔力を注ぐことで明かりを放ち、魔力の量によって明るさも調整できる。

			　一名しか利用者のいない仮眠室の中、ヘリオドールはわずかな光を灯した状態でベッドの傍らにいた。

			　そのベッドに寝ているのは総(そう)司(じ)だ。寝言を繰り返す所長と違って、こちらは静かだった。寝返りを打つこともなく、昏(こん)々(こん)と眠り続けている。

			　まったく身動ぎもしないので、死んでいるのではと不安になるものの、小さくても寝息は立てている。決してイケメンと呼べる顔ではなく、いつも死んだような目をしているが、こうして寝顔を見ると、ずいぶんと幼く感じた。

			　ちょっとした悪戯(いたずら)心でむにっと頬をつねっても反応は返って来ない。あの星のない夜空を閉じ込めたような瞳(ひとみ)は瞼(まぶた)の奥に隠されたままだ。

			　他人の気配に敏感な総(そう)司(じ)が頬をつねられても無反応。その異常の原因は所長の薬にあった。

			　一生のうち一回しか体験できない、自らが望んだ夢。それは起きてしまったら消えてしまう。たとえ眠りに入ってから五分後だとしても、誰かに起こされて目覚めたら薬の効果はその時点で切れる。

			　どうせなら長く楽しみたい。そんな考えから所長は最低でも服用後、五時間は絶対に目覚めないような作用を注文していた。そのせいで値段も割増になっていたようだが。

			「早く起きなさいよ、総(そう)司(じ)君……」

			　ずっと総(そう)司(じ)から離れようとしないヘリオドールの心中は穏やかではない。

			　何せ総(そう)司(じ)は五時間ずっと、美女や美少女に囲まれた夢を見続けるのだ。

			　美女美少女の中に自分は含まれているだろうかとか、夢の中で総(そう)司(じ)はどんな反応をしているのだろうかとか、様々な疑問が泡の如く浮かんでは消える。

			　もし、寝言で誰かの名前を呟(つぶや)いたらどうしよう、とハラハラしていた。

			　気になっていることは、それだけではない。

			　ヘリオドールは小さく息を吐いて総(そう)司(じ)の黒髪を撫でる。ふわふわとしたそれは触り心地がよかった。

			「総(そう)司(じ)君……あんた、もしかして結構悩んでたの？」

			　所長は目覚め防止の他にも、忘れていた過去を思い出すという効果も注文していた。昔出会った美女も夢に出てくるように、ということらしい。

			　しかし、この効果を偶然、総(そう)司(じ)も注文していたのだ。最後にそれを付与してから小瓶に詰めたのだが、所長の薬と同時進行だったので、そこで取り違えが起こったようだ。

			　所長と似た理由で記憶を蘇(よみが)らせたいと思ったら、そうでもないらしい。総(そう)司(じ)は店で注文した時にこう言ったそうだ。

			「『ちょっと記憶喪失を起こしているみたいなので』……か」

			　総(そう)司(じ)は何を忘れているのだろう。ヘリオドールには見当も付かなかった。

			　だが、彼は何らかの理由で自分には記憶の一部分が欠けていると知った。そして少しでも思い出したかったのでは、とヘリオドールは考えた。

			（……でも、思い出せるのかしら）

			　店員によると記憶を蘇(よみが)らせる効果は、あることはあるのだが、これも精神に深く干(かん)渉(しよう)するためにあまり強く作用しすぎないようにしているらしい。

			　記憶が蘇(よみが)える夢など、それ自体を目的とした夢も指定不可能だ。他の夢にエッセンス程度に加えることしかできないのだ。

			　何か些(さ)細(さい)なことでもいいから思い出せればいいのだけれど。ヘリオドールはまたため息をついてから、総(そう)司(じ)の髪を撫でようとした。

			　が、仮眠室に誰かが入ってきたので、慌てて手を引っ込めた。

			「あらぁ、やっぱりヘリオちゃんもここにいたのね」

			「リ、リリス。あんた、所長のところにいなくてもいいの？」

			「オボロちゃんとアイリィちゃんがいるもの。……ねえ、顔赤いみたいだけどソウジちゃんに何してたのかしら？」

			「なっ、な、何もしてないわよ！　あと顔も赤くない！」

			　顔に熱が集まるのを感じながら、ヘリオドールは髪を撫でようとしたことすらも隠した。なぜか、それを知られることがとても恥ずかしいと思えたのだ。

			　脱いだ帽子で顔を隠すヘリオドールに、リリスは笑いながらベッドに近付いた。多くの男が触れたいと願う艶(つや)やかな指先が総(そう)司(じ)の頬を撫でる。

			　どこかいやらしい手付きに、ヘリオドールはむっと頬を膨らませる。

			「……どうせ総(そう)司(じ)君、起きないわよ」

			「分かってるわ。私がここに来たのは、この子のお手伝いをするためよ」

			「お手伝い？」

			「そ。ソウジちゃん……何かを思い出したいんでしょ？」

			「そうみたいだけど……」

			「だったら、一緒にその記憶を探してあげればいいんじゃないかしら？」

			　リリスの肝心な部分をはぐらかした言い方に、ヘリオドールは首を傾げる。確かに総(そう)司(じ)の助けになるならいくらでも協力してやりたいが、今はこの状況。彼が起きるのを待つだけだ。

			　そう言おうとしてヘリオドールは一つの方法を閃(ひらめ)いた。……まさか、リリスはこの手を使おうとしているのだろうか。恐る恐る尋ねてみる。

			「あんた、総(そう)司(じ)君の夢の中に入って……とか言わないわよね？」

			「大正解！」

			「いや、大正解じゃないでしょ！　いくら何でもまずいでしょ！」

			　プライベート。プライバシー。そんな単語たちがヘリオドールの脳裏を駆け巡る。

			「でも、ヘリオちゃんは夢の中でソウジちゃんがどうなってるか知りたくない？」

			「うっ」

			「誰も知らないソウジちゃんを知りたいと思わない？」

			「ううっ」

			「もしかしたら……ソウジちゃんの意中の相手が誰か分かるかもしれないわねぇ」

			「うううっ」

			　次々と襲いかかる誘惑の言葉。ヘリオドールの心は大きく揺らぎ――。

			「ね、手伝ってあげましょうよ？」

			「……し、仕方ないわね」

			　ついに首を縦に振ってしまった。

			「それじゃ、早速行ってみてくれないかしら？」

			「え……？」

			　リリスの言い方にヘリオドールは引っ掛かりを覚えた。まるでヘリオドールだけ行ってこいというようなニュアンスだ。

			　リリスは頭上にクエスチョンマークを浮かべるヘリオドールをよそに、総(そう)司(じ)の額に手を置いた。

			「夢の世界、眠りの世界。浮遊と夢想の畔に佇む貴方を迎えに参りましょう。そのための階(きざはし)を私は求めます」

			　とろりと甘さを帯びた声でのリリスの詠唱。淡い桃色の光がリリスと総(そう)司(じ)を包み込む。

			　すると、ベッドの傍らに人一人通れるほどの穴が出現した。穴の中には小さな梯子がついており、それはずっと下に続いているようだった。

			　これが、総(そう)司(じ)が見る夢の世界への入り口らしい。穴の中に腕を突っ込んでみるが、暑くもなく寒くもない。ただ、光さえも飲み込むような静(せい)寂(じやく)の闇だけが広がっていた。

			　どこか恐ろしさを感じてヘリオドールは息を呑む。夢ではなく、もっと別の場所に繋がっているようにさえ思えた。

			「さ、行ってらっしゃい、ヘリオちゃん」

			「行ってらっしゃいって……リリスは行かないの？」

			「この魔法の術者は、夢の中には入れないのよ。というわけでヘリオちゃんだけ楽しんできてね」

			「む……無理よ、無理！」

			　ヘリオドールは両手と首を一生懸命横に振った。リリスも一緒に行くと思ったから話に乗ったのだ。

			　そうじゃなければ単身で総(そう)司(じ)の夢の中になど入れない。緊張と羞(しゆう)恥(ち)でどうにかなってしまいそうだ。

			　穴から離れようとするヘリオドールに、リリスは「はいはい」と笑顔で指をぱちん、と鳴らした。すると、ヘリオドールの足が地面から離れて体が浮き上がる。

			　そうして、リリスの指の動きに合わせて穴の上へと移動させられたところで、全身に冷や汗が流れる。ヘリオドールがばたばたと暴れても、まるで意味はなかった。

			「リリス待って！　やめて！」

			「大丈夫よぉ。夢の中では怪(け)我(が)なんてしないから」

			「そういう問題じゃなくて本当にちょっと待っ」

			「お土産(みやげ)話、期待してるわね～」

			「あっ!?」

			　リリスの満面な笑み。それを見た直後、ヘリオドールの体から浮遊感が消え去った。穴の中へと吸い込まれるように落下していく。

			「ぎゃああああああああ……!!」

			　小さくなっていくヘリオドールの悲鳴。リリスが穴を覗き込んだ時にはすでに彼女の姿はなかった。

			「頑張ってね、ヘリオちゃん」

			　その応援が本人の耳には入らないと知りつつも、リリスは囁き、穴に向かって小さく手を振った。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「いやああああああ!!　どこまで落ちてくのよ、これえええええええ!?」

			　落ちたヘリオドールはパニックに陥(おちい)っていた。どこまで下っても闇、闇、暗闇。果たして底は存在するのだろうか。梯子を掴もうとしても手が後一歩のところで届かない。

			　そもそも、ここは本当に総(そう)司(じ)の夢の世界なのか。そんな疑問すら湧いてくる。

			　このまま一生この空間から抜け出せず、落ち続けるのだとしたら……。想像するだけで涙が出てきそうだ。

			「総(そう)司(じ)君、どこにいるのよ～……！」

			　総(そう)司(じ)が悪いわけではないのに、いまだ姿が見えない彼に八つ当たりしてしまいそうになる。この際、どんな夢でもいいから早く総(そう)司(じ)に会いたい。

			　そう思った時だった。

			「えっ……？」

			　どこからか声が聞こえた。男、それも若い青年のものだ。

			　――今すぐ彼から離れろ！　その男まで連れていけば、向こうの世界まで改変してしまうことになる！

			　焦(しよう)燥(そう)感(かん)を纏(まと)わせた声。その言葉の意味を考えるより先に、甲(かん)高(だか)い小さな子供の泣き声が暗黒を震わせた。

			　悲しみが込められた幼い慟(どう)哭(こく)に、ヘリオドールは目を見開く。

			「この声……もしかして……」

			　確証はない。

			　だが、この泣き声の主はきっと総(そう)司(じ)だ。ヘリオドールにはそう思えてならなかった。

			　どうして幼い総(そう)司(じ)はこんなに激しく、悲しそうに泣いているのだろう。聞いているだけでも胸が軋む。思わず、ヘリオドールは叫んだ。

			「総(そう)司(じ)君！　どうして、あんた泣いて……って、ぶはぁっ!?」

			　言い終わるより先にヘリオドールの体は、柔らかいクッションのようなものに叩き付けられた。しかし、落下の衝撃で多少の痛みはあった。しかも顔面から突っ込む形で着地したので鼻が痛い。

			　リリスめ、帰ったら絶対に許さん。そんな決意を胸に抱きながらも立ち上がる。

			　ヘリオドールが落ちたのは巨大な蓮の葉の上だった。それは澄み切った水面にいくつも浮かんでおり、淡い薄紅色の花もいくつかあった。

			　周りを見回して言葉を失う。先ほどまでの不安感を煽(あお)るような暗闇は消えていた。いや、正しくは黒から白になっただけである。

			　前後左右ともに白い空間。存在するのは蓮の葉だらけの川のみ。ヘリオドールは別の意味で不安になった。

			「何ここ」

			　リリスの言葉を信じるとするなら、これは紛れもなく総(そう)司(じ)の夢の中。

			　だが、おかしい。彼は可愛い女の子や美女にちやほやされる夢を見ているはずなのだ。さっきからそれっぽいシーンにまったく巡り会えていない。

			　ここにずっといても何も始まらない。ヘリオドールは葉から葉へと飛び移りながら、移動を開始した。飛べばこんな苦労しなくても済むのだが、なぜか箒を取り出せないのだ。試しに火を起こそうとしても無反応。

			　夢の世界では魔法が使えない。そんな話を以前どこかで聞いたことがあった。

			「うわわっ、超危なっ！」

			　葉は薄い見た目とは裏腹に飛び乗ると、ふわふわと柔らかいベッドのように揺れた。慣れない感覚に川に落ちてしまいそうになる。

			　もし川に落ちてしまったらどうなるのだろう。ヘリオドールは何気なく水面を覗き込んでみた。白い海藻のようなものが揺らめいている。

			　……違う。あれは海藻ではなく人間の手だ。水の底から人間の手が水流に身を任せて揺れている。ふっくらとした赤子の手から、痩せ細った老人の手まで様々だった。

			　えらいものを見てしまった。ヘリオドールはそう思いながらも、その奇怪な光景から目を逸らせずにいた。

			　だが、この後、彼女に予想もしなかった恐怖が襲いかかる。ヘリオドールが乗っている葉の端から黒い藻のようなものがちらりと見えた。何だろうとヘリオドールは葉を捲(めく)って正体を確かめようとした。

			　それよりも先に、葉の下から黒い毛玉にも似た物体が流れ出てきた。直後、パンツ一丁の中年がそれを追いかけるように出てきた。

			「ヒイィ、ボクのカツラたん待ってよぉ～……！」

			「ヒギャアアアア、あんた誰!?」

			　ヘリオドールの問いかけを無視して、中年は黒い毛玉を追ってバタフライで泳ぎ去っていった。彼の頭部は河童のようだった。

			　取り残されたヘリオドールの心は壊れそうになっていた。どうして所長の薬を飲んだくせに夢の登場人物があんな変態なのか。

			　こんなシュールすぎる場所にこれ以上いたくない。ヘリオドールは全速力で葉を飛び移りながら岸を目指した。

			「はあ、はあ……超疲れた……」

			　数分後、ヘリオドールは息切れを起こしながらも無事、岸に辿り着いた。ここ最近で一番疲れたかもしれない。

			　蓮だらけの川を抜けると、そこはジャングルジムや滑り台がある公園となっていた。冬をイメージしているのだろうか。いつの間にか灰色に着色された上からは雪が降っていた。

			　地面には白い雪の絨毯が敷き詰められており、誰の足跡もついていない状態だった。けれど、寒さは感じられない。雪も手に乗せると体温に負けて水になるのではなく、すっと消えてしまった。

			　不思議な場所。そして、ヘリオドールがずっと捜していた少年はブランコに乗っていた。

			「総(そう)司(じ)君！」

			　駆け寄って呼びかけてみるも、彼は口を開くどころか、こちらを見ようともしない。ヘリオドールに気付いていないようだった。

			「そう……」

			「藤(ふじ)原(わら)君に何かご用ですか？」

			　背後からしっかりとした口調とは裏腹に幼い声色で聞かれた。後ろを振り向いてヘリオドールは目を丸くする。そこには白いモップを持った、黒髪の子供がいた。

			　総(そう)司(じ)と同じ、漆(しつ)黒(こく)の瞳(ひとみ)を持ち、何より総(そう)司(じ)にそっくりな顔をしていた。

			　あら、可愛い。目が死んでるけど。

			　それがヘリオドールの子供に対する第一印象だった。「可愛い」という部分は総(そう)司(じ)に似てるから、なんて贔(ひい)屓(き)目も含まれている。

			　ヘリオドールの半分ほどしかない身長と、触れば柔らかそうな頬。庇(ひ)護(ご)欲(よく)を掻き立てられそうな見た目だが、雰囲気は子供が纏(まと)うそれではない。

			　まるで外見は子供なのに、中身は大人のような。そう考えてからヘリオドールはある推測に行き着いた。

			「あんた……もしかして、総(そう)司(じ)君だったりする？」

			　ここは夢の世界だ。総(そう)司(じ)がどんな姿をしていても不思議ではない。

			　恐る恐る聞いてみるヘリオドールを子供はじっと見上げていた。無言で。

			（何かすごい悪いことしたような気分になるのはどうしてかしら……）

			　普通、子供に見上げられたら「きゅん」とするものではなかろうか。こんな嘘発見器に調べられているような気持ちにならないはずだ。

			「あ、ひょっとしたらあなたは外の世界から来たんですか？」

			　やっと子供が子供らしい表情を見せた時だった。目を丸くして首を傾げてきた。

			「外の世界から……うん、そんな感じ。入りたくて入ったわけじゃないけどね」

			「なるほど。だから僕を知らないんですね」

			「？　あんた、総(そう)司(じ)君じゃないの？」

			「僕は藤(ふじ)原(わら)君であって藤(ふじ)原(わら)君ではありません」

			　きっぱりと言い放つ子供に、ヘリオドールの顔が能面と化す。思考能力が限界を迎えたためである。

			　何を言ってるのやら、この子供。凍り付くヘリオドールの様子に、子供はブランコに乗ったままの総(そう)司(じ)の膝をぽんと叩いた。

			「この人が藤(ふじ)原(わら)君ですよ」

			「それが……で、あんたは？」

			「僕は藤(ふじ)原(わら)君の防衛本能みたいなものです。普段は決して現れません。藤(ふじ)原(わら)君が無防備になる夢の世界にだけ出てきます」

			　子供の説明にヘリオドールは納得した。いや、するしかなかった。こういうことは深く考えてはいけないのだ。

			　ただ、疑問なのは夢の世界で防衛本能とやらが出てくることだ。そんな危ないところなのかと辺りを見回す。

			　公園の入り口から巨大な赤いドラゴンが現れた。

			　周囲の空気を震わせる竜の咆(ほう)哮(こう)に、ヘリオドールは絶叫した。

			「ギャアアアアアア!!」

			　赤い翼を広げたドラゴンが、まっすぐこちらに向かってくる。

			　魔法が使えないこの状況では、勝ち目はほぼゼロパーセントと言ってもいい。ヘリオドールは無我夢中で総(そう)司(じ)の体を揺らした。

			「総(そう)司(じ)君！　逃げるわよ、総(そう)司(じ)君!?」

			　ヘリオドールの呼びかけ虚しく、総(そう)司(じ)はまったくの無反応だ。そうこうしている間にもドラゴンが近付いてくる。

			　雄(お)叫(たけ)びを上げて迫りくる強大な魔物。もうダメだ。ヘリオドールは総(そう)司(じ)を庇(かば)うように抱き締め目を閉じようとした。

			　だが、その時子供がその身長からは想像できない高さまで跳躍した。ヘリオドールが止める間もなかった。

			　眼前の獲物を喰らおうとするドラゴンを、子供は手にしたモップで力強く殴りつけた。あの細い見た目とは裏腹に、豪快な打撃音が響き渡る。

			　ドラゴンの巨体が縦に真っ二つに割れて地面に落下する。白い雪の絨毯が鮮血で赤く染まった。

			　唖(あ)然(ぜん)とするヘリオドールへ子供は駆け寄った。

			「これが僕のお仕事です。時々大変ですけど、やりがいのある仕事だと思っています。時給が出ないのがちょっと悲しいですが」

			「バイト感覚でドラゴン倒すなよ」

			　真顔でツッコミながらもヘリオドールは確信する。この強さとこのマイペースさは間違いなく、総(そう)司(じ)の一部であると。

			　それにしても、本体の総(そう)司(じ)が先ほどから反応を見せようとしない。まるで中身が空っぽになってしまったようだ。

			　どこか遠くを見詰める姿に言いようのない不安を覚える。

			「思い出しました。あなたは確か藤(ふじ)原(わら)君のバイト先の魔女さんですね。家を自分自身で爆破した……」

			「いらない！　一言いらない！」

			「魔女さん、藤(ふじ)原(わら)君に何かあったんですか？」

			　子供が消えゆくドラゴンの死体を眺めながら聞いた。

			「大抵の夢の世界なら藤(ふじ)原(わら)君はわりと楽しんで過ごしています。だけど、今は藤(ふじ)原(わら)君の様子もおかしいし、いつもより、ああいう怪物さんもたくさん出ています」

			「ふうん……異常事態が起こってるってこと？」

			「そうなります。今まで夢の世界に雪なんて降らなかったのに不思議です」

			　ドラゴンの死体が消えると雪を汚していた血も消滅した。元の混じりけのない白が蘇(よみが)った。

			　薬の影響だろうか。ヘリオドールは子供に自分がここに来た理由も含めて事情を説明することにした。

			「所長の薬を飲んで。ほう、それは大変ですね」

			　話を聞き終わった子供の第一声がそれだった。あまり大変そうには感じられない。

			　だが、もたらされた情報は謎を解くヒントにはなったようだった。

			「今、ここにいる藤(ふじ)原(わら)君は抜け殻の状態です。中身は藤(ふじ)原(わら)君が求めている記憶を探しに出ているみたいです」

			「探しにって……どこに？」

			「それは僕にも。でも、その影響で雪も降って、すごい怪物さんもぽこぽこ出てきているんだと思います。こんなこと、初めてですよ」

			「……あんたって一応総(そう)司(じ)君の一部みたいなものなんでしょ？　心当たりとかないの？」

			「……心当たり」

			　子供はきょろきょろと周囲を見回した。

			　ぽんっと可愛らしい音が二人の背後から聞こえた。

			「ん？」

			　振り向くと地面に丸い穴が広がっていた。覗き込んでみるが、暗くてどこまで続いているかも見えない。

			　ただ、穴からは花の香りが微かに漂っている。

			「……この中から藤(ふじ)原(わら)君の気配がします」

			「えっ、ほんとに？」

			「さすがにそれぐらいなら分かります。じゃあ、ちょっと見に行ってきますね」

			「ちょ、ちょっと待った！」

			　躊(ちゆう)躇(ちよ)なく穴の中へ飛び込もうとした子供を、ヘリオドールは後ろから押さえ込んだ。

			「どうしたんですか、魔女さん？」

			「総(そう)司(じ)君の抜け殻ここに置きっぱなしにしてていいの？　さっきみたいなドラゴンが来たら……」

			　夢の中で襲われたところで所(しよ)詮(せん)は夢だ。特に問題はないだろうが、意識のない総(そう)司(じ)が魔物に襲われる光景は想像するだけでキツい。

			　自分も魔法が使えない。今頼れるのは、総(そう)司(じ)の防衛本能であるこの子供だけだ。

			　しかし、縋(すが)るような視線を向けるヘリオドールに対しての子供の返答は意外なものだった。

			「大丈夫ですよ。もうここには怪物さんはきません。さっき僕がやっつけたので最後です」

			「そう……なの？」

			「怪物さんたちの目的は多分、藤(ふじ)原(わら)君に記憶を思い出させないことです。だから、今頃は藤(ふじ)原(わら)君を追いかけているかと」

			「ええええええ!?　それって総(そう)司(じ)君が危ないってことじゃない！　早く助けに行ってあげなきゃ！」

			「でも、怪物さんにやられる藤(ふじ)原(わら)君は一生見れそうにないから僕見てみたいです」

			「いやいや、総(そう)司(じ)君はあんたでもあるからね!?」

			　防衛本能とは何なのか。このままだと、どこかで彷徨(さまよ)っている総(そう)司(じ)を見付けたとしても、化物に襲われるところをのんびりと眺めていそうだ。ここ最近で分かったことだが、総(そう)司(じ)は身近な人物ほど雑な扱いをすることが多い。

			　それが夢の世界では自身も対象になっているような気がする。この防衛本能を名乗る狂気の塊を野放しにしておくわけにはいかない。

			「私も……私も行く！」

			「魔女さんもですか？」

			「だって、あんた確実に総(そう)司(じ)君を見殺しにしそうだもん」

			「殺すところまでいったらちゃんと止めます」

			「襲われた時点で止めなさいよ！」

			　先行き不安なこと、この上ない。ぐったりとするヘリオドールだったが、突然子供に「魔女さん、しゃがんでください」と言われた。その通りにすると、帽子を取られてしまった。

			「？」

			　不思議がっていると、子供は帽子に付いていた雪を丁寧に払い落とし始めた。そして、再びヘリオドールの頭に被せた。

			「行きましょう」

			「あ、う、うん……」

			　こんな弟が欲しい。ヘリオドールは本気でそう思いながら、子供が先に落ちていった穴に身を投げ込んだ。

			　子供とヘリオドールが飛び込んだ穴は、現実世界から夢の世界に向かう時に使ったものと比べて浅かった。慣れない感覚にヘリオドールが悲鳴を上げる暇もなく、底に辿り着いたのだった。

			「ふぎゅっ！」

			「魔女さん、大丈夫ですか？」

			　顔面着地を果たしたヘリオドールの横で、総(そう)司(じ)が軽やかな動きで降り立った。

			　何がいけなかったのか。ヘリオドールが情けなさと悔しさに顔を歪(ゆが)めつつ起き上がる。鼻と額がじんじんと痛みを発している。

			　ここはいったいどこなのだろう。見渡すと花畑のようではある。赤、青、黄、白、橙、ピンクと様々な色彩の花が咲き誇り、甘い香りがする。そして、暖かな風が吹くと香りは一層強くなった。

			「ここのどこかに総(そう)司(じ)君はいるのかしら……」

			「そうですね、藤(ふじ)原(わら)君の気配も感じます」

			「……………」

			　どこか引っ掛かりを覚えて、ヘリオドールは子供を見下ろした。

			「何ですか？」

			　上から降り注ぐような視線に気付いて子供も首を傾げる。

			「あんたって総(そう)司(じ)君の一部よね？」

			「そういうことになります」

			「だったら、総(そう)司(じ)君のことをどうして『藤(ふじ)原(わら)君』って呼んでんの？」

			　他人行儀な呼び方がずっと気になっていたのだ。思い切って疑問をぶつけてみる。

			　神妙な面持ちのヘリオドールを尻目に、子供はモップを脇に挟むと花を摘み始めた。仕方ないのでヘリオドールもその横にしゃがんだ。

			　この世界ではこの子の行動に従うしかない。本物の総(そう)司(じ)が心配ではあるが、ここは防衛本能であるらしい子供の好きにさせてみる。

			「だって僕も藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)なのに、総(そう)司(じ)君って呼ぶのは僕自身を呼んでるような気がして抵抗があります」

			「あ、それは分かる。じゃあ……あんたのこと何て言えばいい？」

			　あんた、と呼び続けるのも何となく嫌だ。

			　尋ねてみれば、子供は摘んだ花で冠を作る手を止め、考え込むように空を仰ぎ見た。薄青色の海を白い雲がゆったりとした速度で泳いでいる。

			「それなら……バイト君でよろしくお願いします」

			「藤(ふじ)原(わら)総(そう)司(じ)要素ゼロ!!」

			「防衛本能と言っても、僕が出てくるのは本当に珍しいことなんです。バイト感覚で軽く仕事をして、終わって帰る程度なので……」

			「あんた可愛げを持ちなさいよ！　というか、防衛する気あるの!?」

			　こんなところまでマイペースだなんて……。

			　ヘリオドールはがっくりと肩を落とした。すると、バイト君が出来上がった花の冠をヘリオドールの帽子に乗せてきた。

			　本体と同じく無表情のくせに、少し満足そうにしているバイト君にヘリオドールの頬が赤く染まる。

			　性格は総(そう)司(じ)と一緒かと思いきや、こちらは見た目相応の精神年齢らしい。時折、ヒヤリとするような発言を飛ばしていても、行動が少々幼く感じた。

			（ありがとう、リリス……！　あとで何か奢(おご)ってあげる!!）

			　手のひら返しである。ヘリオドールは自分を夢の世界に文字通り落とした人物を神のように崇めた。

			　他の誰にも体験できないことをしている。そんな優越感にヘリオドールは口元を緩めて、モップの先端に止まった蝶を眺めるバイト君に提案した。

			「あんたのことバイト君って言うから、バイト君も私を好きな呼び方してもいいわよ」

			「好きな呼び方ですか」

			「そう。例えばお姉ちゃんとか？」

			　むしろ、そう呼んでもらいたい。そんな細やかな願望を込めて言ってみる。お姉さんではなく、お姉ちゃんなのが大きなポイントだ。

			　自分が犯罪者のように思えてきたが、ここは夢の世界だ。他の誰にもヘリオドールの所業が知られることはない。

			「では、おねえ……」

			「うんうん！」

			「ちゃ……ん？」

			「……え？」

			　なぜかたどたどしい。別に無理矢理言わせたわけじゃないのに、とヘリオドールは焦った。

			　バイト君は困ったようにヘリオドールを見てくる。

			「……？　……？」

			「ど、どうしたの、バイト君!?　本当にどうしたの!?」

			　異変をきたしたバイト君に、ヘリオドールが問いかける。

			「あの、あなたって」

			「うん？」

			「おいくつですか？」

			「ごめん、やっぱり私のことは魔女さん呼びでいいわ」

			　あっ、調子に乗った罰が当たったわ。

			　ヘリオドールは虚しい気持ちを押し隠して、精一杯の笑顔を浮かべた。

			　総(そう)司(じ)なら絶対に聞かないであろう禁断の質問。しかし、それをあえて聞いてしまうのが子供の恐ろしさだ。

			　油断していた……とヘリオドールは、その場で四つん這いになって落ち込んだ。すべてが上手くいくとは限らないのである。

			「……お姉ちゃんってああいう人じゃないでしょうか？」

			　すかさず追い討ちをかけるバイト君。

			　誰だ、この子供からお姉ちゃん認定された羨ましい人物は。心に深い傷を抱えたヘリオドールが、どこか剣(けん)呑(のん)な目付きを携えて顔を上げる。

			　誰かが花畑の向こうから歩いてくる。金髪に翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)を持つ美少女の姿にヘリオドールは見覚えがあった。

			「フィリアちゃ……ん!?」

			　そう。あれはフィリアに間違いない。のだが、彼女はヘリオドールの知るフィリアではなかった。

			　エルフ特有の長い耳ではなく、頭部からぴょこんと生えた茶色い犬の耳。ふわふわの毛に覆(おお)われた犬の尻尾(しつぽ)。
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			　今のフィリアはエルフではなく獣(じゆう)人(じん)になっていた。それはそれでとても可愛いのだが、どういうこっちゃとヘリオドールは混乱する。

			　しかも、獣(じゆう)人(じん)フィリアがこちらに向かってくるではないか。わたわたしているうちにヘリオドールは声をかけられていた。

			「あ、あの、すみません！」

			「はいぃ!?　何かしら!?」

			　挙動不審なフィリアに、ヘリオドールも挙動不審になる。

			「赤ずきんさんのおばあさんのお家はこの先をまっすぐ行ったところで間違いないですか？」

			「あか……ずき……ん……？」

			　質問を理解しきれない。ヘリオドールは度重なる驚きと混乱の連続で、頭が痛くなりそうになった。

			　夢の中とはいえ、困り顔のフィリアを邪険に扱えもしない。まずは話を聞くことからだ。

			「まず……赤ずきんって誰？」

			「え？　赤ずきんさんを知らないんですか!?」

			「ごめん、本当に分かんない……」

			　オーバーなリアクションをされて、とても申し訳ない気持ちになった。しかし、知らないものは知らない。

			「赤ずきんさんっていうのは、隣町に住んでる男の子です。とっても優しくてかっこいい人なんですよ」

			「へえ……」

			「今日は病気のおばあさんの家にお見舞いに行くそうなんです」

			　フィリアの説明にヘリオドールが思い浮かべたのは、ウトガルドの童話だった。あの話では赤ずきんは可愛い女の子で、祖母のお見舞いに行ったら祖母は狼に食べられていたという話だった。

			（狼……ん!?　狼!?）

			　ヘリオドールはフィリアの全身をよく見回した。フィリア元来の可愛らしさもあるせいで、その発想に思い至らなかったが、聞いてみる価値はある。

			「あんたって……狼だったりする？」

			「はい！　ほら、ちゃんと牙(きば)も生えています！」

			　大きく開いたフィリアの口からは二本の牙(きば)が覗いていた。人より少し長めの八重歯と言ってしまっていいくらい控えめなものではあったが。

			「おっ、狼さんは何で赤ずきん君のおばあさんの家を探してるの？」

			「先に家に着いておばあさんの振りをするんです。それで……赤ずきんさんが来たら……その……」

			　フィリアはヘリオドールから視線を逸らして、両手で自分の頬を覆(おお)った。顔は桃のように色付き、翡(ひ)翠(すい)色の瞳(ひとみ)は潤んでいる。

			「私……赤ずきんさんを食べるんです！」

			　なんか、なんかニュアンスが微妙に違くないっすか。ヘリオドールはものすごく嫌な予感に身震いした。

			　総(そう)司(じ)が飲んだ所長の薬には二つの作用がある。一つ目は失った記憶を蘇(よみが)らせるもの。

			　もう一つは美女や美少女にとにかく好かれまくるというもの。

			「わ、私、頑張って赤ずきんさんと結ばれてみせます！」

			「いや、そんな意気込まれても困るわ！　どんな反応すればいいの!?」

			「そのためにもおばあさんの家を見付けます！」

			　狼フィリアが駆け出す。パタパタと揺れる尻尾(しつぽ)が彼女の感情を如実に表している。

			　ヘリオドールはバイト君に助けを求めた。

			「どうしよう、バイト君！　フィリアちゃんに総(そう)司(じ)君が食べられちゃう！」

			「まだ赤ずきんが藤(ふじ)原(わら)君と決まったわけでは」

			「いや、もうこの流れは確実でしょうが！」

			「だって、あそこに藤(ふじ)原(わら)君いますよ」

			　バイト君が指差す先には本当に総(そう)司(じ)が歩いていた。頭には何も被っておらず、いつもの学生服を着ている。赤ずきんとはほど遠いスタイルだ。

			　ようやく動いている総(そう)司(じ)に会えた瞬間でもあった。無事で良かった。ヘリオドールの顔にも安(あん)堵(ど)の色が浮かぶ。

			「総(そう)司(じ)君！　おーい！」

			「……はい？」

			　目を丸くしてヘリオドールを見る総(そう)司(じ)の手には白いコンビニ袋があった。

			「どこも怪(け)我(が)はしていないみたいね。心配したのよ」

			「……どちら様でしょうか？」

			　夢だからか、総(そう)司(じ)にはヘリオドールのことが分からないらしい。

			「あ、この辺に住む魔女よ」

			　ヘリオドールは誤(ご)魔(ま)化(か)すことにした。

			「そうでしたか。でしたら、聞きたいことがあるんですけど」

			「何……？」

			「僕のおばあさんらしき人の家はどこにあるんでしょうか？」

			　ヘリオドールは両目と口を限界まで開いて、自らが受けたショックをアグレッシブな形で表現した。

			　驚(きよう)愕(がく)のヘリオドールの反応には特に言及せず、総(そう)司(じ)はビニール袋からスポーツドリンクや、レトルト粥を出した。

			「このお見舞いセットを知らない人に渡されて、今からおばあさんの家にお見舞いに行けって言われたんです」

			「知らない人に物をもらっちゃダメでしょうが！」

			　夢の中の出来事にツッコミを入れても無駄だと知りつつも、ヘリオドールの中のツッコミ魂に自制心はなかった。レトルト粥を鷲掴みにして遠くへ投げ捨てる。

			「そもそも総(そう)司(じ)君、おばあさんの家知らないの？」

			「母方のおばあちゃんにならさっき会っていたので、父方のおばあちゃんだと思うんですけど、父からそんな話は聞いたことないんですよね」

			　そういえば前に総(そう)司(じ)が話してくれたことがあったが、彼の父親は天涯孤独で施設出身らしい。なので総(そう)司(じ)が知っている祖父母は母方だけなのだ。

			　にしても、いきなり見知らぬ人間に「さあ、おばあさんの見舞いに行ってこい！」と言われて本当に向かうあたりが、さすが総(そう)司(じ)だ。将来、詐欺に引っ掛からないか非常に心配である。

			「まあ……私はあんたのおばあさんの家なんて知らないんだけど、そんな危ない話にひょいひょい乗っちゃダメだからね」

			「肝(きも)に銘じておきます」

			　そう言ってまた歩き出すところを見ると、家を探すのを再開するようだ。ヤバい、総(そう)司(じ)君が喰われる。先ほどのフィリアを思い出し、それを止めようとヘリオドールは慌てて手を伸ばした。

			　が、すぐにその手を引っ込めた。

			（大丈夫な気がしてきたわ……）

			　主要人物二名がどちらも物語の舞台を知らないという異常事態。少なくともヘリオドールの知っている赤ずきんは、赤ずきんも狼もおばあさんの家を探し回るシナリオではなかった。

			　このまま放置しても物語が進展しない予感さえする。別に構わなくていいや、とヘリオドールはそのままどこかへ立ち去る総(そう)司(じ)を見送った。

			　バイト君が口を開いたのは、総(そう)司(じ)の姿が見えなくなったあとだった。

			「藤(ふじ)原(わら)君、記憶探しの旅はどうなったんですかね」

			「あっ」

			　狼フィリアのことで頭がいっぱいで当初の目的をすっかり忘れていた。

			　追いかけようとしても、時すでに遅し。広大な花畑の中に佇むのはヘリオドールとバイト君だけだった。

			　どうして引き留めなかったのかと後悔の念に苛まれるヘリオドール。そんな彼女を眺めていたバイト君が励ますように言った。

			「夢の中なんですし、藤(ふじ)原(わら)君が狼さんに食べられても何てことはないですよ。魔女さんが気に病むことはありません」

			「気に病むわよ！　ここで平然としてられるほど私、心強くないんだけど!?」

			「魔女さんグロ耐性ないんですね」

			「あんた、この状況よく分かってないでしょ」

			　精神年齢がお子ちゃまっぽいので無理もない話だが。

			　まずは総(そう)司(じ)を再び捜さなければならない。総(そう)司(じ)が魔物やフィリアに襲われる前に。

			　ヘリオドールとバイト君が捜索を開始するものの、どこまで行っても花畑が続いていた。家らしき建築物もなく、ずっと同じ光景を繰り返し見ているようである。

			　数分後、ヘリオドールは休憩だと座り込んだ。最初は綺麗だと思っていた風景にもいい加減腹が立ってきた。いくら美味(うま)いものでも毎日毎回食べさせられたら飽きるのと同じだ。

			「総(そう)司(じ)君、どこにもいないんだけど……」

			「諦(あきら)めて藤(ふじ)原(わら)君が狼さんに食べられるのを受け入れましょう」

			「受け入れてたまるか！」

			　この子供、自らの職務をゴミ箱に捨てている。もう少し頑張ってくれないだろうかと、ヘリオドールがずきずきと痛むこめかみを押さえた時だった。

			「キャアアアアアア！」

			　どこからか悲鳴が聞こえた。ハッとヘリオドールが慌てて周囲を見回せば、先ほどまではなかったはずの小屋が遠くにあるのが分かった。

			　まさか、あれがおばあさんの家。ヘリオドールは走り出した。後ろからバイト君も追いかける。

			「何でしょうかね、あの悲鳴」

			「分かんないけど、フィリアちゃんに何かあったのよ！」

			「もしかしたら藤(ふじ)原(わら)君が狼さんに襲われそうになったから反撃を……」

			「ギャアアアアア、絶対に阻止するわよ!!」

			「あ、はい」

			　ヘリオドールが般若の如き形相でバイト君へ振り返って叫ぶ。

			　小屋のドアは開けようにも鍵(かぎ)がかかっているようでビクともしない。

			　だが、耳をドアに当てるとフィリアの「いや……助けてぇ……」とか細い声が聞こえてくる。その声が妙に色っぽく聞こえて、ヘリオドールの顔色がみるみるうちに悪くなっていく。始まってんのか、すでに始まってんのか。

			　半泣きになっていると、バイト君が「窓から覗いてみますか」とナイスアイディアを口にした。見たくないが、このままにしておくのはもっと嫌だ。意を決して窓のほうへ回り込む。

			「誰か、誰かぁ……！」

			　狭い小屋の中でフィリアが涙を流して座り込んでいた。ベッドの脇で。

			　そのベッドにおばあさんらしき人物は寝ていたが、狼少女に気付いていないのかピクリとも動かない。

			　それだけではない。病人にしてもあまりにも痩せ衰えており、肌は土色と化している。水分をすべて吸い取られ、まるでミイラのような姿だった。

			　いや、ミイラだった。小さな小屋の中、ベッドの中で死んだ老婆はミイラとなっていた。死因はおそらく胸に突き立てられたナイフだろう。

			　殺人事件が発生した。

			「オギャー!!」

			　ホラー映画のキャスト顔負けの絶叫をしたのはヘリオドールだった。バイト君は「映画化決定ですね」と、この展開を高く評価している。そんなことを言っている場合ではない。

			　ミイラと対面してしまったフィリアは、現実世界でも見たことがないくらい狼(ろう)狽(ばい)していた。這うように玄関に向かうが、なぜか内側からもドアが開かないようだ。発狂寸前といった様子で一心不乱にドアを、開かずの扉を叩く。

			「いやあぁぁぁぁぁっ!!　開けて！　お願いだから開けてぇっ!!」

			　メルヘンな世界で突如起きた惨劇に、ヘリオドールは身を震わせた。

			「ヒイィィィィィ！」

			「魔女さんは、おばあさんを殺した犯人は誰だと思いますか？」

			「知らないわよ!!　とにかくフィリアちゃんを助けないと……あんた、ドア開けられない!?」

			「やってみます」

			　バイト君はモップでドアを壊すと思いきや、ポケットから細い針金を取り出して鍵(かぎ)穴に差し込んだ。その状態で針金を動かすこと約一分。

			　カチャッと音がした。

			「開きました」

			「絵面がヤバすぎでしょ！　子供がピッキング成功してる画なんてどこにも流せないわよ！」

			　開かれたドアから顔を涙で濡らしたフィリアが飛び出してくる。ヘリオドールにしがみついて状況を何とか伝えようとする。

			「お、おばあさんが、死んでて、ナイフが」

			「落ち着いて、フィリアちゃん。全部分かってるから」

			「私じゃ、私じゃないんです!!」

			「第一発見者にありがちなこと言わなくていいから！」

			　ひとまずここから離れたい。足が震えてまともに歩けないフィリアを連れて何とか歩き出そうとした時だ。フィリアが家の中を見て悲鳴を上げた。

			　ミイラのおばあさんが起き上がり、ナイフを片手にこちらへ近付いてくるのだ。その足取りはふらついていて、目の焦点が合っていない。

			「誰か助け……キャアアアア!!」

			「今度は何……」

			　ヘリオドールは絶句した。花畑の向こう側から夥(おびただ)しい量のゾンビがやってくるのが見えたのだ。

			　もうダメだ。そう思った瞬間、一発の銃声が鳴り響く。

			　直後、ミイラのおばあさんの頭が弾け、その場に倒れた。

			　ヘリオドールたちの背後に赤いフードを被った少年が立っていた。総(そう)司(じ)だ。その手には黒い輝きを放つ猟銃が握られ、銃口からは硝煙が上がっていた。

			「そ、総(そう)司(じ)君……？」

			「ゾンビが出たという情報を聞いたので、見にきました。無事なようで何よりです」

			　そう言って、総(そう)司(じ)は猟銃でゾンビたちの頭を次々と撃ち抜いていく。順調にヘッドショットを成功させ、バタバタと生ける屍(しかばね)が再び冥府へと旅立つ。

			　救世主の出現に安(あん)堵(ど)していたヘリオドールだったが、あることに気付いて呼吸が止まった。総(そう)司(じ)のフードは元から赤いわけではなかったのだ。何かで汚れていただけだった。

			　ゾンビの返り血である。

			　――――この村には時折、ゾンビが現れて人間を襲うという。そんな死者から村人を守るために猟師の息子がこうして殲滅しにやってくるとか。

			　少年の白いフードはゾンビの肉片や体液によって赤く染まる。それでも顔色一つ変えず、ゾンビを撃ち抜く姿に人は畏(い)怖(ふ)を覚え、彼をこう呼ぶようになった。

			　そう、「赤ずきん」と――――。

			「赤ずきん、そんな凄(せい)惨(さん)な物語だった!?」

			　血生臭い花畑の中心でヘリオドールは力強く叫んだ。

			　頭部が潰れたゾンビが大量に横たわる花畑は、一種の地獄絵図と化していた。花の香りも血と腐(ふ)敗(はい)した肉の臭いで塗り潰されていく。

			「ミッションクリアです」

			「クリアじゃないわ!!」

			　銃を下ろしながら呟(つぶや)く総(そう)司(じ)に口元を押さえたヘリオドールが怒鳴る。メルヘンチックな世界を荒廃したグロテスクワールドに変えた罪は重い。

			　突如始まった虐(ぎやく)殺(さつ)タイムに、フィリアも気絶してしまった。平然と眺めていたのはバイト君くらいだった。同じ存在ということで肝(きも)の据わりようが半端でない。

			　一方のヘリオドールは何とか立ち上がろうとしても、腰が抜けて立てない状態だった。自分の顔の真横を銃弾が掠(かす)めていく経験をしたのは、おそらくアスガルド人では彼女ぐらいであろう。

			「ったく、あんたの夢ってハーレムを作ることだったんじゃないの？」

			「ハーレム？　どうして僕が……」

			　これっぽっちも興味がないといったふうに首を傾ぐ総(そう)司(じ)の反応に、ヘリオドールは肩を落とす。夢というものは見るものの願望を叶えると言われている。そこに所長の薬が加わっているというのに、いつもの総(そう)司(じ)と変わらない様子。

			　これはひょっとしたら、彼はもうこの歳で枯れているのかもしれない。口には決して出せない推論を立て、ヘリオドールはひたすら震えた。

			「藤(ふじ)原(わら)君」

			　そんな彼女に代わってバイト君が総(そう)司(じ)の前に立つ。総(そう)司(じ)がわずかに目を見開いた。

			「あれ？　小さな頃の僕とよく似た男の子ですね……」

			「初めまして。君の防衛本能です」

			「ああ……それはそれは……いつもありがとうございます」

			　ヘリオドールが思うにあまり機能していないお飾り装置なのだが、本人が感謝しているようなので何も言わないでおく。

			　ともあれ、本人同士が並ぶとバイト君が総(そう)司(じ)に似ているのがよく分かる。どちらも死んだ目をしていた。

			「どうして、僕の防衛本能がこんなところにいるんでしょうか？」

			「総(そう)司(じ)君を捜しにきたのよ。あんた、忘れちゃった何かの記憶を思い出したいんじゃないの？」

			「記憶……？」

			　総(そう)司(じ)が小声でその単語を繰り返す。それに対してヘリオドールは違和感を覚えた。いつもの感情の込もっていない声のはずなのに、この時ばかりはどこか頼りなく聞こえたのである。

			　時が止まったように動かなくなってしまった総(そう)司(じ)に、ヘリオドールがどう声をかけようか考え始めた時だった。

			　パリンッ、と硝子(がらす)が割れるような音がした。音に呼応するかのように花畑の光景がヒビ割れていく。ゾンビの死体の山もフィリアも煙のように消え去ってしまう。

			「なっ……にこれ……」

			　砕け散っていく景色の奥から新たな光景が現れる。どこかの町並みのようだった。歩く人々の表情は決して明るいものではなく、兵士の姿が多い。

			　ヘリオドールは息を呑む。そこはウルド中心部だった。

			　だが、もし、この光景が総(そう)司(じ)の記憶が作り出したものだとすれば、有り得ないことが起きていた。

			（あの店……）

			　古びた造りの店。あそこはヘリオドールがいつも通っていた菓子店で、ケーキがとても美味(おい)しいところだった。

			　けれど、今はもうない。約三十年続いてきたが、ついに閉店してしまって、別の店となったのだ。

			　それはヘリオドールが総(そう)司(じ)と出会う前、約二年前の話である。

		

	
		
			少年と過去の扉

			　

			「どうして……総(そう)司(じ)君があの店を知ってるの……？」

			　静かに問いかけるヘリオドールの声も聞こえていないのか、総(そう)司(じ)は周囲を見回している。彼の目にこの光景はどのように映っているのだろう。

			　一歩一歩、ヘリオドールは少年へと歩み寄った。口の中がからからに渇き切っている。

			　今まで総(そう)司(じ)が怖い怖いとはしょっちゅう思っていた。それは彼のフリーダムな性格とその驚異的な身体能力からくるものだった。先ほども突如始まったゾンビ退治で散々震え上がらせてくれた。

			　だが、今この瞬間、ヘリオドールは本当の意味で総(そう)司(じ)を恐ろしいと感じていた。

			「総(そう)司(じ)君……あんた、前にもこの世界に来たことがあるの……？」

			「……そうだったりするんでしょうか」

			　総(そう)司(じ)が怯(おび)えと不安を浮かべる金色の瞳(ひとみ)を見ながら、曖昧な言葉を紡いだ。やがて、空からちらほらと雪が舞い降る。

			　また、雪だ。

			「そうだったら、どうして僕はそんな大事なことを忘れていたんでしょうか」

			「そ、それは」

			「……どこかでヘリオドールさんと会っていたのかもしれませんね」

			「！」

			　自分の名前に反応して、ヘリオドールは総(そう)司(じ)の下へ急いで駆け寄ろうとした。

			　だがその足元に突如黒い穴が開いて、総(そう)司(じ)が落ちていくほうが先だった。ヘリオドールが手を掴もうとするも間に合わない。それどころか、徐々に広がっていく穴の中へ同じように落ちてしまった。

			「うぎゃあ！」

			　この穴に落ちると、必ず顔面から落ちる仕組みにでもなっているのだろうか。ヘリオドールは鼻を押さえながら、その場に蹲(うずくま)った。横ではまたも華麗な着地を遂げたバイト君がいた。

			「大変ですね」

			「私のこと馬鹿にしてる!?」

			　シリアスな空気がどこかに吹っ飛んでしまった。バイト君はいるものの、肝心の本人がいない。

			　しかも、花畑でもウルドの中心部でもない場所に二人はいた。どこかの城の中なのか、広い廊下のようなところだ。壁には様々な絵画が飾られ、床には黒い絨毯が敷かれている。

			「ユグドラシル城……ってわけでもなさそうだけど」

			「魔女さん、魔女さん。あそこの大きなドア、少し開いてます」

			　確かに絨毯と同じ黒色のドアにほんの少し隙間ができていた。中からは女の声も聞こえてくる。

			　ヘリオドールは周りに誰もいないことを確認してから室内を覗いてみることにした。

			「どうだ、あの者はまだ見付からないのか？」

			「はっ、申し訳ありません、女王陛下……」

			　どうやら王座の間のようだ。そこでは黒いドレスに身を包んだ赤髪の美女が、兵士たちに誰かを捜させているようだった。

			　ヘリオドールは二つの意味で驚いた。一つは兵士が全員骸骨であったこと。もう一つは総(そう)司(じ)があんなに美しい女性に会っていた、という事実にだった。

			「だ、誰よ、あれ……！」

			「ものすごく女王様って雰囲気がしますね」

			「女王様って……王女様なら一人いるけど……」

			　魔法も拳もどっちもいける脳筋ハイエルフのお姫様のことである。

			「ふむ……捜索から一週間も経つというのに手がかりなしか」

			　成果のない兵士らの報告に美女は腕を組んで唸った。

			　美女が誰かを捜している。この時点でヘリオドールは嫌な予感がした。

			　すると、骸骨兵士の一人が「そうだ！」と明るい声を出した。

			「いくら捜してもダメなら、こちらから誘き寄せてみましょう！」

			「誘き寄せるとは……？」

			「この城で舞踏会を開くと町中にビラをばら蒔くのですよ。平民が城に足を踏み入れることができる貴重な機会。決して逃すはずがありません」

			「なるほど……それではお前の意見を採用しよう。では、早速舞踏会の準備を始めるぞ。城の者を集めろ！」

			「かしこまりました！」

			　兵士らとともに大臣らしき骸骨たちも部屋から出ていく。ドアの脇に移動したヘリオドールとバイト君には誰一人として気付かなかった。

			　そして、一人部屋に残された美女は紅い瞳(ひとみ)を蕩(とろ)けさせ、独り言を呟(つぶや)いていた。

			「くくく……待っていろ、シンデレラ。すでにお前と私のためのダブルベッドは用意している……」

			「シンデレラっていうか、総(そう)司(じ)君逃げて！　超逃げて！」

			　舞踏会が始まる前から相手の感情値がマックスな時点で、シンデレラの話じゃなくなっているし、女王様が何か怖い。こっちはフィリアと違って早めに見付けなければと謎の義務感に駆られ、ヘリオドールはバイト君とともに城を出ることにした。

			「藤(ふじ)原(わら)君の気配がします」

			　バイト君のその言葉を信じて。

			　とにもかくにも総(そう)司(じ)を捜さなければならない。先ほどの世界同様、童話がモチーフとなっている空間だとするなら、今回はシンデレラだ。

			　とするなら、総(そう)司(じ)は平民の役ということになる。

			「この城にはいないってことになるわね……」

			　それは確実だ。だが、問題はそこから先のことだ。

			　女王が権力フル活用で捜しているのに見付からない総(そう)司(じ)を、果たしてヘリオドールたちが見付けられるか、だ。

			「バイト君、何かこう……共鳴とかしたりして、居場所分かったりしないの？」

			「僕も超能力者じゃないので。とりあえずいったん、外に出てみましょう」

			「うん……」

			　確かにこうして悩んでいても始まらない。ヘリオドールはバイト君の提案に頷いた。

			「……それにしても」

			　歩きながらヘリオドールは思った。

			　超ご都合主義な世界だな！　と。

			「城だっていうのに見回りの兵が一人もいないし……」

			　しかも、至るところに「出口はこっち」と言わんばかりに矢印の立て札がある。ＲＰＧの序盤のダンジョンだってここまで優しくはない。

			　罠の可能性もあるが、どうせ出口が分からないのだ。一か八か、矢印に素直に従ってみる。すると、いつの間にか城の裏口に出てしまっていた。

			「城の警備ガバガバじゃないの……」

			「童話の世界なんてこんなものです。それより、外に出たようなら早く町に出て藤(ふじ)原(わら)君を捜してみましょう」

			「はいはい」

			　突っ込んだら負けなんだなぁと悟りの境地に至りながら、ヘリオドールは駆け出すバイト君の後に続いた。

			　町はウルド中心部そのままの情景が広がっている。だが、やはり総(そう)司(じ)は知らないはずの、今はもう閉店した店や取り壊しになった家がいくつもあった。

			「……ねえ、この世界って私の記憶も元になってたりするの？」

			「藤(ふじ)原(わら)君の夢は藤(ふじ)原(わら)君の記憶が材料のはずです」

			「だって、あの店もあの家もずっと前に取り壊されたのよ？　総(そう)司(じ)君が知ってるはずは……」

			　ヘリオドールの言葉が途切れる。彼女の視線の先には一軒の民家。その家の表札には藤(ふじ)原(わら)、としっかり書いてあった。

			「思いっきり住んでる……」

			「中に入ってみますか？　藤(ふじ)原(わら)君はシンデレラの役だから、もしかしたらお母さんやお姉さんに虐(いじ)められてるかもしれません」

			「うげっ」

			　ヘリオドールは顔をしかめた。

			　そう、シンデレラは女が怖くなる童話の上位に立つ物語である。フィクションとはいえ、総(そう)司(じ)が自分もよく知る人物から陰湿ないじめを受ける光景を見たら地味にショックだ。

			　主役二人の性別が逆転しているので、父と兄に代わっている可能性もある。が、そうだとしても知っている者だとすれば、やはり精神的にくるものがある。

			「誰かしら……普通に似合いそうっていうか、はまり役はオボロだけど……」

			「魔女さん、誰かが藤(ふじ)原(わら)君のお家に入りますよ」

			「えっ、あれって……」

			　総(そう)司(じ)と同じ制服を着た少年がやけに急いだ様子で、家へ入っていく。それは間違いなく、ノルン国の王子であり総(そう)司(じ)の親友であるクォーツだ。

			「……王子が総(そう)司(じ)君の兄ってこと？」

			「よっぽど急いでたんですかね、あの人ドア開けたままですよ」

			　バイト君の言葉通り、玄関のドアは完全に閉め切られてはいない。いつまで経っても閉めにこないということは、そのことにすら気が付いていないようだ。

			「入ってみましょう」

			「さすがに不法侵入はまずいんじゃ……」

			「大丈夫です。さっき入っていった人に怒られても、なんかあまり強そうじゃなかったから僕でも倒せそうです」

			「何で暴力沙汰になること前提で話進めてるのよ!?」

			　不法侵入された側なのにボコられることが確定している王子が哀れすぎる。ほろ苦い珈琲を飲んだような気分になりつつ、ヘリオドールはバイト君とともに藤(ふじ)原(わら)家に潜入した。

			　外装こそ木造の一軒家だったのだが、中はアスガルド風の構造になっていた。玄関では靴を脱ぐようになっており、廊下の奥には台所があるようだった。

			　しかし、怖い。玄関の靴棚の上には人面犬の置物が置かれ、階段には一段ずつこけしが設置されている。

			「総(そう)司(じ)君……心に闇でも抱えてるのかしら……」

			「藤(ふじ)原(わら)君の心はいつでも晴天です」

			「あの死んだ目で晴れ渡ってんの？」

			　どう考えても濁(にご)りきった心の情景である。

			　よく言えばシュール、悪く言えば心霊スポットのような家の主を捜していた時だ。

			「アーッ！」と悲鳴が聞こえた。二階からである。

			　異変はそれだけではない。カン、カンとドミノ倒しの要領でこけしが上から順に倒れていく。

			　最後の一体が倒れ、ゴトンという音が廊下に響き渡った。そのこけしはヘリオドールたちの下へと転がっていく。

			　ただ無言でこけしの動向を見守っていたヘリオドールだったが、ふと妙な気配を感じて台所へと視線を向けてみた。

			　そして、見てしまったことを後悔する。

			　白い服を着た髪の長い女が包丁を持って立っていたのだ。

			「ドワァァァァァ!!」

			「どうして帰ろうとするんですか、魔女さん」

			　絶叫しながら家から出ようとするヘリオドールのローブをバイト君が掴む。

			「この家、明らかに祟られてるでしょ!!」

			「そんなそんなまさか」

			「どっからその余裕はくるの!?」

			「それより二階に行ってみましょう。今の悲鳴が気になります」

			「私はこの家そのものが気になるんだけど」

			　番組で心霊スポットに潜入する芸能人もこのような思いをしているのだろうか。ヘリオドールは深く息を吐いて覚悟を決め、階段を一段一段上がっていく。

			　ギシ……ギシ……と軋む音が恐怖を煽(あお)る。二階は明かりが点けられていないのか、闇に包まれている。昇り終えた先に何かが待ち構えていないかと怯(おび)えてしまう。

			「そ、総(そう)司(じ)くーん……？」

			　小声で呼んでみるも返事は返ってこない。悲鳴がしたのだから二階には誰かがいていいはずなのだが、人の気配がまったく感じられない。

			「あの叫び声は断末魔で、もう生きている人は誰もいないのかもしれませんね。あ、殺した犯人はいると思いますが」

			「思いますじゃない！」

			　サラッとバイト君がホラー感を増長させることを言う。

			「ひぃぃ……」

			　震える足を叱(しつ)咤(た)して、どうにか二階に辿り着いたものの、やはり暗くて壁がどこにあるのかすら分からない。

			　魔法が使えれば灯りが出せるのに……と思っていると、背後で何かが光った。

			　振り向くとバイト君のモップの先端がぼんやりと青白く発光していた。

			「これなら前が見えます」

			「そのモップ多機能ねえ……」

			　もはや感嘆の声しか出ない。

			　しかし、貴重な光源である。ヘリオドールはモップをバイト君から借りると、懐中電灯の要領で前方を照らしながら進んでいく。

			「でも、これもっと強く光らないの……？　これはこれで何か怖いんだけど」

			「ふと前を照らしていたら赤い服を着た子供が……」

			「ぎゃーっ！」

			「いたら藤(ふじ)原(わら)君もきっと喜ぶと思います」

			「フェイントやめなさい!!」

			　ヘリオドールの心臓がバクバク鳴る。

			「私は喜んで欲しくないわ……あ、あそこの部屋、明かりが点いてる……」

			　白い光が漏れている部屋を見付け、ごくりと息を呑む。

			　人面犬とドミノこけし。悲鳴に謎の女。ここまで様々なものに遭遇したのだ。ここまできたら何でもかかってこいという感じだ。

			「口裂け女でもテケテケでもトイレの花子さんでも、かかってきなさいよ……もう私は何も驚かないわよ」

			「花子さんはトイレにしか出ません」

			「揚げ足取るんじゃないわよ！」

			　ちょっとだけ元気が出た。

			「さて……」

			　部屋の脇に立ち、深呼吸してから思い切って部屋を覗いてみる。

			　部屋の真ん中に置かれた大きめの机。総(そう)司(じ)とクォーツが椅子に座り、そこで何かを一心不乱に書いている。

			「藤(ふじ)原(わら)、このコマの台詞(せりふ)はどんな感じに書くべきだ？」

			「『シンデレラ！　早くしないと納豆に牛乳入れるわよ！』でいいんじゃないですかね」

			「なるほど」

			「斎(さい)藤(とう)君、このページはなかったことにしてもいいですか？　全年齢向けなのに、とてもいかがわしい内容になってます」

			「やめてくれ藤(ふじ)原(わら)！　そのページを描き上げるまでに何時間かかっ……アーッ!!」

			　二人のやり取りを眺めるヘリオドールの目は濁(にご)り切っていた。

			　彼らは書いているのではない。描いているのだ。何かの原稿を。

			「魔女さん、あれはコミケに出す薄い本の原稿のようです」

			「んなこたぁ言わなくても分かってるわよ……」

			　夢云々ではなく、普通にやってそうである。人間の業を見ているような気がしてヘリオドールは思わず目を背けてしまった。

			　こっそり覗くこと一時間。総(そう)司(じ)とクォーツの二人は、黙々と同人誌の原稿を描いていた。

			　よく見ると棚にはギャルゲーのソフト、漫画、ラノベが綺麗に並べられ、棚の上には美少女フィギュアがいくつも飾られている。トドメに、壁に貼られた『魔法熟女ジョセフィーヌ』の巨大なポスター。

			　あまりにもガチ勢、もはや一種の悪夢である。

			「ねえ……これシンデレラ要素あるの？」

			　ついにヘリオドールが禁断の一言を口にした。

			「シンデレラですよ。城で舞踏会を開くみたいだし、藤(ふじ)原(わら)君、一生懸命頑張ってるじゃないですか」

			「私、シンデレラが同人作家だなんて初耳なんだけど!?」

			「でも、このままじゃ物語が全然進みません。多分、郵便受けに舞踏会の招待状が入れられても二人とも気付きませんよ」

			「それはいいことなの？　悪いことなの？」

			「さあ、それは僕にも……」

			　話し合っていた二人の耳に再び入り込んできたクォーツの「ギャーッ」という悲鳴。また総(そう)司(じ)に注意されたのかと思いきや違う。今度は何かが割れるような音もした。

			「あ、あれは……！」

			　黒いカラスだ。黒いカラスが窓硝子(がらす)を突き破って部屋に侵入してきたのだ。硝子(がらす)片が飛び散る室内で変わらず作業を続ける総(そう)司(じ)とは違い、クォーツは突然の出来事に悲鳴を上げている。

			「カァー」

			　カラスは口にくわえていた白い封筒を机の上に落とすと、半壊した窓から再び大空へ帰っていった。

			　しばしの静(せい)寂(じやく)が室内を包む。それを破るように、総(そう)司(じ)が封筒の中身を開け始める。

			「藤(ふじ)原(わら)、それを開けてはならん！　不幸の手紙かもしれないぞ！」

			「そんなそんなまさか」

			　すでに自宅の窓を壊されてるという不幸に見舞われているせいか、総(そう)司(じ)は一切動じない。

			　封筒の中に入っていたのは便(びん)箋(せん)が一枚。一通り読み上げた総(そう)司(じ)は首を傾げた。

			「今晩、お城で舞踏会が開かれるみたいですよ。急な話ですね……」

			「そんなものがどうして平民である俺たちの下に届く？」

			「今晩は平民であっても、十代の男（できれば黒髪で死んだ目をした敬語で喋(しやべ)る少年）は舞踏会に来てもいいそうです」

			　ポイント絞りすぎ。

			「確か女王は絶世の美女と聞く。行ってみようではないか」

			　こういう流れか、とヘリオドールは意味もなく身構えた。

			　ここで総(そう)司(じ)を置いていこうとはせず、一緒に行こうとするのはクォーツらしいのだが。

			「僕はお留守番します。斎(さい)藤(とう)君だけで行ってきてください」

			「えぇっ!?」

			（えぇっ!?）

			　クォーツのみならず、ヘリオドールも心の中で叫んだ。このシンデレラ、自ら物語の軌道を直しにきている。

			「ど、どういうことだ、藤(ふじ)原(わら)。絶世の美女なのだぞ？　それに敬語で黒髪で死んだ目をした十代の男って、貴様ドストライクではないか」

			「原稿やってる間に録り溜めしたアニメ観ないといけませんから」

			「む……なるほど……」

			　あくまで二次元を優先させるオタクの鑑であるし、その廃人めいた欠席理由に納得するクォーツも同類である。

			「まあ……形としてはシンデレラになってんの……かしら？」

			「でも、このままだと藤(ふじ)原(わら)君、南瓜(かぼちや)の馬車がきても乗車拒否しそうですよ」

			「……もしかして、クォーツ王子がシンデレラ役ってこと？」

			　まさかの展開にヘリオドールの頭もこんがらがる。

			　そうしている間にも、クォーツは身支度を始めていた。と言っても、学生鞄(かばん)に持ち物を詰め込んでいるだけなのだが。

			「ハンカチ、ティッシュは持ちましたか？」

			「見くびるな！　そのぐらい用意してある！」

			「落ちている物は拾って食べないでください。近道と言って普段通らない道を歩かないでください。知らない人に声をかけられても無視してください。あとは……」

			「大丈夫だ、安心しろ、藤(ふじ)原(わら)！」

			　小学生に言い聞かせるように言葉を並べていた総(そう)司(じ)を、クォーツが呆れた様子で制止する。

			「とりあえず何かあったら貴様に電話をすれば何とかなるだろう！」

			　とても安心などできない。もし、ヘリオドールが総(そう)司(じ)の立場であれば、心配でやはり同行するだろう。

			　だが、総(そう)司(じ)は表情一つ変えることなく言い切るのだった。まあ、頑張ってください、と。

			　見送りぐらいはすると総(そう)司(じ)が言い出したので、ヘリオドールは慌ててバイト君を連れて二階から降り、見付からないように台所に隠れた。

			　あの包丁を持った女はもういない。

			　少し遅れて二人も階段を降りてきた。

			「一人ぐらいはお持ち帰りできるように頑張るぞ、藤(ふじ)原(わら)！」

			「僕の家じゃなくて、君の家にお願いします」

			　高笑いを上げながらクォーツが家から出ていく。

			（本当に王子一人で行っちゃったわね……）

			　少しは行きたいという気持ちはないのだろうか。

			　ため息をつくヘリオドールに気付くことなく、総(そう)司(じ)は二階に戻ってしまった。

			「僕たちも行ってみましょう」

			「どっちに？」

			「この場合、藤(ふじ)原(わら)君でいいかと思います。王子様の珍道中を見ても仕方ないし……」

			「あんたも総(そう)司(じ)君もほんと王子に容(よう)赦(しや)ないわね」

			　しかし、賛同できる意見だ。ヘリオドールはまたあの軋む階段をゆっくりと昇り、唯一明かりのついた部屋を覗いてみた。

			　原稿がある程度落ち着いたのか、総(そう)司(じ)は本当に録り溜めしたアニメを見始めていた。

			　数分後、不思議そうに首を傾げて漫画を開き、何やらアニメと交互に視線を向ける。謎の行動にヘリオドールは困(こん)惑(わく)した。

			「あれは……何してんのかしら？」

			「アニメオリジナルのシーンがあったんじゃないですかね。多分、原作と見比べているんだと思います」

			「それ、リアルにやってる人多そうね……」

			　それにしても、アニメのどこがそんなに楽しいのかとヘリオドールは呆れの表情を浮かべる。しかも、あんな可愛いだけの女の子がたくさん出てくるのみの萌(も)え系。

			　実際にはいないキャラよりも実在する女の子にもっと関心を抱くべきである。

			（何が魔法熟女よ……私だって魔女だし、私のほうが可愛いじゃないの……）

			　唇を尖らせながらもアニメを観る。主人公が採れたばかりのウニを元カレから投げ付けられているシーンだった。

			　それから数分後。ヘリオドールは重い口を開いた。

			「かなり面白いじゃないの、あのアニメ」

			「ようこそ、オタクの世界へ。もう元の世界には帰れません」

			　一人の人間が堕落の道を歩き始めた頃、図らずともその案内人となってしまった総(そう)司(じ)は、何かに気付いたようでアニメを一時停止した。

			「あらやだ」

			　そう言って総(そう)司(じ)が手に取ったのはスマホだった。総(そう)司(じ)の携帯電話はいまだにガラケーなので、あれは彼のものではない。

			　考えられることはただ一つ。

			「斎(さい)藤(とう)君……」

			　親友の名を呼ぶ総(そう)司(じ)の声もどこか弱々しい。

			　何かあったら電話すると自信満々に語っておきながら、このザマである。可哀想(かわいそう)、とヘリオドールは思った。もう二人とも可哀想(かわいそう)だ。

			「届けに行かないと……」

			　アニメ視聴を後回しにする程度にはクォーツへの気遣いはあるらしい。

			　総(そう)司(じ)が部屋から出ていく。その瞬間、ヘリオドールは絶対にバレたと思ったのだが、彼がこちらを見ることはなかった。

			　そもそも人間感知器のような総(そう)司(じ)が、ずっと部屋の外にいるヘリオドールに気付かないこと自体がおかしい。

			「夢って不思議なもんね……」

			「魔女さん、藤(ふじ)原(わら)君を追いかけたほうがいいです」

			「分かってるわよ」

			　子供の忘れ物を届けに行く親のような理由だが、総(そう)司(じ)も城に行く用事ができた。

			　特に魔女によるビフォーアフターシーンもないものの、南瓜(かぼちや)の馬車ぐらいはあるだろうか。総(そう)司(じ)を追ってヘリオドールたちも家を出る。

			「へい、らっしゃい！　南瓜(かぼちや)はいかがかな!?」

			　南瓜(かぼちや)の馬車はなかったが、南瓜(かぼちや)を売るトラックはあった。

			　捻りはちまきを頭に巻いたオッサンが、ゆっくりとトラックを走らせている。荷台には山のように積まれた橙色の南瓜(かぼちや)。

			「すみません、ちょっといいですか」

			　しかも、なぜかオッサンに総(そう)司(じ)が話しかける。

			「何だボウズ。南瓜(かぼちや)か？」

			「舞踏会に行った友達がスマホを家に忘れてしまったから、城に行きたいんです。助手席に乗せて欲しいんですけど……」

			「あいよ！　さあ、乗りな！」

			　交渉成立。特に見返りも求めずに承諾したオッサンが助手席のドアを開ける。それに乗り込む総(そう)司(じ)に焦るのはヘリオドールだ。

			「ちょっとちょっと！　トラックに乗られたら私たち追い付けないわよ!?」

			「魔女さん、僕たちはこれでお城に行きましょう」

			　運転席側のドアにでかでかと書かれたパンプキンタクシーの文字。橙色のカラーリング。深緑色の南瓜(かぼちや)のイラストがいくつも描かれた車体。

			　バイト君の言う『これ』にヘリオドールは両手で顔を覆(おお)った。

			　舞踏会にタクシーで行くなんて虚しすぎる。

			　ヘリオドールは眼前に聳(そび)え立つ城を見て、「あれっ」と首を傾げた。特に外装は変わっていないのだが、やけに禍々しく感じるのだ。なんかこう……負のオーラを纏(まと)っているような、そんな感じだ。

			「やだ。私、ここにもう一度入るの絶対嫌なんだけど……」

			「もしかしたら女王様は藤(ふじ)原(わら)君が三次元より二次元を優先したことを悲しんでいるのかもしれません」

			「もう、それ悲しいなんて言葉じゃ片付けられないけどね」

			　まあ、女王は総(そう)司(じ)がまさか舞踏会を拒否った理由が、アニメ鑑賞のためとは思っていないだろう。今も総(そう)司(じ)が南瓜(かぼちや)売りのトラックで来たのも、友人に忘れ物を届けるためである。

			　総(そう)司(じ)は門の前に立つ見張りの兵に声をかけた。

			「すみません、ちょっと友人が携帯を忘れてしまったので届けにきたんですけど……」

			「ん？　何だ、だったら城に入って渡してこい。お前のような死んだ目のガキが女王の好みらしいからな」

			「……僕も入らなきゃいけないんでしょうか」

			「俺たちじゃ、お前の友人がどいつかなんて分からないからな。それが一番早い……」

			「だったらいいです。このまま帰りますね」

			「お……おいぃぃぃぃぃ!?」

			　本当に踵(きびす)を返して帰ろうとする総(そう)司(じ)に、兵が慌てて腕を掴む。

			「ここまできたなら入れよ!!」

			「だって、これ以上時間がかかるようだと帰る時間も含めたら、アニメの放送に間に合わなくなりそうで……」

			「お前の友人携帯なかったら困るんじゃね!?　友人とアニメどっちが大事なんだよ!?」

			「アニメが観たいです」

			　ぶれない。総(そう)司(じ)の中にあった友情という二文字は木っ端微(み)塵(じん)となっていた。

			　夢の中でぐらい優しくしたれよ……とヘリオドールが苦笑いを浮かべていた時だ。

			「ソウジィィィィィィィ!!」

			　夜空を背景にして聳(そび)え立つ城の中から聞こえる総(そう)司(じ)を呼ぶ声。ハッとヘリオドールが見上げれば、最上階の窓から誰かがこちらを覗き込んでいた。

			　絶対女王だ。ヘリオドールはそう確信した。

			「ソウジ……ああ、私のソウジ！」

			「うげっ!?」

			　その人物はなんと窓から飛び降りた。赤い髪と黒いドレス。やはり、女王である。

			　このあと起こる悲劇を予想してヘリオドールが素早く動いた。口をポカンと開けたまま空から飛来する女王を眺めていた総(そう)司(じ)の手を掴み、走り出す。

			　まさかの邪魔者に女王が地面に着地すると同時に怒号を上げた。

			「魔女め、私とソウジの再会を邪魔するな!!」

			「だって、あんた何か変なの持ってんだもん!!」

			　ヘリオドールの言う通り、女王の手にはハートの形をしたピンク色の枕があった。ヘリオドールの指摘に、女王は眉を吊り上げて自慢気に語る。

			「これはソウジの枕だ！　ちなみに私の枕はもう少し赤っぽいぞ！」

			「枕の色なんてめちゃくちゃどうでもいいんだけど!?」

			「ピンク色の髪をした女の人にお聞きしたいんですけど、僕はどうしてあの赤い人に命を狙われているんでしょうか……？」

			　後ろを振り返りながら総(そう)司(じ)が尋ねる。意味は違うものの、危機が迫っていることは感じているようだ。

			「あんたは今の会話からどうやって自分の命が狙われてるって判断したの!?」

			「いえ、どこからかカチカチ……って時計の針みたいな音がするじゃないですか。もしや、あの枕の中には時限爆弾が入っていて、それで僕を……」

			「あんた想像力膨らませすぎだから！　……でも、確かに聞こえるわね」

			　カチ……カチ……と小さく聞こえる音にヘリオドールも気付き、後ろを振り向いた。女王というより魔王のような形相の美女が持つ枕に、どうしても視線がいく。

			　まさか、総(そう)司(じ)のつれない態度に業を煮やし、強引な形でもいいから結ばれようと心中を……。ヘリオドールも丸々と肥え太った想像力でそんな恐ろしいことを考える。

			　そんな彼らを正気に戻させたのは、バイト君であった。その手にはカチカチ音を発する目覚まし時計。

			「僕が持っている目覚まし時計から音がします」

			「あんたかい!!」

			「魔女さん、どうやらこの世界は十二時までに藤(ふじ)原(わら)君を連れて脱出しないといけないみたいです」

			「えっ!?」

			　時計が示している時刻は現在十一時五十分。タイムリミットまであと十分しかない。

			「十二時までに出られないとどうなるの……？」

			「藤(ふじ)原(わら)君があの女王様と結婚させられるみたいです」

			「行くわよ、総(そう)司(じ)君!!」

			「わぁー」

			　ヘリオドールの走行速度が格段にアップした。

			　だが、女王も負けてはいない。美しい赤髪を靡(なび)かせ、ドレスをはためかせて猛スピードで追いかけてくる。

			　このままでは追い付かれるのも時間の問題である。

			「バイト君、そもそもどうやってここから出ればいいの!?」

			「それは僕にも……」

			「ええええええ!?　時間もないし、怖いのも追いかけてくるし、どうしたら……あっ！」

			　処理しなければならない事案が多すぎる。半泣きになっていたヘリオドールだが、前方にある乗り物に気付くと一筋の希望を見出した。

			　ヘリオドールとバイト君が城に行くために利用したパンプキンタクシーが停まっていたのである。客はおろか、運転手も乗っていないが、もうこれしかないとヘリオドールは運転席のドアを開いた。

			「総(そう)司(じ)君！　バイト君！　後ろに乗って!!」

			「魔女さんが運転するんですか？」

			「大丈夫！　こないだウトガルドで運転免許証取ったから!!」

			　仮免で十回落ちたが。

			　エンジンには鍵(かぎ)が差さったままだ。夢の中といえども無用心すぎるものの、ヘリオドールにとって都合がいいことに変わりはない。

			　現在十一時五十五分。せめて、あの女王を撒かなくては。ヘリオドールはエンジンをかけると、アクセル全開でタクシーを発進させた。

			「ウオッリャァァァァァァ!!」

			「わー」

			「わー」

			　レーサーの目になったヘリオドールの雄(お)叫(たけ)びが決して広くはない車内に響く。

			　後部座席では総(そう)司(じ)とバイト君ががくんがくんと体を揺らしていた。シートベルトがなかったら、そこら中にぶつかっていたかもしれない。

			「どうかしら!?　こんだけぶっ飛ばせば追いかけて来れないでしょ！」

			　ヘリオドールは得意気に笑いながら、バックミラーを覗き見た。予想通りそこに女王の姿はない。

			　あとは出口とやらを探すだけだ。ひとまず去った最大の危機にヘリオドールが安(あん)堵(ど)のため息を漏らした直後だった。

			　突如、ボンネットに黒い物体が落ちてきた。

			「ソウジを返せぇぇぇぇぇぇ!!」

			「ギャアアアアアアア!!」

			　女王である。女王が車にしがみつき、窓硝子(がらす)を殴っている。

			　あんな細腕のどこにこんな力を秘めているのだろう。硝子(がらす)に蜘蛛の巣のような形のヒビが入る。

			　ヘリオドールは今度こそ泣いた。こんな体験、ペーパードライバーには早すぎる。

			「ヒエェッ!!」

			　下手なホラーより怖い。パニックに陥(おちい)ったヘリオドールのハンドルさばきも荒々しく変化していく。

			　ハンドルを適当に回しまくっているくせに、アクセルだけは立派に全開のまま。車内に三人、車外に一人を乗せたタクシーはアクション映画も真っ青なアクロバティックな動きを披露していた。

			　騒ぎながらハンドルを回しまくる運転手は気付いていないようだが、民家に衝突しまくっている。

			　ジリリリリリという音が後部座席から聞こえた。

			「どうしたの、バイト君!?」

			「十二時になりました」

			「嘘ぉ!?」

			　この状態で振り向くこともできず、車にはりつく美女に恐れおののきながら叫ぶ。

			　そして、次の瞬間、辺り一面を白い光が包み込んだ。

			「きゃっ！　ちょ……何!?」

			　それとともに体を浮遊感が襲う。シートベルトが勝手に外れてしまっていた。

			　ぶつかる！　というヘリオドールの不安を察知したかのように、車からは天井が消え、三人は白い光の中に飲み込まれていく。

			「待ってくれ、ソウジ！　私はお前のことが……！」

			　ボンネットに取り残された女王が切なげに訴える。その表情は悲哀に満ちていて、ヘリオドールの心の中にわずかな罪悪感が生まれた。

			（いやいや、でも、すごく怖かったからね）

			　ぶんぶんと首を振っていると、白い視界は一瞬にして黒一色に染まったのだった。

			　まるで照明のスイッチをオンからオフに切り替えたかのように、世界は一瞬にして闇と化した。

			　だが、しかし。予想もしていなかった恐怖を幾度も体験してきたヘリオドールには、もはや恐れるものは何もなかった。

			　次は白雪姫か、人魚姫か。ここまで童話で攻めてきたのだから、次もそれをモチーフにした世界に違いない。いつまでも続く闇の中を漂いながら、そんなことを考えていた。

			「総(そう)司(じ)くーん、バイトくーん、どこにいるのー？　おーい」

			　どこにいるかも分からない二人に向かって呼びかける。総(そう)司(じ)はまたいなくなっていそうな気がするが、いざという時の戦闘要員であるバイト君がいないのが心許ない。

			　せめてバイト君とだけでも合流はしておきたい。そう思いながら、もう一度叫ぼうとした時だった。

			　カチッとスイッチを入れるような音がしたあと、目の前に広がる黒が緑に変化した。

			「！」

			　同時に浮遊感が消えて足が地面についた。

			　見回すと、どこかの森のようで青々とした木が生い茂っていた。豊かな森のようで、あちこちから鳥の鳴き声が聞こえてくる。

			　木の葉の隙間からは木漏れ日が差し込み、鬱蒼とした森の中に小さな光をもたらしていた。

			　どこだろう。そう考えるより先に「なんて居心地のいい場所なんだろう」と思ってしまっていた。

			　人の気配はなく、穏やかな空気が流れている。ヘリオドールは周囲を見回しながら、ゆっくりと歩き始めた。

			　どのくらい歩いたのか。結構な時間が経っていた気がするが、疲れは不思議と一切感じなかった。

			「でも、総(そう)司(じ)君もバイト君も見付からな……」

			「良かったらこれあげる。食べてみて」

			　柔らかな少女の声がした方向に目を向けてみる。

			　そこには謎の光景が広がっていた。

			　白銀の鎧(よろい)を着込んだ黒髪の少女が、林(りん)檎(ご)のような形の果実をバイト君に渡していたのだ。やっと見付けた！　とヘリオドールは声をかけようとして止める。

			　少女からもらった果実を無言で見下ろした子供は見た目こそはバイト君なのだが、微妙に雰囲気が違う。

			（んん？）

			　困(こん)惑(わく)するヘリオドールのことなど露知らず、少女は子供の頭を優しく撫でていた。

			「ねえ、あなたも一緒にくる？」

			「待て。こんな子供を連れて行ってどうするつもりだ？」

			　少女の言葉に苦言を呈したのは、彼女の後ろに立っていた黒髪の少年だった。彼を見てヘリオドールは仰天する。

			　瞳(ひとみ)が菫(すみれ)色であったり、雰囲気もずいぶんと異なるものの、総(そう)司(じ)とよく似ていたからだ。

			（ん!?　どれが総(そう)司(じ)君で、どれがバイト君？）

			　ヘリオドールは動揺を隠せず、何度も瞬きをする。

			「近くの村に送ってあげないと。こんな場所で一人にしておくなんて……」

			「……分かった。ほら、来い」

			　少年が手を差し伸べると、子供はその手と少年を何度も交互に見てからそっと握った。

			　歩き出す三人。ヘリオドールは彼らの後ろ姿をぼんやり眺めていた。

			「これも総(そう)司(じ)君が作り出したヘンテコワールドってこと……？」

			「違います」

			「うぎゃあっ！」

			　背後から突然、棒のようなものでつつかれて振り向くとモップを持ったバイト君が立っていた。うん、これは本物だ。ヘリオドールはそう判断した。

			「違うってどういうこと？」

			「藤(ふじ)原(わら)君の記憶そのままの光景ということになります」

			「ということは、総(そう)司(じ)君は昔あの二人に出会ってたってこと……」

			　白銀の鎧(よろい)を着た少女と、菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)の少年なんてウトガルドで出会う機会はまずあるまい。そうすると、すぐに思い付く可能性は一つ。

			　これは総(そう)司(じ)がアスガルドにやって来た時の記憶だ。

			　あの少女と少年はアスガルドの人間なのだろうか。

			「追いかけてみる？」

			「今はいいです」

			　バイト君は首を横に振った。

			「あの二人はただ藤(ふじ)原(わら)君をこの森の近くにある村に送ってあげただけです。だから見に行かなくてもいいです」

			「…………………」

			「魔女さん？」

			「あんたにしてはやけに消極的だなって思っただけ」

			　ヘリオドールがそう指摘すると、バイト君はそっと視線を逸らす。

			　もしかしたら、この子は総(そう)司(じ)が忘れている記憶をしっかり覚えているのでは。そんな疑念がヘリオドールの中に浮上する。

			「……今は大きなほうの藤(ふじ)原(わら)君を捜しましょう。あそこに分かりやすい建物がありますよ」

			　そう言いながらバイト君が指差す先。遠くに巨大な城が見えた。

			　あの魔王めいた女王が住んでいた城とはまた違った造りをしている。

			　眠り姫、白雪姫あたりがくるのかも。ヘリオドールはこの二つに予想を絞って城を目指した。

		

	
		
			少年の夢の終わり

			　

			　やはり、この森には不思議な作用が働いているのかも、とヘリオドールは思いながら辿り着いた城を見上げた。

			　あんなにたくさん歩いたのに、疲労を感じずにいる。赤ずきんの世界で歩き回っていた時はあんなに体力を消耗していたというのに。

			「で？　やっぱり入るの？」

			「入ってみないと藤(ふじ)原(わら)君を捜す手がかりが見付かりませんから」

			「…………………」

			　城の入り口に立つ門番の背中からは蜻蛉(とんぼ)の羽が生えていた。彼らはヘリオドールたちが見えていないのか、目の前に立ってみても微動だにしない。

			　実験と称して、バイト君がモップで殴り付けると煙のように消えてしまったが。

			「いやいやいや！　何であんた殴ったの!?」

			「ちゃんと手応えはありました」

			「それが何!?」

			　不必要な犠牲を出してしまったことに変わりはない。心の中で合(がつ)掌(しよう)してヘリオドールは城へと潜入した。

			　シンデレラの時とは違い、今回は兵や召使などと相次いですれ違う形となったが、誰も明らかに部外者であるヘリオドールたちに気付く様子はなかった。

			　そして、彼らの中には蜻蛉(とんぼ)の羽と、頭部から二本の触角を生やした者がちらほらといた。

			　エルフより上位とされる種族、ハイエルフの証だ。

			　ヘリオドールの背中に冷たい汗が流れる。総(そう)司(じ)には一人ハイエルフの知り合いがいるのだ。

			「ま、まさか、あの子まで出てくるの……？」

			「あの子とは？」

			「で、でも、彼女にはちゃんとしたお相手がいるのであって」

			「魔女さん、戻ってきてください」

			　自分の世界に入り込んでしまったヘリオドールに、バイト君が帰還を要請する。

			　だって、とヘリオドールは真っ青な表情で語る。

			「総(そう)司(じ)君にすごい懐いてるじゃない……噂によると、エリクシア祭でのレースの時にも、やたらとくっついてたらしいし。恋愛感情がないからって何してもいいってわけじゃないのよ……」

			「魔女さんがダークサイドに落ちかけている」

			　鬱々としていくヘリオドールに、バイト君の冷めた視線が突き刺さる。

			　だが、今回は本当にまずい。れっきとした交際相手がいる美少女とのフラグは何がなんでも叩き折らなければ。

			　そんな熱意に燃えるヘリオドールは、どこからか強い魔力を感じた。

			「あの部屋……から……？」

			　うっすらと扉が開かれた部屋から魔力の気配がする。ヘリオドールは扉の隙間から中を覗き見て盛大に後悔する。

			「鏡よ、鏡。世界で一番可愛いのは誰？」

			『もちろん、ティターニア姫様でございます』

			「きゃっ、嬉しいですわ～～～～～」

			　金髪に青い瞳(ひとみ)のハイエルフ、フレイヤ国の姫君であるティターニアの姿がそこにあった。

			　喋(しやべ)る鏡に質問をしては悦に浸っている模様である。

			「ひ、姫様……」

			「白雪姫のお母さんみたいですね。鏡に聞いてるなんて……」

			「じゃあ、姫様が総(そう)司(じ)君の母親役ってことかしら。だったら、王子役は……」

			　訝(いぶか)しむヘリオドールをよそに、ティターニアは次の質問に入っていた。

			「鏡よ、鏡。では、世界で一番強いのは誰？」

			『ティターニア姫様でございます』

			「そこはソウジ様と言うところですわぁっ!!」

			『ギャアッ!!』

			　ティターニアの目が獲物を狩る肉食獣のそれになった刹那、少女の正拳突きが鏡に叩き込まれた。断末魔とともに鏡が無惨にも砕け散る。
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			「ああっ、やっちまいましたわ!!」

			　焦るティターニア。ヘリオドールは息を呑んで、一部始終を見ていた。

			（何この世界、こわ～～～～～～!!）

			　鏡は大破した。周囲に砕けた鏡の破片が飛び散り、一際大きなそれには茫然自失のティターニアの姿が映されていた。

			　ティターニアの全身は小刻みに震え、やがて立っていられなくなってその場に座り込んだ。

			「そんな……私……どうすれば……」

			　か細い声で呟(つぶや)きながらティターニアは両手で顔を覆(おお)った。端から見れば愛用していた鏡を何者かに破壊され嘆く、哀れな姫だ。

			　だが、実際には喋(しやべ)る鏡破壊事件の実行犯であり、同情の余地は一ミリもない。早い話が自業自得というものだ。

			「姫様……自分で鏡壊しといて、すごいショック受けちゃってる……」

			「情緒不安定なんですかね」

			　ドン引きのヘリオドールと冷静に分析しようとするバイト君。

			　ティターニアには二人の存在が分かるようだ。次の瞬間、「敵襲ですわ!!」と振り向かれた。

			「私たち敵じゃないし、襲おうともしてないわよ!!」

			「ほ、本当に!?　アーデルハイト様とお母様にこのことを言わないでくれますの!?」

			「？　このことって？」

			「これですわ」

			　ティターニアは鏡の破片を手にした。

			「この鏡は王家に代々伝わる秘宝……何千年も生きた賢者の魂が宿っているとされ、どんな問いにも答えてくれるすごい力を秘めているのですわ」

			「えっ……姫様はその賢者様の答えに逆ギレして秘宝を壊したの？」

			「事故ですわ」

			　声を震わせるヘリオドールに、ティターニアは真顔で答えた。

			　この姫様、何でもかんでも事故と言っておけばイケると思っている節があるのではなかろうか。

			　しかし、世の中そう上手くはいかないのである。ティターニアの母親と叔母がそんな理由で納得するくらいチョロい性格なら、彼女もこれほどまでに焦ってはいないのだ。

			「鏡を壊したことが二人にばれたら……」

			「ば、ばれたら？」

			「私、シャイニングウィザードを喰らうことになりますわ」

			「そんなもん喰らうの!?」

			　過激すぎるペナルティである。

			　総(そう)司(じ)と関わりのある王族の方々はだいたいおかしい。あの王子といい。

			　この世界、総(そう)司(じ)ではなくてティターニアに危機が迫っていた。涙目の姫にしがみつかれてヘリオドールは悲鳴を上げた。

			「ギャー！」

			「お願いですわー！　私を助けて欲しいのですわ！」

			「ええええええええええええ!?　私が!?」

			　まさか、バラッバラになった鏡を魔法で元通りにしろとでも言うのか。

			　無理だと必死に首を横に振る魔女に、ティターニアはぐっと親指を立てた。片目をウィンクして。

			「危ない目に遭わせるつもりも、無茶なことをさせるつもりもありませんわ。あなたにはただ森の奥にある鏡職人のところに一緒に来て欲しいだけですわ」

			「鏡職人……そっか、これを直しに行くのね」

			「正解ですわ！　ぶっちゃけ、使わなかったら普通の鏡と変わらないし、新しいのを買ってきてすり替えるだけでもいい気がしますけど、さすがに後ろめたさが半端ないのでやめときますわ」

			「ちょっとぉ！　この姫様脳筋化進みすぎィ!!」

			　妖精国の未来はどっちだ。

			「で、でも、そのぐらいなら協力してあげるわ」

			　今のところ、総(そう)司(じ)に関する情報が一切ないのだ。ならば、おそらくはこの白雪姫の世界のキーであるはずのティターニアと、行動をともにするしかない。

			　現時点で白雪姫要素がほとんどないのが気になるが。

			　少なくとも、鏡が壊れるというイベントはなかったはずだ。しかも、その理由が質問者と回答者との意見のぶつかり合いである。

			　とりあえず、味方ができたことにティターニアはアクアマリンの瞳(ひとみ)を輝かせた。

			「やったぁ！　ありがとうですわ！」

			「はは……」

			　嬉しそうに微(ほほ)笑(え)む姿はどこからどう見ても、可(か)憐(れん)な美少女。中身は残念な脳筋ハイエルフ。

			　現実世界でのティターニアとあまり変わりがないような気がする。残念な魔女ことヘリオドールは乾いた笑いを浮かべた。

			「よっしゃ！　そうとなれば準備ですわ！　今すぐキッチンにレッツゴーですわ」

			「へ？　腹ごしらえでもするの？」

			「いいえ。これからアップルパイを作らなきゃいけませんの」

			　何でも、その鏡職人は大の林(りん)檎(ご)好きで、特にアップルパイが大好物らしい。だから、アップルパイを持って行くと料金を割引してくれるそうだ。

			「国宝級の鏡となると、べらぼうにお金を取られそうなので、アップルパイを持参したほうがいいのですわ」

			「国宝級だからこそアップルパイで割引させちゃいけないと思うんだけど……」

			「ささっ、細かいことは置いといてキッチンに急ぐのですわ！」

			　料理をしやすいようにか、エリクシア祭の時のようにティターニアが髪をポニーテールにする。その間、ヘリオドールはバイト君に耳打ちしていた。

			「林(りん)檎(ご)って……ちょっと白雪姫っぽくなってきたんじゃない？」

			「でも、もうお話が崩壊しまくっていますね。これ、配役的にお姫様のあの人が林(りん)檎(ご)を食べるんじゃないでしょうか？」

			「総(そう)司(じ)君の作り出す童話の世界はツッコんでも無駄って分かってるけど、全部受け入れちゃったら精神崩壊起こしそう」

			「アップルパイ作り、頑張るのですわー！」

			　そう意気込むティターニアの表情は明るい。目的を忘れ、アップルパイ作りに興奮しているようだ。

			　それを見たヘリオドールは手を横に振った。

			「それにあの姫様、毒攻撃効かなそう」

			「そういうスキル持ってそうですね」

			　キッチンに到着してヘリオドールは軽く呻(うめ)いた。至るところに毒々しいまでの赤い林(りん)檎(ご)が置かれており、樽の中にもぎっしり入っていたのだ。

			　この城では林(りん)檎(ご)が主食になってんの？　と首を傾げるほどの量だった。

			「さあ、作りますわよ！」

			「え、ええ」

			「まずは……」

			「………………」

			「………………」

			「まずは……」という言葉を最後にティターニアが動かなくなった。

			　とある可能性が頭を掠(かす)め、ヘリオドールは口を開いた。

			「姫様……作り方分からないの？」

			「……えへっ、ですわ」

			「笑って誤(ご)魔(ま)化(か)す戦法は私には通用しないから」

			　ティターニアは舌をペロッと出して笑った。それが答えだった。

			「食べてばっかりで作り方を全然知らなかったの、今気付きましたわ」

			「えええぇ……食べ盛りのお姫様……」

			「で、でも、あなたがいるから多分大丈夫ですわ。魔女ってパイ作りが得意だって聞いたことがありますわ」

			「どっから聞いた、そんな偏見！」

			　しかし、ヘリオドールがパイ作りを断ることはなかった。なぜなら、近頃は総(そう)司(じ)でなくとも食べられる料理やお菓子を量産していたし、パイに至っては先日の試食会の時に作ったばかりである。

			　林(りん)檎(ご)が入ったパイを作ればいいのだ。余裕余裕。帽子を脱ぎ、ピンク色の髪を一つに結いながら、ヘリオドールはバイト君に言った。

			「美味(おい)しくできたらバイト君にも分けてあげる」

			「わーい」

			　大して期待していないのが、覇(は)気(き)のないバイト君の声からひしひしと伝わってきた。

			　

			　そして、時は流れ。

			　黒煙が充満するキッチンにて、『ソレ』は生まれた。

			　引き攣(つ)った笑みを浮かべるヘリオドール。半泣きのティターニア。バイト君だけは平静を保ったままだった。

			「魔女さん、これは何ですか？」

			「ア、アップルパイ……」

			「これはグロテスクすぎてＲ指定に引っかかります。モザイクをかけないと……」

			「キッモ！」

			　自分の作ったものに対し、ヘリオドールが最上級の罵(ののし)りの言葉を送った。

			「あと、さすがに僕もこれはいりません」

			　こうして鏡職人へのプレゼントであるアップルパイ（※モザイクをかけなければならない見た目）は完成した。

			　Ｒ指定パイを紙の箱に封印し、キッチンを後にする。この暗黒物質を誰が持つか揉めたものの、ここは責任を取って作製者のヘリオドールがその役を引き受けた。

			　ちなみにティターニアが背負う布袋の中には、散らばった鏡の破片が入っていた。賢者の怨(おん)念(ねん)が袋越しにひしひしと伝わってくるようである。

			「ところで姫様、ちょっといい？」

			「なんですの？」

			「ソウジって……誰？」

			「私の幼なじみですわ！」

			　恐る恐る尋ねたヘリオドールに、ティターニアが元気よく答える。

			　夢の中での設定にすぎないと知りつつも、「羨ましいポジションじゃない」とヘリオドールは素直に思った。

			「小さな頃は私とよくおままごとをしてくれましたわ。私の本当のお父様は病気で亡くなってしまったから、代わりにあの人が私のお父様になってくれて……」

			　破天荒な展開続きだったのにもかかわらず、ここに来てしんみりとした空気になった。反応に困るヘリオドールだったが、ティターニアは明るく笑うだけだった。

			「ソウジお父様のおかげで私、ちっとも寂しくありませんでしたわ」

			「そ、そう……」

			「よし、何とかお母様とアーデルハイト様に見付からず脱獄できましたわ！」

			「あんたの城でしょうが!!」

			　城から抜け出したところでティターニアがガッツポーズをした。

			　鬱(うつ)蒼(そう)とした森の中。鏡職人の下への案内人はティターニアとなった。着いてくるのですわー、と元気よく歩いてゆく。

			　その後ろ姿は妙な頼もしさを感じる。

			「あれ？　この分かれ道は……えーと……まあ、左でいいですわ」

			「ん!?　今何て言った!?」

			「次は……右な気分ですわ」

			　しかし、彼女の発言は非常にヘリオドールを不安にさせた。適当に道を進んでいるとしか思えない。

			「ちょ……ちょっと、大丈夫なの!?　辿り着く気ある!?」

			「多分、大丈夫ですわ。行き詰まったら空を飛んで城に戻って、やり直せばＯＫですもの」

			「根本的には何も解決してないんだけど!?」

			　ダメだ、このポンコツナビゲーター。

			　想像以上にアバウトだったティターニアの進み方に、ヘリオドールが戦(せん)慄(りつ)している時だった。

			「あれ～？　もしかしたら迷子になっちゃっただ？」

			　背後から聞こえた声。振り向けば、そこには見覚えのあるオーガが斧(おの)を背負って立っていた。

			「ブ、ブロッドく――――ん!!」

			「えっ!?　どうしてオラの名前を知ってるだ!?」

			「ああっ、唯一の良心！」

			　誰も信じられない腐(ふ)敗(はい)した世界に差し込む一筋の光。ようやく常識人に出会えたとヘリオドールは涙ぐんだ。

			　初対面でいきなり泣かれたブロッドは激しく混乱していたが。

			「ご、ごめんなさいだ！　オラ何かしちゃっただ!?」

			「ううん、してない！　ねえ、ブロッド君ってこの辺に住んでる鏡職人の家って知ってる？」

			「知ってるというか、そこオラが住んでるところだ。鏡職人はオラの友達だ～」

			「本当？　だったら私たちをそこまで案内してくれると嬉しいんだけど……」

			「いいだよ！　皆、オラについてくるだ！」

			　ジーザス。ブロッドの頭の上に天使の輪っかが見えるようである。

			　こうしてヘリオドールたちは、無事に鏡職人の家に辿り着くことができたのだった。

			　が、ここで疑問が一つ生じた。

			（ん？）

			　ヘリオドールは眉(み)間(けん)に皺(しわ)を寄せて、その家を見上げた。

			　何もない森の奥に聳(そび)え立っていた一軒家は、四階建ての建築物だった。

			　でかくね？　とヘリオドールは思った。大家族でも住んでいるのだろうか。

			「ここがオラたちの家だ！」

			「あ、ありがと……」

			「ちょっと待ってて欲しいだ。鏡職人呼んでくるだ」

			　ブロッドは相変わらず優しい。その厳つい容姿に似合わぬ朗らかな笑みを浮かべて、家の中に入っていく。

			　数分後、ブロッドは一人のオーガを連れて戻ってきた。

			　ブロッドだった。

			「俺は鏡職人のブロッドだ。えーと……？」

			「鏡を直してもらいにきましたわ！」

			「お安い御用だ！」

			「いやいや、おかしい！」

			　満面の笑みを浮かべるティターニアに、元気よく答えるブロッド。それを微(ほほ)笑(え)ましく見ているブロッド。

			　状況が飲み込めず、ヘリオドールがツッコミを入れた。

			「ブロッドたち～、お客様だ？」

			　三人目のブロッドだった。たった今、ブロッドを連れてやってきたブロッドと同一人物である。

			　口をあんぐり開けるヘリオドールだったが、衝撃はまだ続く。

			「わあ、可愛い女の子だぁ～」

			「こんなに若いお客様なんて久しぶりだ」

			「ちっちゃい子供もいるだ」

			「可愛いだ」

			　さらにブロッドが四人出てきた。

			「うぎゃああああああ!!」

			　大量に出現したブロッドの分身に、ヘリオドールの絶叫が森中に響き渡る。

			「どういうこと!?」

			「オラたちは小人だ！　ライネルのお手伝いをする代わりに住まわせてもらってるだよ～」

			「小人ってあんたら私よかでかいじゃないの!!」

			「七人も同じ人がいると、名前が呼びづらいですね……」

			「あっ、オラのことはブロッド・Ｔ・Ⅰと呼んで欲しいだ」

			「オラはＴ・Ⅱでよろしくだ」

			「ロボットか!!」

			　量産型ブロッドの衝撃度がちょっとヤバい。下手をすれば、夢に一週間ほど出てくるレベルである。

			　ある意味前の二つの世界よりも狂気に満ちている。ヘリオドールがげんなりしていると、ティターニアが何かを思い出したように「あっ」と声を上げた。

			「そうですわ。アップルパイ！」

			「これ、あげちゃうの？　本当に？　命の保証ないんだけど？」

			「そのために作ってきたんだから当然ですわ。死んだらその時ですわ」

			「おっかない！」

			　邪気のない笑みを浮かべ、邪気の漂う箱をヘリオドールから受け取るティターニア。

			　そんな姫様からにこり、と微(ほほ)笑(え)まれてブロッドは照れ臭そうに頬を掻いた。たくさんいるブロッドからは「Ｔ・Ⅴ頑張るだ～」と激励する声。五人目らしい。

			　しかし、ティターニアが渡すプレゼントの正体を知っているだけに、ヘリオドールは真顔にしかなれないのであった。

			「ブロッド様、でしたわね。今日はあなたのためにアップルパイを焼いてきましたの」

			「オ、オラのために……？」

			「はい、どうぞ」

			　ティターニアが箱を開ける。直後、ブロッドの口から「んぐぁっ!?」と奇声が発せられた。

			　つい数秒前までは薔(ば)薇(ら)色のオーラに包まれていたブロッドのこめかみに、一筋の汗が流れる。

			「ひ、姫様……これは……」

			「アップルパイですわ！　ちょっと赤黒いし、鉄錆の匂いと生臭さが気になりますけど、多分美味(おい)しいと思いますの」

			「そ、そうか……」

			　ブロッドたちはブロッドの後ろからパイを覗き込むと、一斉に家の中に避難していった。

			　だが、同胞に見捨てられたブロッドが逃げることはなかった。何度も深呼吸をしたあとに、なんとアップルパイを箱から取り出したのである。

			　彼の次の行動を予測したヘリオドールが慌てて駆け寄ろうとする。

			「やめなさい、ブロッド！　死ぬわよ！」

			「小さな子を悲しませること、オラはしたくないだー！」

			　――それがブロッドの最後の言葉だった。

			　そして、白目を剥いて倒れてしまったのである。予想通りと言っちゃ予想通りである。

			「あああああああ!!　だから言ったのに!!」

			「こ、困りましたわ！　まだ鏡が……！」

			「あんた悪魔か！」

			　ブロッドの犠牲が浮かばれないにもほどがある。

			　自分の作った料理でついに死人が出てしまった。きっとブロッドはティターニアが作ったと思ったから食べたのだろうが、実際の製作者はヘリオドールである。

			「どうしよう、バイト君。もし、現実世界のブロッド君に悪影響が及ぶようなことがあったらっていうか、総(そう)司(じ)君も出てこないし」

			「………………」

			「バイト君？」

			　バイト君は空を見上げたまま動かない。

			「どうしたの……？」

			「あのお二人に出会った時の記憶が出てきた時点で、そろそろ来るかなって思ったんですけど」

			「待って、話が全然読めないわよ」

			「どうやら、ここでお別れのようです」

			　バイト君がヘリオドールのほうを振り向きながら言う。が、ヘリオドールにはその言葉の意味を考える余裕はなかった。

			　空から烏がこちらに迫ってきていた。いや、それは烏などではない。

			　巨大な翼を羽ばたかせながら、漆(しつ)黒(こく)のドラゴンがヘリオドールたちへと襲いかかろうとしていた。

			　お別れ。その言葉の意味が分からず、ヘリオドールは一瞬反応が遅れてしまった。

			「え、な、何言って……」

			　だから、バイト君に意識を向けすぎて気付かなかった。強襲してきたドラゴンの口から灼熱の炎が放たれ、それが眼前まで迫っていたことに。

			　バイト君はヘリオドールの手を引くと、炎から逃れると同時に茂みの中に飛び込んだ。

			　ドラゴンには二人が深い緑の中に隠れて瞬間が見えていなかったらしい。不機嫌そうに唸りながら首を動かして獲物を探している。

			　あんなにでかいドラゴンに殺されかけるのは、これで二回目だ。ヘリオドールは小声でバイト君に詰め寄った。

			「ちょっと、あれ何よ……！」

			「最初に言ったと思いますけど、藤(ふじ)原(わら)君が記憶を取り戻すのを妨害してくる化物さんたちです」

			「でも、さっきまで全然出てこなかったじゃない」

			「藤(ふじ)原(わら)君が重要な記憶の断片を見付けたからだと思います」

			　バイト君はほんの少し茂みから顔を出してどこかを見ながら、ヘリオドールの疑問に一つずつ答えていった。

			　上空付近からは空気を振動させるほどの咆(ほう)哮(こう)が聞こえてくる。ヘリオドールは気丈に振る舞おうとするも、金色の瞳(ひとみ)には涙が浮かんでいた。

			「ねえ、こんなところに隠れてていいの？　あいつの目的が総(そう)司(じ)君だとすると……」

			「はい。僕たちを完全に見失ったと分かれば、今度は藤(ふじ)原(わら)君を襲いに行きます。そして、藤(ふじ)原(わら)君と記憶の断片を纏(まと)めて食べるはずです」

			「……そしたら、どうなるの？」

			「藤(ふじ)原(わら)君は死にはしないでしょうけど、記憶は取り戻せなくなると思います」

			「そんなのダメ！　あの子、わけの分からない薬に手を出してまで記憶喪失を治そうとしてるのに……」

			　あと少しのところですべて消え去ってしまうなんて納得いかない。

			　恐怖を忘れて咄(とつ)嗟(さ)に茂みから出ようとするヘリオドールの手をバイト君が掴んだ。

			「なので、魔女さんは藤(ふじ)原(わら)君のところに行ってあげてください」

			「私はって……あんたはどうするの？」

			「僕はあのドラゴンさんを退治してますので」

			「そんな……」

			「大丈夫です。魔女さんには近付かせないようにしますから」

			　そうではない。しれっと言い放つバイト君にヘリオドールは焦(しよう)燥(そう)感(かん)を覚えた。

			「バイト君を一人になんてしておけないわよ」

			「僕、いろんな世界に行く前にドラゴンさん一匹倒してたから、そこは問題ありません」

			「私が問題あるって！」

			　防衛反応だか何だか知らないが、子供一人をドラゴンに立ち向かわせるなんてヘリオドールにはできそうになかった。

			　魔法が使えない今、何か自分が役にたてることはないかもしれない。それでも、バイト君を残したくはなかった。

			　力いっぱい首を横に振るヘリオドール。そんな彼女の顔をしばし見詰めたあと、バイト君はヘリオドールの両手を掴んで茂みから出た。

			「バ、バイト君？」

			「……………………」

			「ちょっとぉ!?　総(そう)司(じ)君といい、あんたといい、黙ったまま何かしようとするの最高に怖いんだけど!?」

			「ちょっと目が回ると思いますけど、頑張ってください」

			　そう言って、バイト君がくるくるその場で独(こ)楽(ま)のように回り始めた。

			　初めはゆっくりだったスピードは徐々に加速していき、ヘリオドールの体は小さなバイト君によってジャイアントスイングされることとなった。

			「ギャアアアアアアアア……」

			「ちょっとの間でしたけど、一緒にいろんなところに行けて楽しかったです。あとは藤(ふじ)原(わら)君を頼みます」

			「た、頼むって！　私何もできそうにな……！　とりあえず回すのやめて！　リバースしそ……」

			「また機会があればお会いしましょう。さようなら、ヘリオドールさん」

			　それが、ヘリオドールが聞いたバイト君の最後の言葉だった。

			　次の瞬間、バイト君は渾身の力を込めてヘリオドールを空高く投げ出した。

			「死ぬ！　死ぬ死ぬ！　今度こそ絶対死ぬからこれぇぇぇぇぇぇ!!」

			　ヘリオドールの絶叫が青空に響き渡る。

			　ドラゴンがどこかへと飛んでいく物体に気付き迫ろうとするも、突然体に強い衝撃と痛みを感じてふらついた。

			　巨大な胴体に乗る幼い子供。その手にはしっかりと白いモップが握られていた。

			「君たちも藤(ふじ)原(わら)君に嫌な記憶を思い出させたくないから、こんなことをしてるんですよね」

			　バイト君の言葉に応えるようにドラゴンが低く唸る。

			「でも、藤(ふじ)原(わら)君の好きなようにさせてあげてください。邪魔しないであげてください」

			　バイト君は躊(ちゆう)躇(ちよ)せずにモップをドラゴンの体へと振り下ろした。

			　

			「バイトく――――ん!!」

			　宙に舞いながらヘリオドールは叫んだ。

			　どこか哀しげな断末魔を上げながら、漆(しつ)黒(こく)のドラゴンが地上へと墜ちていく。きっとバイト君が倒してくれたのだ。

			　だが、彼がどうなったのかは、ここからでは知ることができない。

			　引き返せはしない。あまりにも距離が離れてしまったのもあるが、バイト君に総(そう)司(じ)を託された。

			　ここからは自分だけで総(そう)司(じ)を見付け出さなくてはならないのだ。

			　ヘリオドールが投げ飛ばされた先には山があった。深紅に染まった木の葉に覆(おお)われたそれは、燃え盛っているようにも見える。

			　あの山のどこかに総(そう)司(じ)はいるのだろうか。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「うう……寒い……」

			　ヘリオドールは奥歯をカチカチ鳴らしながら、薄暗い洞窟の中を歩いていた。空高く投げ飛ばされたはずのヘリオドールの体だったが、地面に叩き付けられた時に予想していた痛みと衝撃はなかった。ベッドから寝惚けて落ちた時と同じくらいのダメージで済んだのである。

			　これも夢のおかげかしら、と思いながら立ち上がると、目の前には洞窟の入り口があった。ぽっかりと大きな口を開けて闇へ誘おうとする洞窟に、不思議とヘリオドールの足は吸い寄せられ、気が付けば中へ入っていた。

			　内部は完全な闇ではなかった。多少は整備されているのか、所々にランタンが設置されており、炎色の光が岩でできた空間を仄かに照らしていた。

			　だが、なぜかとんでもなく寒い。まるで真冬の海にでもいるような感覚だ。吐く息は白くなるわ、鼻水は出そうになるわ。洞窟の中に入る前までは暖かったのに、中に入った途端、まるで別世界にやってきたかのような冷気が全身に纏(まと)わりついてきた。

			「ダメ……これ、凍死しそう……」

			　夢の中で凍え死んでしまうとは情けない。ずっと鼻水を啜りながら果ての見えない内部を歩き続けていると、前方に誰かが立っているのが見えた。

			　黒い髪とブレザー姿。間違いない。総(そう)司(じ)だ。いろんな意味で安心しながらヘリオドールは総(そう)司(じ)へ駆け寄った。

			「総(そう)司(じ)君！　……って」

			　呼んでからヘリオドールは不安になった。もしかしたら、向こうはヘリオドールのことを分からないのでは、と。今の総(そう)司(じ)はどちらなのだろう。

			　思わず立ち止まるヘリオドールに、総(そう)司(じ)は小首を傾げた。

			「どうしたんですか、ヘリオドールさん？」

			「………………！」

			「……ヘリオドールさん？」

			　名前を呼ばれただけで目を輝かせる上司に、もう一度総(そう)司(じ)が心配そうに名前を呼ぶ。その声に我に返り、ヘリオドールは「ごほん」とわざとらしく咳払いをした。

			「あ、あんたねぇ。なんでこんなところにいるのよ！」

			「どうしてと言われましても……人と会ってました」

			「人？」

			　こんなびっくりするぐらい寒い場所で？

			　ヘリオドールは周りを見回すが、他に人がいる気配はない。

			「それにさっきまではもっと綺麗な場所だったんです。お花畑に囲まれた棺(ひつぎ)の中に人がいて……」

			「はいはい。あとで聞くから。とりあえずここから出ましょうよ。寒くて死にそう……」

			「どうやって出ましょうか」

			「どうやってって……私が今来た道を引き返せばいいだけ……うっ」

			　ヘリオドールは思わず呻(うめ)いた。振り向いて自分が歩いてきた道を確認しようとすれば、そこにはいくつもの分かれ道が広がっていた。

			　もちろん、どこから来たかなんて覚えていない。

			「ここ総(そう)司(じ)君の夢なんだから、どれが出口か分からないの？」

			「すみません」

			「私も分からないから謝らなくてもいいけど……」

			「救助が来るまでここで待ちましょう」

			「いや、待ってるうちに私、氷漬けになる自信あるわよ」

			　それにもう頼りのバイト君はいない。

			　待っていてもダメなら動くしかない。ヘリオドールは大きく深呼吸して無数の分かれ道たちを強く睨み付けた。

			　もう離れてしまわないように、総(そう)司(じ)の手を握って。

			「行くわよ、総(そう)司(じ)君！」

			「はい。右から三番目の道ですね」

			「そうね。……って、へ？」

			　さっき分からないと言っていたような。間抜けな声を上げつつ、右から三番目の道を見てみる。

			　すると、一定距離ごとに光る何かが落ちていた。

			　ヘリオドールがそれを拾おうと総(そう)司(じ)から手を離すと、それらはすべて消えてしまった。

			「えっ、えっ？」

			「……ヘリオドールさん、失礼します」

			「わひゃっ」

			　今度は総(そう)司(じ)からヘリオドールの手を握った。思わず奇声を発したヘリオドールだったが、光る物体は再び姿を現した。

			「どうやら僕とヘリオドールさんが手を繋いでる時だけ出てくるみたいですね」

			「何それ……あれが出口に続いてるってことなの？」

			「とりあえず辿ってみましょう」

			「そうね……」

			　若干どころか、かなり不安ではあるが、一(いち)縷(る)の望みを賭ける価値はあるかもしれない。ヘリオドールは総(そう)司(じ)とともに発光体を辿ることにした。

			　二人が通過すると発光体はかしゃんっ、と硝子(がらす)が割れるような音を立てて消えてしまう。魔法で作り出した光の球にも見えるが、魔力が感じられない。

			　かと言って、アスガルドにもこんなアイテムは存在しないはずだ。

			　ヘリオドールは繋いだ手を見下ろした。総(そう)司(じ)の掌(てのひら)から伝わる温い体温。

			　聞いていいのか少し悩んでから、勇気を出して口を開く。

			「総(そう)司(じ)君……何か思い出せたこと、あった？」

			「……僕、ヘリオドールさんに子供の頃の記憶がないってお話ししましたっけ」

			「わ、私は総(そう)司(じ)君の上司なんだから何でも分かるの！」

			　自慢げに言いながらヘリオドールは内心で思った。嘘つき、と。

			「……でも、あんたがどうしても困ってる時は私に相談してね。私じゃなくて、ジークとかリリスとか……うちの職場には頼りになるのがたくさんいるんだから」

			「あの人も別れる時にそう言ってました。『あなたには信頼できる者がたくさんいる』って」

			「あの人って……ここであんたと会ってたって人？」

			「はい」

			　総(そう)司(じ)は一呼吸置いてから、その名前を声に出した。

			「レーヴァテインって女の子でした」

			「……聞き覚えのない名前ね」

			　ひょっとしたら総(そう)司(じ)が以前アスガルドにやって来た際に、出会った人物なのかもしれない。

			「それで、その人は僕にいろんなことを教えてくれて……」

			「あ、総(そう)司(じ)君！　出口よ！」

			　総(そう)司(じ)の言葉を遮(さえぎ)り、ヘリオドールが興奮気味に叫ぶ。二人の前方に光を放つ穴がある。

			　しかも、先ほどよりも冷気も薄れて、暖かな風が穴から吹いてきている。

			　ラストスパートだとヘリオドールは一気に駆けた。

			　そして。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「はーい、お疲れ様。ヘリオちゃん」

			　ニコニコと微(ほほ)笑(え)むリリスを見て、ヘリオドールはようやく現実の世界に戻ってきたことを知った。洞窟の中でも外でもない。役所の仮眠室である。

			「ただい……ま」

			「おかえりなさい。夢の世界はどうだった？」

			「どうって聞かれても……総(そう)司(じ)君は？」

			「まだ寝てるわ。でも、もうじき薬が切れる頃だし、起きると思うの」

			　ベッドの上では静かに総(そう)司(じ)が眠り続けている。あんな幼い寝顔でカオスな夢を見ているのだから、恐ろしいものである。

			（そういえば、総(そう)司(じ)君、何か言いかけていたような……）

			　彼が目を覚ましたら聞いてみよう。そう思っていると、仮眠室の扉が荒々しく開かれた。

			　入ってきたのは、切羽詰まった表情のオボロだった。

			「ヘリオドール！　所長がヤバイんだけど!!」

			「ヤバいって所長の毛髪の生存率？」

			「違う違う！　なんか分かんないけど所長の足が触手になったんだって!!」

			「そりゃヤバいわ!!」

			　何で悪夢を見ているだけで、そんな影響が起きるのだ。大変なことになりそうだとヘリオドールとオボロは慌てて、リリスは鼻歌を歌いながら仮眠室から出ていく。

			　一人残された総(そう)司(じ)の瞼(まぶた)がゆっくりと開かれたのは、それから二分後だった。

			「所長……たこ焼き……」

			　そんな意味深な呟(つぶや)きは誰にも聞かれることはなかった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「ふひひ……来(きた)る時のためにワシは何でもするんじゃ……ふひひ……」

			　その数時間後、足の触手化は何とか消し去ったものの、所長は役所内に黒い祭壇を作り始めた。それも一つ二つではない。いくつも設置して気味の悪い笑みを浮かべていた。

			　ヘリオドールたちはただそれを見守るしかできなかった。

			「ちょっと……どうすんの、あれ……」

			「僕に聞かないでよ……控えめに言ってもアレ、もう末期でしょ……」

			　どうして紅茶を飲んで夢を見ただけで、起きたら祭壇量産マシーンにならなければならないのだ。ヘリオドールもオボロも理解しきれず、困(こん)惑(わく)するしかなかった。

			　祭壇をまた一つ完成させて「ふひゃひゃひゃ」と笑う所長に、リリスがにこやかに話しかける。

			「所長楽しそうねぇ」

			「ワシは今まで……ぐへへ……生きた屍(しかばね)同然だったのじゃ……ひひ……」

			「あら、どういうこと？」

			「ワシはなぁ……夢の中で偉大なる神様に出会えたのじゃ。ワシは女の子にセクハラするために生まれてきたのではない。こうして神様を……あひゃひゃひゃ！」

			「よかったわねぇ、所長」

			　狂ったように笑う所長に、リリスも嬉しそうに微(ほほ)笑(え)む。正気とは思えないひどい光景だった。

			　ヘリオドールとオボロの顔色もますます悪くなる。

			「リリスは何で匙(さじ)を投げてんのかしらね」

			「何言ってんの。あのババア、元から投げる匙(さじ)なんて持ってないよ」

			「確かにこの悪夢みたいな状況を全力で楽しんでるわ、あれは……」

			「もう所長には関わらんでおこうや……お触り禁止物件だよ」

			「そうね……」

			　もう自分たちではどうすることもできない。まあ、時がすべてを解決してくれるだろう。ほら、具合が悪い時は一日寝たら元気になるって言うし。ヘリオドールは自分にそう言い聞かせ、部下の少年を思い浮かべた。

			　あちらのほうは復活するなり、すぐに仕事に復帰して時間になると何事もなかったかのように帰ってしまった。

			　家まで送っていくべきだったかもしれない。そう思ってもすでに遅かった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　今日は米が特売日ということで、つい買いすぎてしまった。愛(あい)華(か)は満面の笑みを浮かべて両手にそれぞれ十キロの米袋を抱えて帰路に就いていた。本当は頭にもう一つ乗せて帰ってきてもよかったのだが、以前それをやって帰ったところ、夫から「人間をやめないで欲しい」と泣きながら言われたので、その技は封印している。

			（総ちゃんは『母さん、最高にクールだね』って親指を立てて褒(ほ)めてくれたのに……）

			　そんなことを考えていると、その息子が前方を歩いていることに気付いた。

			「あっ、総ちゃーん！」

			　呼びかけると、総(そう)司(じ)は素直に振り向いてくれた。普通、このくらいの歳になると反抗期が始まって、息子は母親に冷たくなると言われているが、この息子にはその兆しがなかった。ただし、父親はアニメを観ている時に話しかけると、暴力を振るわれる。

			「母さん、買い物帰り？」

			「うん！　いっぱいお米買ったの」

			「……相変わらず力持ちだね」

			「そうかしら……」

			　このくらい、何ともないのだが。首を傾げていると、総(そう)司(じ)に米袋を両方奪われていた。

			「総ちゃん、バイトの帰りなんでしょう？　疲れてるだろうし、いいのに」

			「ううん、大丈夫」

			　そう言って総(そう)司(じ)が歩き出したので、愛(あい)華(か)も息子の隣にぴったりくっついて歩く。

			　空は青から燃えるような赤に染まっていた。とても綺麗で、どこか切なくなる光景だった。

			　愛(あい)華(か)は夕焼けを見るのがあまり好きではなかった。黄昏の空を見るより、澄み渡るような青空と、星(ほし)屑(くず)が散らばる夜空ばかりを見ていたいと思っている。

			　不思議と赤色を見るのが時々、とても怖くなる。そんな時、深い青色と黒色を見ると、ほっと心が落ち着いた。

			「母さん」

			　総(そう)司(じ)が愛(あい)華(か)を呼んだ。

			「なあに、総ちゃん？」

			「母さん」

			「はい、何かしら」

			　何度も自分を呼ぶ息子に、愛(あい)華(か)は優しく答える。

			「母さ……」

			　総(そう)司(じ)の髪を愛(あい)華(か)の白くて細い手がゆっくりと梳(す)く。父親によく似た黒髪だった。

			「総(そう)司(じ)、大丈夫よ」

			　安心させるように、息子を守りたいという思いを込めて彼の名前を呼ぶ。総(そう)司(じ)は一瞬、立ち止まったものの、すぐに「うん」と答えると、何事もなかったように歩みを再開する。

			　赤い、赤い、夕日が段々と夜に近付いていく。

		

	
		
			少年と春爛(らん)漫(まん)

			　

			　ウトガルドの冬が終わり、暖かな季節が到来した頃、アスガルドにも春が訪れていた。

			　ぷっくりと膨らんでいた花の蕾(つぼみ)が開き、色とりどりの花を咲かせる。

			　もっとも華やかな季節の来訪を祝うように、妖精と精霊が踊り舞う。美しい翅(はね)を持つ蝶が可(か)憐(れん)に花畑を泳ぐ。

			「ほぁ～……とっても綺麗だ！」

			　幸せそうに微(ほほ)笑(え)むブロッドの目の前には薄紅色の花を咲かせる木々が立ち並んでいた。

			　木の名前は『アイカ』。かつて、アスガルドを守った勇者の名である。それ以前は違う名称だったが、勇者は春になると薄紅色の花を開かせるこの木を愛していた。なので、彼女に敬意と愛を込めて、同じ名前が付けられた。

			　ウルドの北の方角にはアイカが大量に植えられており、春になると美しい景色を眺めることができる。噂によると、この木が好きだと言った勇者のために、彼女の側にいつもいた魔族の男が彼女を喜ばせたくて植えたらしい。

			　勇者が本来の世界に帰ったあとも、この森は守っていかなければと手入れが今でも続けられている。

			　そして、勇者の笑顔のためだけに作られたこの場所は今、ウルドの密かな観光名所となっていた。密かなというのは、ここは勇者と関係の深い地として、立ち入りに厳重な審査があるからだ。

			　一般人が足を踏み入れることは許されず、通常はユグドラシル城の人間、名のある貴族、他国の王族のみが、この景色を楽しむことができるのだ。

			　ブロッドも安定した職に就いているとはいえ、ただの一般人である。そんな彼がなぜ、このアイカの地を歩くことができるのか。

			　それは隣でやや太い針金を両手に持っている少年が、大きく関係している。

			「でも、ありがとうだ、ソウジ君！」

			「はい？」

			　真剣な表情で地面を見下ろしていた総(そう)司(じ)は、顔を上げて首を傾げた。

			「ソウジ君が頼んでくれたおかげでここに来れただ！」

			「僕は頼んだつもりはなかったんですけど、結果オーライというものですかね」

			　春になるとアイカ……ウトガルドでは『桜』と呼ばれている木が満開になることを知った総(そう)司(じ)は、この場所のことを知らずに親友である男に一言言っただけである。「こっちの桜も綺麗なんでしょうかね」と。

			　それを聞いた親友ことクォーツ王子が「貴様にとっておきの場所を見せてやる」と言って招待したのがここだった。先に訪れていた貴族たちは、何の前触れもなく現れた王子に驚きすぎて帰ってしまったが。

			　そして、その絶景を眺めていた総(そう)司(じ)がまた一言。「ヘリオドールさんたちも毎年ここに来ているんですね」と言った。

			　もちろん、そんなことはない。アイオライトやジークフリートは一応、入ることは許可されていたが、今までは木を植えた男のことを考えると、どうしても気が重くなって見に行く気にはなれなかった。所長にも以前までは権限が与えられていたが、酔った際に貴族の娘の胸を揉んだため、出禁となっていた。

			　まあ、つまり、総(そう)司(じ)は貴族でも王族でもない身でありながら、この場所に来れた数少ない人間であった。

			「貴様……知らなかったのか」

			　そういう事情を知らないらしい親友にクォーツは頭を抱えた。真実を伝えると、「そうだったんですか」とあっさりとしたリアクションをされたが、少し残念そうに見えた。

			　しかし、一人ぐらいなら……と思って、連れてきたが、役所の人間全員となるとそうはいかない。

			「……藤(ふじ)原(わら)」

			「何でしょうか」

			「貴様が連れてきたいと思う者を数名ほどなら招待してやれるぞ」

			「あら、いいんですか。何か気持ち悪いですね」

			「肥え太った貴族王族ばかりに見られても、木もたいして嬉しくはないだろう。ああ、幼女とジークフリートは元々許可されている。今年は来てみないかと声をかける程度で構わん」

			　二人が来てくれるほうが、アイカも喜ぶはずだ。そんな思いからクォーツはそう言ったのだった。

			　

			「でも、クォーツ様は優しいだ！　しかも、かっこいいだ！」

			　先ほどクォーツと会話をしたブロッドはもう彼の大ファンとなっていた。野蛮な種族と知られるオーガにも彼はまったく偏見を持たなかった。それどころか、「貴様がオーガか！　俺よりかっこいいではないか！」と興奮気味に褒(ほ)めてくれた。

			「あんなに明るい人だと思わなかっただ！　これからは王子をもっと応援していくだ！」

			　仕事があると言って城に帰ってしまったクォーツに、ブロッドはいまだに興奮が隠し切れない様子だった。

			「そういえば……ヘリオドールさんたちはどこに行ったんでしょうか」

			　総(そう)司(じ)がきょろきょろと首を動かす。ヘリオドール、フィリア、アイオライト、リリスの姿がさっきから見当たらないのだ。

			「もしかしたら迷子になってるだ……？」

			「あー、あの四人なら大丈夫だよ。何か探し物があるとかで、向こうのほう行っちゃったから」

			　声をかけたのは、木に凭(もた)れて目を閉じていたオボロだった。木の真下での昼寝は、花の甘く優しい香りを楽しむのに最適だった。ぽかぽか陽気で心地よい眠りに誘われているようだ。

			「探し物ですか」

			「そそっ。乙女の邪魔をすると殺されちゃうからね」

			「でも、奇遇ですね。僕も探し物をしていました」

			　そう言って、総(そう)司(じ)が両手の針金をくいくいっと軽く動かす。

			「え、なーにそれ……」

			「ダウジングって道具です。これで宝物を探すんです」

			「探すって、それで地面を掘ってくだ？」

			「いえ、これはあくまで感知するだけで、実際に掘り起こすのは自分たちでやるんです」

			　ちなみに原材料は、歪(ゆが)みすぎて使えなくなったハンガーである。

			「面白そうじゃん。で、探し物っていうのは？」

			「ここだけの話、この森のどこかに勇者さんが埋めた宝物があるそうです」

			「勇者様の宝物……すごそうだ！」

			　目を輝かせるブロッド。だが、オボロは顔色を変えた。

			「それはさすがにまずいんじゃない？　ここを荒らしたらクォーツ王子も怒るよ」

			「やれって言ったの、その王子様です」

			　きっぱり言い切った総(そう)司(じ)。沈黙がその場を支配した。

			「でも、それで本当に実行する君も君だよね……」

			「僕たち、こういうことに関しては全力で意見が合致しますからね。今日見付からなかったら、明日も来ていいとまで言われてます」

			「どんだけお宝にご執心だよ！」

			　二人から並々ならぬ執念を感じ、オボロが身震いした時だ。ブロッドがあることに気付いて声を上げた。

			「ソウジ君の棒がユラユラ動いてるだ！」

			「え、何か言い方卑(ひ)猥(わい)じゃない？」

			「オボロさん、まだ昼間ですよ」

			　総(そう)司(じ)はオボロの大人のジョークを許しはしなかった。

			　さて、ブロッドの言う通り、確かに総(そう)司(じ)のダウジングが横に緩く揺れている。動きを止めたかと思えば、左右とも一本の木の根元を差していた。
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			「どうやら、あそこに宝物があるようですね」

			「マジで!?」

			　全然信(しん)憑(ぴよう)性(せい)ねーな！　オボロは内心で叫んだ。

			「さて、ちょっと掘ってみますか」

			「オラも手伝うだ！」

			　ブロッドはすっかり宝物の存在を信じ込んだようで、やる気満々で総(そう)司(じ)とともに根元の土を掘っていく。

			「君ら、本当にやるの？」

			「だって、僕の世界でもこういう木の下には何かが埋まっているのがセオリーなんですよ」

			「はぁ……何かって？　宝物？」

			「死体ですよ、死体」

			　何だかとっても怖い返答だった。ブロッドの手もピタリと止まる。

			「知っていますか？　下に埋まる人間の血を養分にして育ったから、この木はこういうピンク色の花びらなんですよ……」

			「え……？　どういうことだ？」

			　総(そう)司(じ)はか細い声で尋ねてきたブロッドを見ることなく、淡い薄紅で覆(おお)われた頭上を仰いだ。

			　その瞳(ひとみ)はいつもより闇が増量されている、彼から放たれる負のオーラに、オボロとブロッドはゾッとした。

			　心地よいと思っていた風が今は生暖かく感じられ、ひどく不快だった。

			　顔色を変える二人とは対照的に、総(そう)司(じ)は暗い瞳(ひとみ)で二人を見詰めながら静かに口を開いた。

			「この美しい花弁を作り上げるために、毎年毎年、木の下に人間が埋められていくんです……大丈夫、怖くはありませんよ……彼らは肉体を失っても、木の中で永遠に生き続けていきますから……この木がある限り、魂が滅びることはありません……」

			「長々と語り始めたと思ったら、メチャクチャ怖いこと言い出したよ!?　しかも、スゲー病んでる!?」

			「い、嫌だ……！　オラは木になんてなりたくないだ……!!」

			「えぇ～……？　絶対に嘘だよ。何で泣くくらい信じてんの？」

			　本気で怖がり、号泣しながらしがみついてきたブロッドに、オボロも呆れ返る。

			　だが、総(そう)司(じ)はブロッドの肩を優しく叩いたのだった。

			「ソウジ君……」

			「ブロッド君、確かに肉体を失い、木の一部となれば人々から半永久的に喜ばれる存在となります。でも、それは生きるということを放棄したことになります」

			「ソウジ君！」

			　ブロッドの瞳(ひとみ)から涙が大増量された。

			「生きてください、ブロッド君。すべての人に認められなくても構いません。あの花びらのように美しくなれなくても構いません。どんなに辛(つら)いことがあっても、一生懸命生き抜くこと。それこそがこの世で一番美しいものなんです」

			「う、うぅ～！　分かっただ～」

			「何、この流れ。どうして後半、お涙頂戴な路線に変更したの？」

			　壮大な茶番劇を見せ付けられたオボロの冷たい視線が二人を突き刺す。もうここが大量の死体が埋まる墓場でも何でもいいから、早く勇者が残した宝物が見たい。そう思いながら、オボロも穴掘りを手伝う。

			　それから五分後。小さな木箱が出てきた。

			「キタコレです」

			「うっわ、マジであったよ……」

			「宝物だー！」

			　平静を装おうとするが、オボロの声はどうしても期待と興奮で上擦ってしまっていた。ブロッドはまだ中身を見てもいないのに、感動の舞いを踊り始めた。

			「開けましょう」

			　総(そう)司(じ)だけはいつもと変わらなかった。感動もへったくれもない。とっとと蓋を開けたのだった。

			「ああっ、先に見るなんてずるいよ！　中身はな、に……」

			　オボロは見てしまった。

			　鉄仮面であるはずの総(そう)司(じ)がほんの少し、困(こん)惑(わく)の色に染まったのを。

			「え、どうしたの？」

			「ソウジ君……？」

			　オボロとブロッドも箱の中を覗き込んでみる。

			　釘が入っていた。それも五本。

			　それだけだった。それしか入ってなかった。

			「ちょっと期待とは違ったものが入ってましたね」

			「いや、期待とか云々じゃなくて、不気味なんだけど……」

			「く、釘だ……」

			　しかも、年季が入っているので錆びてしまい、赤茶色に変色している。

			　と、ここでブロッドがポジティブな方向に思考を傾け、この釘の活用法を閃(ひらめ)いた。

			「これを使って家を建ててくださいってことだと思うだ！」

			「勇者のご利益で幸せに……ということでしょうか」

			「幸せどころか、不幸招きそうだよ、こんな錆びた釘使ったから」

			　こんなもんが勇者の宝物であってたまるか。オボロがため息をついていると、総(そう)司(じ)が箱の蓋を凝視していることに気付いた。

			　なんと、そこには文字が書かれていたのだ。

			「これ……もしかしたら、勇者の直筆!?」

			「でも、なんて書いてあるか分からないだ！」

			「どの地方の文字かな……あ、これウトガルドの……ソウジがいる国の文字じゃないの？」

			「そうですね。バリバリの日本語です」

			　総(そう)司(じ)からウトガルドの言語を少しだけ教えてもらっていたオボロだから分かる文字だ。こちらの人間は通常知りえない言語での言葉。知られたくないことが書かれているのだろうか。本人の意思とは関係なく、アスガルドに召喚されたとは聞いていたが……。

			　まったく文字が読めないブロッドは焦ったように二人に聞いた。

			「な、なんて書いてあるだ？」

			「……『あと二つの箱があります。探してね』って書いてますね」

			「……つまり、勇者は宝をあと二ヶ所に埋めてるってこと？　だよね？」

			　オボロの言葉に総(そう)司(じ)とブロッドが同意するように頷く。

			　しかし、一個目が五本の釘。別に探さなくてもいいんじゃないかって気分になったが、一応三人は残りの宝物を探すことにした。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　三人が不毛な宝探しを始めた頃、行方を眩(くら)ませていた女子チームは森の奥に来ていた。

			「ここね……」

			　四人の視線の先には、ぽっかりと大きな口を開けた洞窟があった。中からは真冬のような冷たい風が流れ出ており、フィリアが寒さで体を震わせた。

			　いや、震えたのは寒さのせいだけではなかった。洞窟の中からは強い魔力が漏れていた。それにここからでも、魔物の気配がする。

			　一匹二匹ではきかないくらい大量の魔物がいるはずなのに、それらが一匹も外に出てこない理由。それは洞窟の入り口を封鎖する黒い縄に隠されていた。

			　それをフィリアが不思議そうに見る。

			「この縄……すごい魔力を感じます」

			「これが結界の役割を果たしてるんだっけ？　アイオライトもこれ作るの参加してたとか……」

			「そうだぜ。まあ、アタシだけじゃなくて、他にも数人の魔術師の魔力が込められてるけどな。だから、ちょっとやそっとじゃ、この縄の外には出られないんだ」

			　かつて勇者の聖剣の役割を果たしたアイオライトの魔力が大量に練り込められた縄。それを使ってまでこの場所を封じているのは、実は魔物が出てくるのを防ぐためではない。

			　ヘリオドールがそっと縄に手を近付けると、パァンと弾かれてしまった。

			「きゃっ！」

			　しかも、静電気のようにビリッときた。小さな痛みが走った手を労(いた)わるように擦っていると、アイオライトが苦笑した。

			「おいおい、大丈夫か？」

			「ええ……これ二十年前に作ったんでしょ？　何で今も効き目があるのよ」

			「効き目がなくなっちゃ困るだろ。どっかの貴族が好奇心で入ってきたら大変だからな」

			　そう。この結界は内側にいるモノが外に出るのを抑えるためではなく、外にいる者を内側に入れさせないためのものだった。第一、中にいる魔物など、数こそは多いものの、気配から察するに雑魚ばかりだ。結界を使うくらいなら、退治してしまったほうが早い。

			「ふふっ、楽しみねぇ……」

			　リリスが熱い吐息を漏らしながら、自らの舌を舐める。そのあまりにも妖(よう)艶(えん)な姿に、同性であるはずのフィリアまで当てられて顔を赤くしている横で、アイオライトがどこか懐かしげな表情を浮かべていた。

			「……アイオライトはここに来たことがあるんだっけ？」

			「勇者がウトガルドに帰ったあとすぐに、一回だけな」

			　あの頃は、まだ秋と冬の境目の季節だった。このような薄紅色の花を咲かせてはいなかった。

			　その姿は最大の目的は果たせたものの、戦友というべき男の命を救えなかったアイオライトの心を具現化しているようにも思えた。

			　世界の命運を握り、吐き気がするくらい重い重圧を背負った少女を何とか喜ばせたくて作った場所。

			　もう二人がここに来ることはない。永遠に。その事実がアイオライトにこの場所を拒絶させた。

			　二人は来ない。だが、二人が離れ離れになったわけではないのなら、それはそれで。

			「……私は幸せだよ」

			「ん？　何か言った、アイオライト？」

			「別に。綺麗だなぁ、アイカ」

			「でも……この中にはもっと綺麗な木があるんでしょ、アイリィちゃん？」

			　リリスに言われ、アイオライトはニヤリと笑った。先ほどの儚(はかな)げな雰囲気が一瞬にして取り払われ、極悪人のような表情になっている。

			「あ、あの皆さん……私、よく分からずにここにきちゃって……その……」

			　恐る恐る挙手したフィリア。彼女はこの洞窟の中に何があるか知らない。ただ、リリスに誘われて来てしまっただけだった。「ねぇ、フィーちゃん。ソウジちゃんと素敵な時間をすごせるチャンス、あなたにもあげるわ」と。

			　そんなオロオロするフィリアの頭をヘリオドールが撫でる。

			「フィリアちゃんにもちゃんと説明しておかないとね。この洞窟の一番奥には一本の木があるの」

			「木……って、でも、洞窟の中なんですよね？」

			　太陽の光がない場所に木が生える？　フィリアは首を傾げた。

			「『星の欠片』っていう名前らしいんだけど、太陽の光がなくても成長する不思議な木だそうよ。葉は生えなくて、一年中ずっと蕾(つぼみ)のままでいるんだって」

			「でもな、それが一年に一度だけ満開になる日があるんだよ。……それが今日だ。私も見たことはないけど、すごい綺麗なんだってさ」

			「ふわぁ……すごいですね」

			　想像してフィリアが目を輝かせる。

			「この木は本当に稀少でさ。まだアスガルド中でも八本しか見付かってないんだ。ここのだって、あの馬鹿……じゃなくて、魔族が木を植えてる時に偶然見付けたものだしな」

			　そのため星の欠片の存在は公にはされていない。それでも、どこからか話を聞き付けた貴族や他国の王族がこっそり見に行こうとするので、結界が作られたのだ。まだまだ謎が多い樹木である。好奇心で荒らされては困るのだ。

			「そんなにすごい木があったんですね……」

			　フィリアはうっとりとしていた。一年に一度だけ花を咲かせる木。総(そう)司(じ)にも見せてあげたい。

			「ソウジ君も連れてきましょう！　絶対に悦んでくれます！」

			「ここからが本題よ、フィーちゃん」

			　リリスがフィリアの口に指を当てた。

			「ねぇ、フィーちゃん。あなたは皆で星の欠片を見るのと、ソウジちゃんと二人きりで見るの……どっちがいいかしら？」

			「そ、それは……！」

			　フィリアは動揺した。皆で見たいと思ったのは事実だ。だが、それ以上にそんな不思議な木を暗闇の中、総(そう)司(じ)と二人だけで見たいとも思ってしまっていた。

			「私はソウジちゃんと真っ暗な中であんなことやこんなことがしたいわぁ……」

			「アンタだけ洞窟入る目的違ってない!?」

			「リリス、お前今回の話から外れろ！　ソウジが穢(けが)れる!!」

			　リリスのぶっ飛んだ発言に、ヘリオドールとアイオライトが吠えた。

			「え……えっと……ヘリオドールさんたちは……？」

			「私はリリスと違って健全な意味で総(そう)司(じ)君と見たいわよ！」

			「私もだぜ」

			「もう、冗談よ。私だってソウジちゃんといやらしいことを抜きにして二人きりになりたいって思ってるわよ」

			　本当か～？　ヘリオドールとアイオライトのそう言いたげな視線がリリスに向けられるが、当の本人は鼻歌を歌っている。

			「あ、あの」

			　再びフィリアが挙手した。

			　そして、三人の視線に緊張しながら意を決して主張した。

			「わ、わた、私もソウジ君とだけで見たいです」

			「よし、フィリアちゃんも正式に参加が決定したわね」

			　本人の前以外で完全に気持ちを隠すつもりがなくなったらしいヘリオドールが笑う。

			「これで四人か。ライバルは多いほうが燃えるからなぁ」

			　いろんな意味で総(そう)司(じ)が大事なアイオライトが不敵な台詞(せりふ)を口にする。

			「でも、私は五人で特注のベッドの上でするのも燃えるわねぇ」

			「す、するって何をですか!?」

			「アンタ、最低！」

			「お前、やっぱ帰れ！」

			　リリスは通常運転だった。

			「さて、気を取り直してルール説明をするわね！　この洞窟には自然に増殖した魔物がいっぱいいるわ。だからまずはこれを全部倒すことから始めるからね」

			「な、なるほど……魔物を一番倒した人がソウジ君と……」

			「あ、それはなし」

			　すぐにヘリオドールが否定した。

			「それで決めちゃうとなると、アイオライトが断然有利になるでしょ？　私とリリスはともかく、戦い慣れてないフィリアちゃんが不利になっちゃうじゃない」

			「ありがとうございます……」

			　密かに不安に陥(おちい)っていたフィリアは安(あん)堵(ど)のため息をついた。

			「魔物がわんさかいる状態じゃ、誰がソウジと、とか言ってる場合じゃないしな。ここはみんなで協力し合って、全部倒し終わってからだな」

			　必要な時は助け合う。それがライバルである。

			「はい！」

			「ふふっ、いいお返事ね、フィーちゃん」

			「それじゃ……お願い、アイオライト」

			「分かった。任せておけ」

			　アイオライトが縄に触れる。すると、縄は青色の閃(せん)光(こう)を放ったあとに、灰と化した。

			　ボロボロと崩れていく縄。二十年間、この洞窟を守り続けてきた結界が崩れた瞬間だった。星の欠片が待つ場所。そして、恋する乙女たちの戦場でもある。

			「あの、一つだけいいですか……？」

			　フィリア、本日三度目の挙手。

			「どしたの、フィリアちゃん？　危なくなったらちゃんと私たちが助けるから心配しなくてもいいのよ？」

			「あ、ありがとうございます。そうじゃなくて……」

			「そうじゃなくて……どうしたんだよ」

			「星の欠片って今までずっと大切にされてきたんですよね……？　私たちがこの中に入って大丈夫ですか？」

			「大丈夫大丈夫。アタシが特権を乱用したから」

			　アイオライトはまたもや悪い顔で笑った。その笑顔にフィリアが少し怖気づいた。が、ここまできたら、引き返せない。まずは素敵なシチュエーション作りから。誰が総(そう)司(じ)と一緒に星の欠片を見るかはそれからだ。

			「行くわよ、皆！」

			　ヘリオドールのかけ声とともに四人は洞窟の中に足を踏み入れるのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　アイオライトが嬉々とした様子でヘリオドールたちとどこかへ行ってしまったが、大丈夫だろうか。ジークフリートはそんなことを考えながら、アイカの木々が立ち並ぶ道を歩いていた。

			「向こうにも似た木があるのか……」

			　それも同じ春の季節に咲く。あの天(てん)真(しん)爛(らん)漫(まん)だった彼女と素直ではない彼も今頃はともに同じ風景を眺めているのだろうか。

			　総(そう)司(じ)は総(そう)司(じ)で、ブロッドとオボロと宝探しだと言って歩き回っている。ブロッドはともかく、オボロまで少年のような顔をして、総(そう)司(じ)のうしろを付いて行っていた。それぞれ種族が違う三人だが、きちんと友情を築いているようだ。

			　友人。自分とあの男はどんな関係だっただろうか。あちらは完全な魔族で、こちらは魔族のハーフ。いつも、あの二人の側にいたアイオライトに比べたら、ジークフリートが彼と交わした会話はそう多くなかった。

			　しかも、最後のやり取りはジークフリートに大きな後悔の爪痕を残した。

			「………………」

			　妖精や精霊を愛するジークフリートは花を愛(め)でる心を持っている。淡い紅色の花弁は名の由来となった少女の優しさを表しているようだ。どこか安(あん)堵(ど)する美しさだった。

			　だが、胸の中に渦巻く靄は晴れてくれそうにない。

			「……帰って久しぶりに酒でも飲むか」

			「オメー、ジークか？　老けたな」

			　その声は頭上から聞こえた。聞き覚えのある声だ。見上げると同時に、茶色の小瓶が降ってきた。それを慌ててキャッチしつつ、ジークフリートは驚きを隠せずにいた。

			「よお、ジークフリート。まだ生きてたんだな」

			「ロキ……」

			　木の枝に腰かけて、こちらを見下ろす男の名前をジークフリートは呆けたような声で呼んだ。
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			「アイオライトも元気にやってるみたいだな。男の取り合いなんて面倒臭いことやってたけどよ……」

			　本当に面倒臭そうにため息をつくロキに、ジークフリートも最初は顔をしかめていたが、彼もまた、ため息をついた。

			　そんな様子を見て、ロキは目を細めた。

			「何だ、驚かねーのかよ」

			「お前が生きていたのは知っていたよ」

			「俺の実力、過信してんのか？」

			「……ついでにお前が魔族なはずなのに、二十年でそこまで老けていたことも知っている」

			　二十年前のロキは、人間で言えば十代の少年の姿をしていた。それでも、ジークフリートなどよりずっと長く生きてはいたようだが。

			　だが、今のロキは『少年』ではなく、『男』の風貌をしていた。彼の息子も成長すれば、こんなふうになるのだろうか。

			「お前の息子からアルバム？　というのを見せられてな。老けたお前とまったく変わらないアイカを見付けた」

			「息子……」

			「心配するな。俺とアイオライトしか知らん。お前たちの子供だと分かったら、何をされるか分からないからな」

			「気遣ってくれなくてもいい。あいつを見てると、昔の愛(あい)華(か)を見ているみたいでな。愛(あい)華(か)はあんな死んだ目をしちゃいなかったけどよ」

			　うん、確かにアイカには表情というものがちゃんと存在していた。ただし、規格外の自由奔放な性格は母親そっくりである。

			　父親と似ているのは顔だろう。菫(すみれ)色の瞳(ひとみ)までは受け継がなかったようだが。

			「ロキ、この瓶に入っているものは何だ？」

			「酒。オメーが飲みたいって言ったんだろ。結構いい店で買ったもんだから、味はいいはずだ」

			「俺にくれるのか」

			「土産(みやげ)。アイオライトには飲ませんなよ」

			　そう言ってロキが穏やかに笑う。ジークフリートは意外そうに目を瞬かせた。

			「……お前、そんなに自然に笑える奴だったか？　まるで憑(つ)き物が落ちたような……」

			「そりゃ、二十年も向こうに行ってたら変わる。愛(あい)華(か)はいつ見ても世界一可愛いと思ってるし、総(そう)司(じ)はああ見えて優しいところもあるんだよ」

			「いや、お前本当に変わりすぎだろ」

			　どんだけ妻子大好き野郎だ。ジークフリートは冷めた目で、真顔で惚気(のろけ)話を始めたロキに冷めた目を向けた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「二つ目はこれかぁ……」

			　両手を土まみれにしてオボロは嘆息した。

			　あれから二十分後、総(そう)司(じ)のダウジングが再び反応した場所を掘ってみると、またもや似たような木箱が出てきた。しかも、一個目よりずっしりと重い。これはきたんじゃないかと三人の期待も高まった。

			　今度は総(そう)司(じ)も「開けてみましょう」と言いながら、オボロとブロッドの視線を箱に向けさせてから開いた。

			　古びたトンカチが出てきた。重いのは当たり前だった。

			「キッツいなぁ……」

			「トンカチ……何も魔力を感じない、ただのトンカチだぁ……」

			「これ、強度はどうですかね。オボロさん、ちょっと頭貸してください」

			「期待外れの鬱(うつ)憤(ぷん)を僕で晴らそうってか!?　誰が貸すか！」

			　トンカチ片手に手招きする総(そう)司(じ)に命の危険を感じて、オボロがブロッドの背後に隠れた。

			「でも、勇者の意図が分かんないなぁ……一つ目には釘、二つ目にはトンカチって……」

			「これはブロッド君の家を建てる説が濃厚になってきましたよ」

			「オラ、正解だ？」

			　三人は深く考えた。勇者が何を自分たちに伝えようとしているのか。

			　すると、何かを思い付いたのか、総(そう)司(じ)が「あ」と声を上げた。

			「もしかしたら、これには勇者さんなりの平和に対する思いが込められているのかもしれませんよ」

			「平和？」

			「いろんな種族がぶつかって争いをしているくらいなら、大きな家を建てて皆で暮らしましょうとか……そんな感じのですかね」

			「ふわっふわしてんな」

			　抽象的すぎやしないか。

			　だが、オボロと違って綺麗な心を持つブロッドは、総(そう)司(じ)の仮説に「きっとそうだ！」と同意する。

			「勇者様はとっても優しい人って聞いただ！　きっと、皆仲良くって思いがこの釘とトンカチには込められているだ！」

			「……まあ、二人の説が正しいとするとだよ？　最後の箱にも建築に関する物が入ってるってことだろうね」

			　釘、トンカチとくれば、板の可能性が高い。もしくは塗料あたりか。建築説を三人の中で誰よりも信用していないくせに、一番推理をしているのはオボロだった。

			　その様子を見ていた総(そう)司(じ)がじっと見る。

			「盛り上がってきましたね」

			「いや、そんなことはない。今、僕の心、結構冷めてるよ」

			「またまた、そんなことを言って」

			「そのトンカチと君の頭貸してくんない？」

			　オボロ、殺る気満々である。

			「そ、そんなことより、最後の宝物を探すだ！」

			　ブロッドが慌てて、総(そう)司(じ)にダウジングを持たせた。

			「よし、頑張って今日中には見付けましょう」

			「でも、勇者が残した宝を全部一日で見付けるって、よくよく考えたらありがたみゼロだと思うだ……」

			「いいじゃないですか。一か月かけて見付けた伝説の宝が錆びた釘と古そうなトンカチって切ないと思いますよ」

			「うん……それは言えてる」

			　盛り上がってきたと言っておきながら、切ない発言をする辺り、彼も少し飽き始めているのが分かる。

			　この発掘作業をすることによって、誰が得をするのか。だが、ここまできたら「もう帰ろうよ」なんて言える雰囲気ではなくなっていた。

			　少なくとも、オボロもブロッドも、自分以外のどちらか二人が帰ろうと言い出すのを待っている。ひょっとしたら、総(そう)司(じ)もそう思っているかもしれない。

			「あ、動きました」

			　総(そう)司(じ)のダウジングが反応したのは、その一時間後だった。全員喜んだ。

			　三人で一生懸命掘ってみると、木箱が出てきた。やっぱり全員喜んだ。

			「やっただー！」

			「よっしゃ、ソウジ頑張ったね！」

			「これで帰れますね」

			　心の底から喜んだ。彼らの宝探しの理由は、いつの間にか「宝の正体が何か知りたい」から「早く帰りたい」にすり替わっていた。

			「帰ろ帰ろ！　帰って手洗って、お昼ご飯食べよ！」

			「お腹空いただー」

			「待ってください。せめて中身ぐらいは見ておきましょうよ。気持ちは分かりますけど……」

			　気持ちは分かりますけど。重みのある一言である。

			「はいはい。どうせ板とか塗料でしょ？」

			「ソウジ君、お願いしますだ」

			「合点承知の助です」

			　これで帰れるという安(あん)堵(ど)からか、和やかな空気の中、最後の箱が開けられた。

			　中には藁(わら)で作ったと思われる人形だけが収められていた。

			「アッ」

			　総(そう)司(じ)が表情を変えないながらも、箱を落とした。

			「オギャッ」

			　オボロが両目をかっ開いて、その場から一メートルほど離れた。

			「ヒェッ」

			　ブロッドが涙目で腰を抜かした。

			　三人がそれぞれ異なる反応をしたが、ドン引きしたのは共通事項だった。

			　最後の最後で、本当の意味で意味の分からないものが出てきてしまった。びっくりしすぎて三人とも、約一分ほど時が止まったように動かなかった。

			「これお人形だ？　ものすごい不気味だ……怖いだ……」

			「え……マジで何これ。ウトガルドじゃこういう悪趣味な人形があるの？」

			「ありますよ。ついでに言うと僕もいくつか作ったことがあります。愛(あい)玩(がん)用(よう)ではないですけど」

			　よく分からないなりにも、二十年の時を経て解き放たれた謎の人形に未知なる恐怖を感じ、オボロとブロッドは抱き合って震え上がった。

			　人形の用途を知っているとされる総(そう)司(じ)だけがすぐに正気を取り戻した。

			「まさか、この世界でお目にかかれるとは……」

			「何に使うの、これ……」

			「呪いころ……あれ、蓋の裏に何か書かれてますね」

			　またもや、ウトガルドの文字だった。

			　だが、釘の箱の蓋に書かれていたものとは違い、こちらは乱暴な筆跡だった。

			『浮気したら殺す』

			　そう書かれていた。

			「勇者さん、何を思ってこれを書いたんですかね……」

			「勇者様、好きな人いただ……？」

			「そうかもしれませんね。……さて、行きますよ二人とも」

			　総(そう)司(じ)がこれまで見付けた釘とトンカチ、そして、藁(わら)人(にん)形(ぎよう)を手に歩き出す。

			「か、帰るの？」

			「違います。勇者さんの怨(おん)念(ねん)……じゃなくて、想いを晴らしてあげないといけません。オボロさん、どこかに縁起が悪そうな木はありますか？」

			「え？」

			　このあと、総(そう)司(じ)によって藁(わら)人(にん)形(ぎよう)の用途が説明された。ブロッドは恐怖のあまり泣き始め、ここに残ることになった。オボロは急にテンションが高くなり、「ヒュー！　ちょうどいいのあるよ！」と親指を立てた。

			　総(そう)司(じ)もオボロも早足で走り去った。二人とも目が爛(らん)々(らん)と輝いていた。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　その頃、乙女たちは洞窟の中で次から次へと現れる魔物を蹴散らしていた。

			「燃え盛る煉獄の火炎よ。忌まわしき悪鬼を焼き払え。正義の烈火を今ここに――『憤(ふん)怒(ぬ)の焔』!!」

			　ヘリオドールが放った緋色の炎が魔物を焼き尽くす。

			「四大精霊シルフ。我に力を貸したまえ。風は哭き、風は叫び、風は咆(ほう)哮(こう)する。混沌を薙(な)ぎ払い、清浄なる大気を蘇(よみが)らせよ――」

			　フィリアが生み起こした清らかな風が、魔物を吹き飛ばす。

			「我が魂、我が思い、我が剣。滅したまえ、死を撒き散らす邪悪なる意思。救いたまえ、深き闇に囚(とら)われし哀しき魂を。我は破壊と創世の導き手なり。『菫青剣(きんせいのつるぎ)』！」

			　アイオライトの菫青剣(きんせいのつるぎ)が魔物を斬り裂いていく。

			「ふふっ、皆頑張ってね～」

			　リリスは微(ほほ)笑(え)みながら三人を見守っていた。

			　当然、ヘリオドールとアイオライトがキレた。

			「アンタもやりなさいよ！」

			「そうだぞ！　サボるな！」

			「でも、私そんなに戦えないのよねぇ……」

			「アンタ、何しにきた!?」

			　こいつも魔物もろとも……と、ヘリオドールの中に仄暗い考えがよぎった時だった。

			「きゃあああああ！」

			　体勢を崩して倒れたフィリアの下へ、数体の魔物が迫っていた。

			「フィリアちゃん！」

			「……悲劇の黒煙よ、愚(ぐ)鈍(どん)の暗黒よ、下劣の深淵よ。汚(お)泥(でい)の底より冒涜なる爛(ただ)れた王を呼び起こせ」

			　その詠唱はリリスによるものだった。地面から無数の黒い人型の物体がにゅ、と姿を現した。笑みを消したリリスがその物体に命じる。

			「喰い殺せ。臓物一つ残すな」

			　物体の口に当たる場所にぽっかりと穴が開き、魔物を丸のみしていく。バキ、ボキという音は骨が折れる音だろうか。フィリアが耳を塞(ふさ)ぐ。

			「………………」

			「………………」

			　ヘリオドールとアイオライトは攻撃の手を休めて、その凄(せい)惨(さん)な光景を眺めていた。

			　リリスが笑みを零(こぼ)す。

			「私は戦えないから、あの子たちに代わりにやってもらうのよ」

			「そう、だったのね……」

			「私、帰ったほうがいいかしらぁ」

			「そ、そんなことないぜ……すっごく戦力になる……」

			　だが、ここまでやれとは言っていない。四人の誰よりもやり方がグロくてびっくりだ。

			「こわっ！　リリスこわっ！　サキュバスって皆こうなの!?」

			「ちょっと怖いけど、リリスさんかっこいいですね！」

			「フィリア！　お前懐けば誰にでもかっこいいっていうのは考えもんだぜ!!」

			　しかし、三人が唖(あ)然(ぜん)としている間に、リリスが召喚した謎の物体がすべての魔物を倒し終わったので、結果オーライとでも言うべきか。

			　結構数が残っていたはずなのに……。ヘリオドールは余裕の笑みを浮かべるリリスを睨んだ。

			「やれるなら、もっと早くやんなさいよ……」

			「だぁって、私一人で頑張ったら不公平じゃないかしらぁ？」

			「ぐぬぬ」

			　正論なので言い返せない。

			　それにしても、魔物がいなくなった洞窟の中はひどく静かである。そして、四人が奥へ進んでいくと、『それ』はあった。

			「あれが……星の欠片、かしら？」

			　暗闇の中で薄紅色に輝いているのは一本の木だった。光の正体は花びらだ。薄紅色の花びらが仄かに発光しているのである。

			　一日しか開花しないと言われている星の欠片は、風もないのに散り続けていた。はらはらと光る花びらが宙を舞う光景は、美しいとしか表現できなかった。

			「すごいわね……」

			「アタシもこんだけ綺麗なのを見たのは多分初めてかも……」

			「は、早くソウジ君にも見せてあげたいです……」

			　フィリアの言葉にヘリオドールとアイオライトは我に返った。そうだ。ここに来たのは総(そう)司(じ)とともに星の欠片を見るためである。それも二人きりで。

			「ど、どうやって決めるの？」

			「そうねぇ。魔物退治で一番活躍した子、なんていうのはどうかしら？」

			「一番最初にそれはなしって言ったじゃない！」

			「つーか、その案で言ったら絶対にお前だろ！　汚いぞ！」

			　世界に八本しかない貴重な樹木の前で、女たちの戦いが始まった。

			「ソウジ君だってこの四人とだったら絶対私！　私を選ぶからね!?　だって、私はあの子の上司だから!!」

			「甘いぜ、ヘリオドール！　ソウジは年上の女よりも年下のほうがいいと見た！　アタシみたいな可愛い女の子が好みなんだよ！」

			「アンタ、実年齢いくつよ！」

			「見た目が若けりゃいいって勇者も言ってたんだよ！」

			「見た目もいいけど、一番は×××でいかに満足させられるかだと思うわねぇ。ソウジちゃんも男なんだし……」

			「はい！　リリスは問題外ね！」

			「暗闇の中でリリスとソウジを二人きりにさせちゃダメだ！　絶対！」

			　魔物退治など前座である。ここからが真の戦いであった。

			　このリリスという女を何とかしなくては。そのためには、まず黙っているフィリアも味方に付ける必要がある。

			「ほら、フィリアちゃんも何とか言っ……」

			「あの、ジャンケンで決めるのはどうでしょうか？」

			　えっ。ジャンケン。

			「フィリア……」

			「あ、あの、ジャンケンなら公平だと思うんです。上司とか年下とか関係ないと思うし……こっちで勝手に決めるから、ソウジ君には申し訳ないと思いますけど……」

			　だが、これなら運のみが勝敗を左右する。そう思い、提案してみたのだが、なぜか三人は苦笑するばかりだった。

			　あれ、ダメだったのかな。フィリアは涙目になった。

			「あの、あの……」

			「それでいきましょう。いいわね、皆」

			「フィリアがいて本当によかったな……」

			「うふふ。女の争いは醜(みにく)いわねぇ」

			　こうして四人は輪になってジャンケンをすることになった。
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			「いくわよ！　誰が勝っても恨みっこなし！」

			「おう！」

			「最初はグー！」

			　全員がグーを出した。

			「ジャンケン……」

			「「「「ポン！」」」」

			　全員がパーを出した。

			「よし！　あいこだな！」

			「あいこで……しょ！」

			　全員がチョキを出した。

			「あいこですね！　もう一度……あいこでしょ！」

			　全員がグーを出した。

			　

			　三分後。

			「あー！　アイオライト！　アンタ今の後出し！」

			「ヘリオドールもしただろ！」

			　五分後。

			「リリス、アタシと組んでまずはヘリオドールとフィリアを潰そう！」

			「ずるいわよ、アイオライト！　フィリアちゃん、私と組んで！」

			　十分後。

			「うふふ。ごめんなさいね、アイリィちゃん。女って裏切りが大好きなの」

			「だからリリス怖すぎるでしょ！」

			　三十分経過。

			「み、皆さん！　一度、外に出て新鮮な空気を吸いませんか!?」

			　憎悪が憎悪を生んでいく。なかなか決まらない勝敗に雰囲気がどんどん荒んでいた。

			　このままでは流血沙汰に発展しそうな気がして、フィリアは気分転換を提案した。この地獄の中でフィリアだけがかろうじて正気を保っていた。

			「待って、フィリアちゃん！　休憩前に一回だけ……」

			「ダメです！　こんなかたちで決めても……ソウジ君は喜びませんよ！」

			　リアルファイト五秒前の最悪の状況である。もうこれ以上ジャンケンを続けるわけにはいかなかった。死人が出る。

			　フィリアの案はとりあえず受け入れられ、四人は外に出ることにした。久しぶりに吸うシャバの空気が美味(うま)い！

			「じゃあ、休憩を挟んでから再開ね……」

			「あれ、こんなところで皆、何してるだ？」

			　ブロッドが彼女たちの前を通りかかったのはそんな時だった。

			「ブロッド君こそどうしたの？　ソウジ君たちと一緒にいたんじゃ……」

			「ソウジ君なら森を出ちゃっただ」

			「「「「え？」」」」

			　衝撃その一。

			「い、いつ戻ってくるんだ？」

			「え？　用を済ませたらもうウトガルドに帰るって言ってただ……」

			「「「「え？」」」」

			　衝撃その二。

			　固まる四人に首を傾げながらも、「オラはもう少し散歩するだ～」と言ってブロッドが立ち去る。

			　……星の欠片が咲くのは今日だけ。総(そう)司(じ)は今日、二度とここには戻らない。

			　つまり、今までの苦労が徒労に終わることが決定した。

			「総(そう)司(じ)君の馬鹿――――――――――!!」

			　ヘリオドールは涙を流しながら絶叫した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			　総(そう)司(じ)とオボロは役所の裏に来ていた。彼らの眼前にはどっしりと太い幹を持った木があった。

			「この木はどうかな？　一年に五人くらいここで首吊り自殺してるんだけど」

			「最高じゃないですか」

			　縁起の悪い木があっさりと見付かったところで、いよいよ勇者の怨(おん)念(ねん)を晴らす時がきた。

			「本当は夜中にやるのが一番いいんですけど……まあ、昼間にやるのもオツなものですからね」

			「ソウジ頑張れ！　こういうのは僕より闇が深い君のほうがイケる！」

			「はい」

			　総(そう)司(じ)はすっ……と藁(わら)人(にん)形(ぎよう)と釘とトンカチを出した。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「それじゃ、俺はもう行くからな」

			　ロキが空を見上げながらそう告げると、ジークフリートは「もう行くのか」と少し残念そうに言った。

			「俺はもうこの世界にいるべき存在じゃねーからなぁ。俺が生きてると分かったら都合が悪いって奴らも大勢いんだろ」

			「それもそうだな。……なぁ、ロキ。俺はお前に謝らなくてはならないことが……」

			「そんなことあったか？」

			「…………」

			　ロキが何でもないように言うと、ジークフリートは一瞬顔をしかめた。が、諦(あきら)めたように肩を竦(すく)めた。

			　納得はしていない様子にロキは子供のように笑って、「あの馬鹿を頼む」と告げた。それにジークフリートも「分かった」と答える。

			　その言葉を合図にするように、ロキが空に浮遊し始めた。

			「じゃあな。また」

			「……また、な」

			　互いに微(ほほ)笑(え)み合った直後のことだった。

			「ぐっ……ゴハァッ!?」

			　左胸を押さえたロキが盛大に血を吐いた。ものすごい量だった。

			　ロキの真下にいたジークフリートが、ロキが吐いた血をもろにかぶった。

			「ウ……ウワァァァァァァ―――――――!?」

			　血まみれになりながらジークフリートは絶叫するのだった。

			　こちらもなかなかの地獄ぶりを披露していた。

			　

			「今日はいいものを見せてもらったよ！　じゃあね、ソウジ！」

			「僕もとっても楽しかったです！　ばいばいです、オボロさん！」

			　最高に楽しそうに笑いながらオボロが別れを告げる。それに対して、手を振る総(そう)司(じ)。

			　だが、心なしか達成感に満ちているようだった。

			　そして、あることを思い出して、総(そう)司(じ)が独り言を呟(つぶや)く。

			「あ……斎(さい)藤(とう)君に報告しないとなぁ……釘でもあげておけばいいか」

			　あちこちで阿(あ)鼻(び)叫(きよう)喚(かん)の悲鳴が上がった本日の花見というイベントは、こうして終わりを告げたのだった。

		

	
		
			エピローグ

			　

			　どうしよう。草木が生えまくった自室の中でヘリオドールは立ち尽くしていた。しかも、下着姿のままで。

			　金色の視線の先には開かれたままのクローゼット。上手く整頓しきれていないそれは、今にも溢れ返りそうになっている。「もうパンパンっすよ！　入らないっすよ！」というクローゼットの声が聞こえてきそうである。

			　大量に押し込められた衣服。いつもは魔女の紫色のローブを愛用しているため、まったく出番がないそれら。だが、今回ばかりは彼らに頼るしかなかった。

			（だって、ウトガルドに遊びに行くんだもの！　それも総(そう)司(じ)君と!!）

			　ウトガルドにはゴールデンウィークという休日が何日も続く時期がある。そういう日は総(そう)司(じ)が毎日行く学校というのも休みだそうで。

			『ヘリオドールさん、今度のゴールデンウィークに僕と一緒に海に行きませんか？』

			　なんて誘われたのである。ヘリオドールは喜んだ。髪を振り乱して喜んだ。密かに引きずっていた花見事件も吹き飛ぶ歓喜であった。

			　ところが、問題が発生した。着ていく服である。いつもは魔女のプライドがあって向こうの世界にも、いつもの格好で行っていた。

			　今回はただのヘリオドールとしてウトガルドに行くのだ。そうなると、総(そう)司(じ)に合わせてウトガルド風の格好で行かなければならない。

			（えぇ……？　何着ていけばいいのよ……）

			　ウトガルドでいろいろ買ってはみたのだが、似合っているかが分からないのだ。リリスであっても、さすがに異世界のファッションは詳しくないだろう。それに総(そう)司(じ)とのことを知られるおそれもある。

			「セーラー服……」

			　総(そう)司(じ)とお似合いの服とするなら、これだろう。試しに着ようと考えて……やめた。年齢的に大変なことになる。

			「ナース服……」

			　純白の天使の衣装とされているらしい。これで海はキツいものがあるだろう。

			「スクール水着……」

			　海だから水着は必要かな……と思ったが、やめた。総(そう)司(じ)に「今の季節に海入ったら死にます」と言われていたのを思い出す。なら、なぜ海に誘ったのか。

			「ろくなもんがないわね……」

			　まさにその通りであった。

			　ヘリオドールは考えた。アマゾンの奥地と化した自室で真剣に考えた。

			「……こうなったら、最後の手段だわ」

			　そして、禁断の技を行使するのだった。

			　

			◆　◆　◆

			　

			「似合ってますよ、ヘリオドールさん」

			「うっさいわね！」

			　お出かけ当日。ウトガルドにて。バス停の前ではヘリオドールが顔を赤くしていた。

			　ヘリオドールが着てきたのは小豆(あずき)色の芋ジャージだった。

			「これなら、まあダサいっていうのは何となく分かるけど、大火傷はしないと思ったのよ」

			「そうなんですか」

			「そうよ！　……こんな格好でごめんなさい」

			　火傷はしなかったが、これはこれで絶対に男女で出歩くのに向いていない。総(そう)司(じ)に申し訳なくなって、つい謝ってしまった。

			　いつもよりしおらしい態度のヘリオドールに、総(そう)司(じ)は首を横に振った。

			「僕は構いません」

			「えー……」

			「ヘリオドールさんがいるなら、何でもいいです」

			　特に意味もないくせにストレートな言葉だ。天然乙女のハート鷲掴みボーイめ。ヘリオドールは部下を軽く睨み付けた。

			「ところで、何で海なの？　総(そう)司(じ)君ならアニメショップ行きそうなのに……」

			「この時期の海って寒いんですよ」

			「そう言ってたわね」

			「そういう海って何時間でも見ていたくなるんです」

			　理由になっているような、いないような。総(そう)司(じ)のオタク関連以外での趣味に参加できるなら、それでいいのだが。

			　バスがやってきた。ヘリオドールはバスに乗るのが、今日が初めてだ。まずは総(そう)司(じ)の乗る様子を見てから。そう思っていると、先に乗った総(そう)司(じ)が手を差し伸べてきた。

			「気を付けて乗ってください、ヘリオドールさん」

			「分かってるわよ！　ほら、離さないでね」

			「……離しません」

			　くすくす笑いながらヘリオドールが総(そう)司(じ)の手を握り締める。

			　総(そう)司(じ)は重なり合った手を数秒間眺めたあと、ゆっくりと、けれど少し強めに握り返したのだった。
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			硝子町玻璃（がらすまち はり）

			宮城県生まれ。「異世界の役所でアルバイト始めました」で商業デビュー。「小説家になろう」でオンライン活動中。ＩＤ＝３６１４３３（二〇一六年五月現在）

			　

			イラストレーション

			雀葵蘭（きろうらん）

			しし座のＢ型申年生まれ。沖縄在住。マルチーズがマイエンジェル。趣味はお絵かきと歌とネトゲ。ただのイケメンには興味がありません。からあげにはレモンをかける派です。（二〇一六年五月現在）
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